









































総理大臣のえる！




サジはなげられた！
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







本文中に「＊」が付されている箇所には注釈があります。その箇所を選択すると、該当する注釈が表示されます。
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長谷はせ川がわ健けん太た「こんにちは、健太です。新刊出るの遅おくれてホントにごめんなさい。僕が書いてるわけじゃないんだけれど、書いてる人が謝らないから……。前巻から半年も間が空いちゃったお詫わびも兼かねて、ここで改めて、みんなの紹しよう介かいをしていきます。僕自身忘れてるところもありそうだし、確かく認にんしながらいこうかな。じゃあまずは僕の紹介から。僕の名前は長谷川健太。和泉いずみ中学に通う中学２年生。特技は……、特技は……特にない、です。人より凄すごいところは……気の小さいところ。成績も普ふ通つう。背も真ん中ぐらい。ゲームは好きだけど別にうまいわけじゃないし……、あの……、その……、ごめんなさい」

折おり原はらのえる「もーっ！　ごめんなさいごめんなさいって、健ちゃんったら、あいかわらずごめんなさい党党員なんだから～」

健太「わわっ！　のえる、なんだよいきなり」

のえる「健ちゃんが心配になって出てきたのよ。なんてったってあたしは内閣総理大臣だから！」

健太「いや、それは全然関係ないだろ」

のえる「健ちゃんだけの総理大臣」

健太「ますます意味不明だよ」

のえる「じゃ、健ちゃんやる？　総理大臣」

健太「そういうもんじゃないだろ！　総理大臣って!!」

のえる「あははははは」

健太「はぁ……（ため息）」

のえる「じゃ、次はあたしね！　あたしの名前は折原のえる！　運も良ければ調子もいい中学２年生！　自じ慢まんの記録は小学１年から１度たりとも夏休みの宿題をやったことがないこと！　将来の夢は２１１２年まで生きてドラちゃんの誕生をお祝いすること！　特技はトレカサーチと猫ねこ投げ！　座右の銘めい『今日すべきことは明日する。明日すべきことは明後日する』!!」
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健太「いつするんだよ!?」

のえる「そのうち誰だれかがやってくれる」

健太「いいの？　そんなんで!?」

のえる「だって健ちゃん、いっつも宿題見せてくれるじゃない。だからあたしは毎日の宿題も、夏休みの宿題も心配なーし！　あ、とりあえず日本の総理大臣やってま～す」

健太「……総理大臣って、とりあえずやるものなのか？」

のえる「いや、まあ、冗じよう談だんでなったようなものだし」

健太「ホントにそうなんだから日本の未来も暗いよね……」

のえる「すべては１巻（彼女がもってる核かくボタン）、メフィと出会ったところから始まったのよ」

健太「１つだけ願いを叶かなえてくれるって言われて、総理大臣になりたいって言ったんだよね」

のえる「しかも値切ってね！」

健太「悪あく魔まに値切らせるキミって……」

のえる「だって、願い事と引き替かえに魂たましいを取られるのよ！　そんなの死んじゃうじゃない！」

健太「……しかも、最初の月だけってことで、タダで願い事叶えてもらったのに、総理大臣の権力で法律変えて、９月も10月もずっと８月ってことにしたんだよね……」

のえる「８月87日なんて、めちゃくちゃな日付もあったよね！」

健太「かわいそうなメフィ……」

のえる「まあまあ、その魔ま法ほうはあたしが死んじゃった一件で終わってるし」

健太「そうなんだよね……。３巻（乙女おとめの怒いかりは最終兵器）で、のえるが死んじゃって、日本武道館で国こく葬そうとかしたりしたんだよね……」

のえる「なんでか生きてるんだけど」

健太「生きててよかったよ……。でものえる。メフィの魔法が切れたのに、どうして総理大臣続けてられるの？」

のえる「どさくさまぎれ」

健太「ええっ!?」

のえる「憲法にね、次の内閣ができるまでは辞やめた大臣が職務を代行するって決まりがあるのよ。で、あたしの順番になるまで大臣に権利を放ほう棄きしてもらって、強引に総理に復帰しちゃったわけ。４巻（撃げき破は！　日本消しよう滅めつ計画）の時は緊きん急きゆう事態だったしね。かなり無茶なお願いしても通ると思ったのよ」

健太「いつものことながら無茶すぎるよ……」

のえる「メフィの魔法と違ちがって国会の承しよう認にんを得なくちゃいけなかったんだけど、日本をなくそうとしたドルマンを追い出したってことで、みんな浮うかれてる真っ最中だったから、何の問題もなく賛成多数で大承認！」

健太「話だけ聞いてると独裁者のやり口だよね……」

のえる「民主主義って怖こわいよね」

健太「怖いのはのえるだよ！」

のえる「あ、健ちゃん。もう１つ紹介しとかなくちゃならない設定があったよ」

健太「なにさ」

のえる「あたしは長谷川健太と永遠の愛を誓ちかった恋こい人びとである」

健太「……と、平然と噓うそをつく子である」

のえる「ちょっと、今のどういう意味よ～っ！」

健太「猫の姿をしてるけど、メフィは悪魔なんだ」

のえる「ちょっと口が悪かったりするけれど、ホントはイイ奴やつなのよ」

健太「僕にはけっこうキツイんだよね……」

のえる「意地悪してるからじゃないの？　足握にぎってふりまわしたり、逆立ちさせたり」

健太「人聞きの悪いこと言わないでよ！　第一それやってるの、のえるじゃないか！」

のえる「あははははー、ついつい」
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健太「かわいそうなメフィ……。のえるが総理大臣になれたのはメフィのおかげなのに……」

のえる「そーなの！」

健太「あのさ、のえる」

のえる「なに？」

健太「前から聞きたくて聞きたくてしょうがなかったんだけど、のえるはどうやってメフィと逢あったの？　メフィって悪魔なんでしょ？　どうやって出会ったの？　どうやってお願いを聞いてもらったの？」

のえる「知りたい？」

健太「知りたい！　知りたいよ！」

のえる「ふふふ、外ならぬ健ちゃんのお願い。それじゃあ教えてあげましょう！　本ほん邦ぽう初公開！　あたしがメフィと出会った日の出来事！」

健太「うんうん」

のえる「海かい賊ぞく王になるためにグランドラインに旅立ったあたしは……」

健太「いつ旅立ったのさ!?!?!?　しかもメフィいないし!!」

のえる「いなかったっけ？」

健太「どっちもいないよ！」

のえる「出たいなあ……、『ワンピース』」

健太「うわ、嫌いやな予感……」

のえる「総理大臣権限で集英社に圧力をかけよう!!」

健太「やめて!!」
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健太「弥生やよいほのかちゃんとは、小学校の頃ころからの仲良しなんだ」

のえる「とっても優やさしい子だよね。怒おこってるところ見たことないもの」

健太「そうだね。一いつ緒しよの塾じゆくにも通ってるんだけど、いつもニコニコしてるよ。細かいところとかにも目配り利きいてるし、すごいなあって思うよ。なんでか自信なさげなんだけど」

のえる「彼女もごめんなさい党のメンバーなんだよね」

健太「気が小さいとね、どうしてもすぐに謝っちゃうんだよ」

のえる「２人とも、もっと自信もてばいいのにね」

健太「そうなんだけどね……。なかなかのえるみたいにはいかないんだよ」

のえる「お父さんはお医者さんをやってるんだよね」

健太「僕の妹の光も、診みてもらってるんだ」

のえる「光ちゃん、最近元気になってきたよね」

健太「心臓病で一時はどうなるかと思ったけど、もちなおして、ホントよかったよぉ」

のえる「自宅通院できるようになったしね、あと一歩よ」

健太「光、すっごく感謝してるんだよ、病気のことで、のえる頑がん張ばってくれたから」

のえる「そう？　テレるなあ」

健太「兄貴の僕より、のえるのほうが好きみたいなんだよ。もぅ」

のえる「まぁ、ゆくゆくは義姉ねえさんになるわけだしね、光ちゃんの」

健太「まだ言ってるし……」

のえる「じゃ、次、先生の紹しよう介かい行ってみましょー！」

健太「桃もも園ぞのさくら先生。和泉中学２年５組を受け持ってる。つまり僕たちの先生だね」

のえる「生徒よりそそっかしいんだよね！」

健太「キミに言われたくないと思う」

のえる「泣き虫だし」

健太「先生が泣いちゃう理由のほとんどを作ってる、のえるには言われたくないよ！」
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のえる「あたしだって好きで泣かしてるわけじゃないよう。ただ」

健太「ただ？」

のえる「あたしがセンセの言うこと聞かないでいたら、知らないうちにセンセが」

健太「やっぱりのえるのせいなんじゃないか！」

のえる「まあまあ。問題児ほどかわいいって言うじゃない」

健太「反省しようよ……、頼たのむから」

のえる「授業を崩ほう壊かいさせてるあたしが教育改革に挑いどむっていうんだから、日本っていう国もかなり大だい胆たんよね」

健太「大胆すぎだよ！　ていうか、わかってるんならちょっとはおとなしくしようよ」

のえる「まあまあ、あたしの話はいいじゃない。さくらセンセの話よ」

健太「うまい具合にはぐらかされた気もするけど、先生の出身地は岡おか山やま県。今年大学を卒業して先生になりたてのほやほやなんだ」

のえる「つまり、あたしたちの後こう輩はいになるわけね」

健太「……またわけのわかんないこと言いだすし」

のえる「あたしたちは中学２年生。つまり、この学校に通って２年目ってことね。そしてさくら先生は１年目。つまりあたしたちが先せん輩ぱいなのよ！　えへん」

健太「キミは２年生になってから転校してきたんだろ！」

のえる「……そだっけ？　転校してきたのは健ちゃんでしょ？　あたしに再会するために戻もどってきてくれたんだよね」

健太「もう！　この巻から読み始める人のためのコーナーで噓うそついてどうするんだよ！」

のえる「つまんなくない？　ホントのコトしか書いてない情報ページって」

健太「ホントのコトしか書いてないから情報ページなの！」

のえる「うええ、それってすっごく普ふ通つう～っ！」

健太「なんでもかんでも、おもしろおかしくしようとするのやめようよ……」

のえる「あ、健ちゃん、死にかけてる」

健太「死にかけたくもなるよ……」

のえる「ごめんごめん。ちゃんとやるから、ちゃんと」

健太「……ホントかなぁ（疑いのまなざし）」

のえる「さくら先生って、お父さんが凄すごい人なんだって？」

健太「そうそう。城をもってるんだ」

のえる「城!?　あの、本物の？」

健太「岡山城よりデカいらしいよ……。特とく殊しゆな建築業を営んでいて、地元じゃけっこう畏おそれられてるらしいよ」

のえる「と、特殊な？」

健太「……あまり深くつっこんじゃいけない職業らしいんだ」

のえる「木き佐さセンセ、頭を真っ白にして帰ってきたもんね。何があったんだろ？　めちゃくちゃ怖こわいことでもあったのかな？」

健太「それもつっこんじゃいけないんだよ……」

のえる「つっこんじゃいけないといえば……。奥おく原はら先生ってどうなってるの？」

健太「あっ」

のえる「たしか……、さくら先生は副担任なんだよね。ホームルームどころか、学校で全然見ないんだけど、どうなっちゃってるの？　２巻（恋こいする国家権力）に出てきて、あたしに罰ばつ掃そう除じを命じた先生は幻まぼろし？」

健太「また入院してるんだ……」

のえる「うわ、また？」

健太「よく怪け我がする先生でね。退院した途と端たんにまた入院しちゃったんだ……」

のえる「お大事に……」

健太「木佐孝美先生。隣となりの２年４組の担任。僕たちのクラスの数学も受け持っているんだよね。とっても厳しい先生なんだ」

のえる「ことあるごとにあたしにつっかかってくるんだよね、こしゃくな」
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健太「こしゃくな、って、あっちが先生なんだよ……」

のえる「先生も生徒もないわよ。あっちはあたしを追い出すために数学のテストに歴史の問題出してくるような奴やつなのよ！　大学入試の問題まぜたり！　大人げない！」

健太「居残りさせられたぐらいで警察を呼ぶのえるも充じゆう分ぶん子供げないと思うけどね……」

のえる「この戦いはどっちかが死ぬまで続くわね」

健太「続くのっ!?」

のえる「で、外国の人たち編～♪」

健太「この人はロバート大統領。つまりアメリカ合衆国で一番偉えらい人、すなわち世界で一番やりたい放題できる人だね」

のえる「そして、あたしの奴ど隷れい」

健太「そうなんだよね……」

のえる「おかげでアメリカの陸海空軍海兵隊の４軍は電話１本であたしの思うがまま！」

健太「弱味を握にぎられてるせいで、大統領はのえるに逆らえないんだよね」
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のえる「つまりあたしが世界で一番つよーい！」

健太「……というわけでもないんだ」

のえる「そか、シャイニィがいた」

健太「彼女は東南アジアにあるアルカンタラ王国の王女さまで、王位を継つぐ立場にあるんだ」
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のえる「かわいい顔してるけれど、けっこう凄いのよ、彼女」

健太「性格とかね……。とってもイイ子なんだけど、思いこみが激しいっていうか、思い違ちがいが激しいっていうか……」

のえる「のんびりしてるようで頭がいいし、優やさしいのに、怖い一面もあったりして」

健太「気づくと、とんでもないことしてるんだよね」

のえる「そうそう。健ちゃんを首輪でつないだりね」

健太「そこまでしたことはないよ！」

のえる「そだっけ？」

健太「僕をちょっと拉ら致ち監かん禁きんしたぐらいだよ」

のえる「……それって『ちょっと』で済むことなの？」

健太「僕も慣れてきたからね……。のえるとか、シャイニィとか、そういう子が周りにいると誘ゆう拐かいされたりしたぐらいで驚おどろいていられないっていうか」

のえる「なんか悲しいね」

健太「だったらちょっとは手加減してよ！」

のえる「だって、そうでもしないとシャイニィが健ちゃん、もってっちゃうんだもん」

健太「そうそう。前の事件で日本はこのドルマンって人に買収されて、いろんな国に売られちゃうところだったんだけど、ドルマンの会社をシャイニィが買収することで助かったんだよね」

のえる「だから、今の日本はシャイニィのものだったりするのよ！」

健太「一難去ってまた一難、どうなる日本!?　みたいなところで前の話は終わったんだけど、その話はひとまず置いて、今回は10本立てをお送りします！」
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のえる「とかいいながら、しっかり、あたしとシャイニィの対決編もあるんだな」

健太「ええっ！　そうなの!?」

のえる「というわけで、お楽しみに～！」

健太「お、恐おそろしいことにならなきゃいいけど……」

のえる「なるんだな、これが♪」

健太「やっぱり～!!」

















　ＣＯＮＴＥＮＴＳ









１．10分でわかる！総理大臣のえる!!

２．高速道路でおおもうけ

３．さくらの人生相談１

４．ボーイミーツボーイ

５．デフレスパイラルって技の名前？

６．サジはなげられた！

７．さくらの人生相談２

８．世界征服ゲーム

９．うちの２階は大使館!?

10．総理大臣のえる！　ができるまで






［あとがき］




















　いま、キミたちは莫ばく大だいな借金を背負っている。

　噓うそではない。

　キミが生まれてから今日という日まで１円たりともお金を借りたことがない人であっても、お金のことで人に迷めい惑わくをかけたことのない人であっても、キミは何の理由もなく数百万円の借金を背負っているのだ。

「そんなバカな！」「小説だからっていいかげんなことを言うな！」「この噓つきが！」

　噓ではない。

　親、先生、大人、誰だれでもいいから聞いてみるといい。

「国の借金は誰が返すの？」と。

　キミだ。

　間ま違ちがいなくキミだ。そして、この本を書いている僕だ。

　あと10年から20年ぐらいで、あの世にワープする自信があるのならともかく（僕は少なくとも死ぬつもりはない）、この国にいるかぎり、この国に住み続けるかぎり、税金というシステムで僕たちは国の借金を肩かた代がわりすることになる。

　その額、約７００兆円。

　国民１人あたりに換かん算さんすると、約７００万円だ。

　日本政府が常じよう軌きを逸いつした借金を始めだしたのは１９７０年代の後半からだと言われている。不景気を解決するためという名目で税金を湯水のように使うことを始め、借金を60年後に先送りにすることを決定した。

　ミもフタもないことを言えば、１９７０年頃ごろに大臣だの社長だのやってる連中は、２０３０年頃のことなんてどうでもいいと考えたわけだ。自分たちが楽な生活をするために国こく債さいの異常発行──つまり前代未聞的大借金生活を始めたのである。

　その雪だるまのように膨ふくらんだ額が、約７００兆円。

　しかも現在も、毎年数十兆円のペースで増加中なのだ。

　この本を読んでいるほとんどのキミたちは、借用書にハンコを押して、この国に生まれてきたようなものだ。自分たちが認めてもいない借金である。他人がこさえた借金である。

「ふざけるな！」「いいかげんにしろ！」「そんなバカな話があってたまるか！」

　キミが未成年であれば、反対票を投じることすらできない。

　だが、大人たちがこさえた借金の返済はこれから始まる。返すつもりのない金で優ゆう雅がに暮らした連中がこの世を去る頃、笑うしかないような額の取り立てが始まる。

　逃のががれることはできない。生きているかぎり。

　この日本という国が抱かかえている借金を払はらうのは、キミたちなのだ！




　　　　♣




　どん！

　のえるは両手で机を叩たたいた。

　ここは首相官かん邸ていにある閣議室。大臣たちが一堂に会する政府の最高機関だ。

　居並ぶ大臣たちを前に、のえるは豪ごう語ごした。

「来年の国家予算は０円にしましょう！」

「な！」「なんと！」「なに言ってるんですか、総理～っ！」

　たちまち大臣たちが席を立ったり、文句を言い始めたり。

「だって７００兆円よ、７００兆円！　毎年の税収の全部を借金返済にあてても20年かかるのよ！　払い終わるのに！　そんな各省１０００億円ずつ削けずるとか、そんなセッコイ節約でどうにかなる額じゃないじゃない！」

　吉よし川かわ厚こう生せい労働大臣が訴うつたえた。

「総理！　０円ってことは医い療りよう費の政府負担もなくなるってことですよ。病気をした時にかかるお金をいきなり３倍にしちゃっていいんですか？」

「あ、そっか」

　のえるは自分の頭を叩いた。

「じゃ、それは復活」

　次に訴えたのは文部科学大臣だ。

「学校の授業料も塾じゆく並みにするってことですか？」「あ、それもか」

「ウチの省も！」「ウチも！」「……！」

　とかなんとかやってるうちに、

「……結局、１円も減ってないってのはどういうわけよ」

　事務官が出した計算結果に、のえるは呆あきれた。

　さっきの吉川大臣が提案した。

「ここはてっとりばやく防衛費を減らすというのはどうですか？」

「無茶言わないでくださいよ！　艦かんにしろ戦せん闘とう機にしろ、兵器の多くはローンで買ってるんですから、ドタキャンなんて出来ませんよ！」防衛長官は怒おこった。

「まずは高速道路だと思います」

　一番奥にいる大臣が、手を上げた。

「どうしてなの？　武たけ田だ」

　のえるは武田竜りゆう太た郎ろう行政改革大臣に訊たずねた。

　大臣たちの注目も彼に集まる。武田大臣、のえるを除けばこの中で一番若い。まだ40歳の新大臣である。若々しい風ふう貌ぼうは、まだ学生と言っても通用するほどのはつらつたる輝かがやきを放っていた。

　どこの省にも属していない、特命大臣。

　のえるはこう考えた。

　国土交通省であったり、文部科学省であったり、特定の省のポストを与あたえると、自分のおさめている部署の予算なり人員を減らすことはなかなかできなくなる。

　だから総理大臣直属の大臣を任命して、各省庁の抱えている無む駄だな事業をばっさばっさと斬きり捨てていこうというのだ。

　なんでそんな大事な仕事を他人任せにしたかというと、

「数字の計算がめんどくさそうだったから」

　……の一言に尽つきるのだが、まあ、名将とは天才のことではなく、天才を用いる凡ぼん人じんのことである、という格言もある。のえるは武田大臣にすべてを任せ、自分はのうのうと遊び……、いや、彼の改革案を全面的に採用した。

　言ってみれば、ここにいるすべての大臣の「敵」とも言える男が、この武田竜太郎大臣なのである。

「理由は２つあります」

　冷静な声で武田は言った。

「まず１つは、まだ完成していない２０００キロの区間はほとんどが赤字になることが確定的だということです。１億円の収入を得るのに４億円の維い持じ費がかかるものまであります。そんな道路を増やすのは論理的に矛む盾じゆんしています」

「ちょっと待て！」

　恫喝するような声で別の大臣が立ち上がった。

「話の途と中ちゆうよ、龍りゆう造ぞう寺じ。座りなさい」

「いいえ総理！　コイツの話に惑まどわされないでください！」

　龍造寺源げん蔵ぞう、国土交通大臣だ。

　65にしてやっと大臣になった男で、イノシシのような風貌をしている──武田のスマートさとは正反対の位置にいる男性だった。

「あたしは同じことは二度言わないわよ。龍造寺大臣、彼の話を最後まで聞きなさい」

「はっ……」

　忌いま々いましげな目で武田をにらみつけ、龍造寺は席についた。

　本当にヤクザも裸足はだしで逃にげ出すような眼光である。

　しかし線の細い、いかにも書生風な物もの腰ごしをした武田は、少しも動どう揺ようするような仕草を見せず、むしろ対たい抗こうするような断定形で言葉を放ったのだ。

「もう１つは、これまでの道路行政が放ほう漫まんにして乱雑にして稚ち拙せつにて、要するにデタラメすぎたと言うことです」

「過去のことは関係ないだろう！」

「龍造寺！」

「総理は瀬せ戸と大橋をご存じですか？」

「知ってるわよ。なんかの世界一なのよね」

「そうです。正式には『本州四国連れん絡らく橋』と言います。長さも世界有数ですが、料金も世界有数でして、片道５０００円もかかったりします」

「……開通して、便利になったのか不便になったのかよくわかんないわね」

「武田大臣！　１ルートを作るのに１兆円もかかっているという話を飛ばすな！　建設費を償しよう還かんするためにはそれぐらいの料金設定は仕方がないだろう！」

　武田は素す直なおにうなずいた。

「そうですね。あまりに高すぎる料金のせいで交通量が増えず、毎年の収入が建設費の利子にも届いてないという話もしなくてはいけませんでしたね」

「ムッ……！」龍造寺はみずからの墓穴に押し黙だまった。

「武田、どういうこと？」

「瀬戸大橋は完成してから10年以上が経たちますが、建設費はこれまで１円も返せてない上に、さらに借金の利り払ばらい分だけ赤字が増えているということです」

「それってどれぐらい？」

「毎年１０００億円ほどです」

「うえええええええ～っ！」

「武田大臣！　見通しが狂くるうことはどこでもあるだろう！　見通しではもっと交通量があるはずだったのだ！」

「確かに、最初の計画では黒字になるはずでしたし、その見積もりもデタラメなものではなかったですね」

「そうだろう！」

「ですが、本来１ルートであるものが３ルートに増えれば、１ルートあたりの利用者が減るのも当然でしょう」

「そういえばなんで３つもルートがあるの？　１兆円もするんでしょ？　１本あればじゅーぶんじゃない！　バッカじゃないの!?」

「それが、これまでの道路行政だったのです」

「どうしてそんなことをしちゃったの？」

「さあ？　常識を超こえた人たちのことはわかりませんから」

　武田はそう言って、発言を終えた。

「バカバカしい！　道路予算はゼロ、決定！」

「総理！　お考え直しを!!」龍造寺が悲鳴をあげた。

「考え直すのはそっちのほうでしょ！」

　のえるは立ち上がった。

「話をするだけ電気代の無む駄だだわ。あー、もう、みんな解散、解散」

「総理ぃぃぃぃぃ！」

　龍造寺の悲鳴を残して、その日の閣議は終わった。
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　明くる日は、土曜日だった。

　悩なやめる14歳、長谷川健太は新宿の歩行者天国にいた。ＡＬＴＡビルのあたりから紀き伊の国くに屋や書店、伊い勢せ丹たんへと抜ぬけて行く通りはカップル、友人、親子連れやパフォーマーでうじゃうじゃとにぎわっている。

　彼の前を２人の女の子が歩いていた。

　やんちゃなポニーテールを踊おどらせながら歩くのえると、しずしずと歩くシャイニィだ。

（これは……デートというのかな？）

　健太は疑問に思った。

　２人は仲良さそうに話をしている。自分はすっかり仲間はずれだ。

　ちょっと寂さびしい。

（ホントに楽しそうだな）

　口を開くたびに身み振ぶり手振りをまじえて豪ごう快かいに話すのえると、こくこくと頷うなずいたり、小さな唇くちびるを手で隠かくしながら笑うシャイニィ。それを見てるだけの自分。

（やっぱり女の子同士なんだよね）

　２人はぶつかることもあるけれど、ちょっとしたきっかけがあればすぐに話が合ってしまう。新宿についてからというもの、２人はすっかり盛り上がって、健太はすっかり蚊か帳やの外の存在になっていた。

　それでも、思う。

（よかった）

　健太は嬉うれしい気持ちになっていた。のえるを向くたびに見えるシャイニィの横顔がにこにことしているからだ。シャイニィが笑え顔がおを見せることは少ない。表情の薄うすい女の子だ。そんな彼女が楽しそうな顔をしているのをみると、まあ、放置されっぱなしでもいいかなという気になる。

（すごいな）

　健太はのえるに感心した。自分はあんなにシャイニィを楽しくさせられない。

　と。

　そんなことを考えてると、のえるがくるりとこっちを向いた。

「喉のど、渇かわいちゃった」

「えっ」

「健ちゃん、奢おごって！」

　のえるは断られるとは夢にも思ってないような無む邪じや気きなまなざしを向けた。

（やれやれ）
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　健太も無駄な抵てい抗こうをする気もなく、肩をすくめると

「もー、しょうがないなー」

　ポケットから財さい布ふを取り出した。

　一応、呆あきれた顔とかしてみるけれど、ただのポーズだ。

（のえるのおねだりに逆らっても無駄だもんね……）

　観念しているのだ。

「わー！　さっすが健ちゃん。頼たよりになるぅ」抱だきつくのえる。

「……ホントに調子がいいんだから」はぁ、と健太はため息を。

「えへへ」

「何にする？　買ってくるよ。シャイニィは？」

　尋たずねると、シャイニィがきょとんとした顔をしていた。

「どうしてケンタがお金を出さないといけないのです？」

「のえるは、いっつもお金がないんだよ」

　健太がフォローした。

「そーなの。お財布の中、いっつもからっぽでねー」

　のえるは財布を開いて見せた。

　ほんとにからっぽだった。ますますシャイニィは不思議そうな顔をした。

「なぜなのです？　ノエルは総理大臣なのでしょう？　毎月たくさんのお金を貰もらってるのではないのですか？」

「はは、それがねえ……」

　照れくさいのか、のえるは頭の後ろに手をやった。代わりに健太が答えた。

「のえるはお金貰ってないんだよ」

「そんな、まさか」シャイニィは驚おどろいた。

「のえるは月に３０００円しか貰ってないんだよ。僕の小こ遣づかいと同じ」

「そうそう。官かん房ぼう長官がケチでさ～」

「そうなんですか」

　シャイニィは言って、ひとまずうなずくと、健太が手にしていた財布に手を触ふれて、そっと押し戻もどした。

「ここは私に奢らせてください」

「えっ、いいよ」遠えん慮りよする健太。

「うわ、シャイニィ太っ腹～」遠慮しないのえる。

「ケンタも大変でしょう。いつもノエルに奢ってさしあげてばかりでは」

「いや、まあ、大変って言えば大変だけど……」

「ノエルも、あまりケンタさんをいじめないでさしあげてくださいね」

「えっ」

　のえるはちょっと引っかかった。

　健太の彼女は私です、みたいな口調でシャイニィが言ったからだ。

「待ってよ、それじゃまるであたしが悪いみたいじゃない！」

「僕が悪いっていうの!?」と、健太。

「ケンタさんは悪くありません」

　またしてもかばうような口調のシャイニィ。誰だれに対して健太をかばっているのか。

（あたしだ！）

　のえるは光速で自分の立場を理解した。

「健ちゃんは、あたしにたかられないほうがいいっていうの!?」

「いいに決まってるだろ！」

「えええ～っ！」

　あんまり理解してはいないようだった。

「ですのでノエル。今日はケンタさんの代わりに私がごちそうするということで」

「ダメよ、そんなの！」

　のえるは拒きよ絶ぜつした。健太をシャイニィにかばわせるわけにはいかない。

「……のえるはあくまで僕に払はらわせたいわけね」

「いや、そういう意味じゃないんだけど」

「ノエル、それは間ま違ちがってると思います……」

「あたしは間違ってなーい！」

「いや、間違ってはいるだろ」

「そうよ！　あたしの給料が３０００円ってのが間違ってるのよ！」

「はあっ？」健太は聞き返した。

「給料上げろ～っ！」

　叫さけんで、のえるは走り出した。

「…………」

　健太は呆れるというか、啞あ然ぜんとするというか、そういったものを全部通りこして、ものすごく納なつ得とくしてしまった。

「……自分が節約しようと考えないあたりがのえるらしいよね……」
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「給料出せ～～～～～～～～～～～～ッ!!」

　バキイイイン！

　のえるは、分厚い扉とびらを蹴けり飛ばした。

　しなやかにまっすぐに伸のびた彼女の足、蝶ちよう番つがいごと弾はじけ飛んだ扉。

　極真空手もかくやと思わせる見事な蹴り上げだった。

　ここが首相官かん邸ていの執しつ務む室でなければ。

「…………」

　ところが、官房長官は別段驚いた様子もない。

　胸ポケットから手帳を取り出して、１万円ですな、とメモをとるだけ。

「……いま、なんかつぶやいた？」

「お気になさらず。それこそ総理こそ、休日に官邸を訪れるとはどのような風の吹ふき回しですかな？」

　北ほう条じよう官房長官は普ふ段だん通りにつぶやいた。厳格で聡そう明めいで、初老になってもなおしゃんと伸びた背筋は定規かなにかを入れてるみたいにまっすぐな人だ。細いけれども凜りんとした目は針のように鋭するどく、普通にじろりと見られただけで睨にらまれているような感じがする。たいていの人が「怖こわい」「とっつきづらい」「親しみにくい」と思ってしまうような人だ。

　しかしのえるはひるまない。

　紅葉のように広げた手のひらで、バン、と机を叩たたき、

「給料よ！　あたしは総理大臣なんだから、ちゃんとしたお給料をちょうだい!!」

　主張した。

「ありません」

　即そく答とう。１秒の迷いもない。

「なんでよ！　未成年バカにしてんの!?」

「ないものはないのです」

　またまたきっぱりと。

「そんなはずないでしょ！　なんで総理大臣の給料が月３０００円なのよ！　お小こ遣づかいじゃないのよ!?　それとも総理の仕事は子供のお手伝いと同じレベルだっていうわけ？」

「今月からは２０００円になりますが」

「減ってるじゃないの!!」

「扉の修理代です」

「えっ」

　官かん房ぼう長官はキャビネットからファイルを取り出した。１冊が辞書ほどもある分厚いファイルだ。

「戦車が空気で動くとはまさかお思いではないでしょうね」

　それはこれまでのえるが使ってきたお金の領収書や請せい求きゆう書の束であった。

　それがドン、と１冊。

「うっ」

「他にもテーマパークを貸し切りにされたり、いろいろなされましたな。そういった総理が公権力を行使されたもののうち、程度が過ぎるものについてはそのたびに計算をして、お給料から差し引かせてもらっているのです」

　ドン、ともう１冊。

「うう……」

　さらにもう１冊。

「あうう……」

　たじろぐのえる。しかし、ここで負けるわけにはいかない。

「で、でも、２０００円は安すぎない？」

「扉の修理代は１０００円の10カ月分割ですから、来年の今いま頃ごろには３０００円に戻もどりますが」

「そうじゃなくて！　１０００円台っていう価格設定に問題があるって言いたいのよ！」

「きわめて妥だ当とうな数値だと思いますが。中学生の収入としては」

「安すぎ安すぎ安すぎ～っ！」

　のえるはグーにした両手を振ふって、抗こう議ぎした。

「80兆円も国家予算があるんでしょ～!?　80兆円って言ったら８０００００００００万円よ！　そりゃあたしだって無む駄だ遣いするわよ！　でもそんなの誤差みたいなもんじゃない！　もっと無駄遣いしてるところは他にもたくさんあるでしょ！」

　怒ぬっ。

　官房長官の顔が変わった。

「今の日本政府に無駄に使えるお金など１円も残ってないのです!!」

　まるで稲いな妻ずまが落ちたみたいだった。

　めったに怒らない官房長官が声をはりあげたので、のえるはびびるというより驚おどろいた。

（うっわー、そんなに怒ることないじゃん）

　とか、思いながら。
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「……で、お昼ごはんまで僕に奢おごらせるわけね」

「も～！　ひどいのよ官房長官！」

　健太とのえるがいるのは国会議事堂の食堂だ。

　国会の食堂といっても、ゴージャスだったりエレガントだったりすることはない。清潔だけれども安っぽい時代後おくれの定食屋みたいな場所だ。安いといえば値段も安いので、のえるにとってはありがたい。

　安いのに、のえるは健太に奢ってもらっている。

「政府は７００兆円も借金があるとか、毎年30兆円も借金して国家予算組んでるとかそんなお説教ばっかりで、たったの３０００円が、２０００円に下げられちゃったのよ。健ちゃん、どう思う？　ねえ、どう思う？」

（どうせまた、のえるが何か壊こわしたんだろうな……）

　健太は思うが、口にはしない。

　スプーンですくったカレーを口に運んで、食べて、むにゃむにゃと彼女の苛いら立だちに賛同するようなしないような態度を取る。

　のえるは何でも自分に都合良く受け取るので。

「そう思うよね！　長官ひどすぎるわよね！」

　うんうん、と大きく頷うなずいた。

「おやおや、総理と官かん房ぼう長官が口論とは穏おだやかならぬ話ですな」

　と、話しかけてきたのは、龍造寺源蔵国土交通大臣だった。

「なに言ってんのよ、いつものことじゃない」

　龍造寺はのえるの隣となりに座り、健太がもてあましていた彼女の不幸話に耳を傾かたむけた。

「官房長官も頭が固い。総理の暴れっぷりだからこそできたこともあるでしょうに」

「でしょー、でしょー、言ってやってよ」

「はは、国家財政のガン呼ばわりをされとるワシなんぞがそんなことを言っても、ギロリと睨にらまれておしまいですよ」

　そう言って、笑い、後はたわいのない話をした。

　時間が来て、龍造寺は席を立った。

　しかし思い出したことがあったのか、のえるの所まで引き返してくる。

「毎日の食事代を浮うかせるなら懇こん親しん会に出るといいですよ。紹しよう介かいしましょうか？」

「ホントぉ!?」

　一も二もなく、のえるはお願いした。
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　それは高級ホテルだった。

　しかもかなり眺ながめのいい一室だ。ベッドと申し訳程度のフリースペースしかない一いつ般ぱん客きやく用の部屋ではなく、ミニパーティが開けるようなスイートルームである。

　けっこう値の張りそうなテーブルの上には、シェフが腕うでによりをかけてこしらえたディナーが用意されていて、それを食しながら歓かん談だんが続いている。

　１番の上座にいるのはのえる。そして龍造寺大臣。あとはおじさんたちだ。いずれも大だい企き業ぎようの社長であり、みなそれなりの貫かん禄ろくを持っている（腹の大きさも含ふくめて）。

「総理は公共事業と聞いて、何を想像します？」

　社長のひとりが訊たずねた。サルみたいな顔をした、このホテルのオーナー土方ひじかただ。

「公共事業って、何？」

　全員、まんがみたいにずっこけた。

「あはは、冗じよう談だんよ冗談。ここにいるの、みんな建設会社の社長さんでしょ？　はっきり言ったら悪いと思っただけよ」

「かまいません」サル社長が言った。「総理の忌き憚たんのない話をお聞かせください」

「借金製造装置。政府の穀ごく潰つぶし。始末に負えないドラ息子」

「なるほど」

　社長は怒らなかった。

「もう日本はこれ以上高速道路なんていらないのよ。儲もうかるところにはあらかた敷しいちゃったんだから」

　怒らずに、社長は反論した。

「マスコミと同じことをおっしゃる」

　む、とのえる。

「マスコミの言うことはそんなに正しいですかな？」

「むむ」

「エコノミストの言うことを聞いても景気はよくはならないし、テレビの言うことなどとりあえず偉えらい奴やつを叩たたいておけばいいという幼よう稚ちなレベルの政府批判。そもそも公共事業とは採算の合わないところから始まったことを知らない」

「そうなの？」

「公共事業とは本来赤字になるものなのです。だから必要のない時はしっかりと削さく減げんをしなければいけないのですが、日本は景気のよい時にも大おお盤ばん振ぶる舞まいをして、多額の負ふ債さいをかかえてしまった。それで今、動けずにいる。でもそれは本ほん末まつ転てん倒とうのことなのです」

「でも、１万円儲けるのに４万円もかかるような道路を作ってもねえ」

「ドイツの高速道路は無料ですよ。にもかかわらずドイツは速度制限ナシでも耐たえられる見事な高速道路網もうを完成させた。日本の考えでいけば、ドイツは頭がおかしいということになりませんか？」

「そうでもないんじゃない？　タダならみんな手軽に使うし、運送費が安くなればモノの値段にも跳はね返るもの。それはそれなりのメリットがあるんじゃない？」

「そうなんです！　そこなんですよ総理！」サル社長はのえるの手を握にぎった。「建設費を料金収入でまかなわなければいけないというのは狭せまい視野の話なのです。そもそも道路はすべて無料であるべきなんです。それを昔の政治家が安上がりで済ませようと思ったがために、自動車にかける税金や料金収入でまかなうという仕組みが出来て、現在に至っているだけなんです」

「あ、そうか！　道路に料金を課すのがおかしいって考えれば、建設費用から料金を割り出すなんてことをしなくても済むのよね。もっと安くしても」

「民営化すればなんでもよくなる。新しい道路を造るのをやめればなんでもかんでもよくなるという話ではないのですよ」

「そうね、確かにそれはそうね」

　のえるは素す直なおにうなずいた。

　会話は面おも白しろいように過ぎた。美味おいしいものを食べると話がはずむというのは本当だ。モチはモチ屋ということわざがあるが、実際にその世界で働いている人の話を聞くと、それまで知らなかったことがわかる。

　もちろんモチ屋はモチ屋。モチを売ろうとうまい話をするのは当たり前だ。

　モチ屋を潰したい連中はモチのわるいところばかりを主張する。

　要は両者の言い分を公平に聞くことが重要なのだ、と、のえるは思う。

　食事会が終わり、のえるは感謝の意を示した。

「今日はいろいろ勉強になったわ、ありがとう」

「いえいえ。私たちこそ総理とお話が出来て光栄です」

　最後にのえるは社長の１人ひとりと握あく手しゆをした。そして部屋を出て行こうとした時だ。

「少ないですが、これを」

　サル社長が封ふう筒とうを差し出した。

『お車代』とある。

　中身を見ると、１万円札が何枚も入っていた。

「うわっ、いちま……！」

　のえるは驚おどろいた。

「なによこれ」

「お車代です」

「ワイロ？」のえるはびっくりした。

「ハイヤー代ですよ」社長が説明した。

「ハイヤーたって、こんなにかからないでしょ。それにあたし、官かん邸ていの車で来たし」

「車代というのはただの慣習ですよ。つまらない話を聞きにきていただいた詫わび料のようなものだと思えば」

「…………」

　いいの？　という目をして、のえるは龍造寺を見た。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。別段、何の約束もしなければワイロにはなりません。ご心配なら私が貰もらっておきましょうか？」

「龍造寺さんならこの半分ですな」と、社長。

「私も大臣だぞ」龍造寺が笑った。イノシシみたいに突つき出た歯が見える。

「大臣ですから半分でよいでしょう」

　イノシシとサル、どちらともなく笑い声がもれた。




　　　　♣




　金持ち喧けん嘩かせず、ということわざがある。

　お金のある人、才能のある人、自分に自信のある人は心に余よ裕ゆうがあるので、小さなことで怒おこったりしない、という意味だ。

　世の中には金持ちなのにケチ！　才能があるのにイヤミ！　自分に自信があるのにセコイ！　という人もいたりするが、のえるにとっては財布の余裕は心の余裕だった。

　さっそく次の日。学校で健太に言った。

「次の日曜、デートしない？」

　ふっふーん、と自信たっぷりの笑みを浮うかべて、健太に迫せまる。

「なんでも奢おごってあげるわよ～」

「ええっ？」

　健太は目を白黒させた。

　驚いて、絶句して、しばし目をぱちぱちとさせて、やっとのことで訊たずね返す。

「……な、なんか企たくらんでるの？」疑っている。

「やーねえ。あたしが健ちゃんを騙だますなんて、そんなことするわけないじゃなーい」

「あやしい……」

「ホントよ、ホントに何でも奢ってあげるんだから！　普ふ段だんのお礼、心配しないで」

「心配するよ。なんかまた悪いことでもしたの？　紙し幣へい偽ぎ造ぞうとか」

「失礼ね～っ！」

　のえるは眉まゆを吊つり上げた。

「いいバイトを見つけたの。話を聞くだけでお金がもらえるんだから」

「うわ！　見るからにあやしいじゃないか！　やめときなよ、そんなの！」

「ふーんだ。そういう目で見るならシャイニィ誘さそうから。後でがっかりしても遅おそいんだからねー」

　べー、と舌を出して、のえるは去っていった。

　健太はがっかりしたりはしなかった。むしろますます疑いの念を深めていた。

「ホントにあやしい……」




　　　　♣




　いいバイトとは、言うまでもなく懇こん親しん会のことだ。

　美味おいしいモノを食べて、社長たちの言うことに適当にうなずいていればいいのだから、神様に罰ばちをあてられそうなバイトである。

　懇親会は龍造寺大臣に紹しよう介かいしてもらった。建設業界の他に、セメント業界、鉄鋼業界などなどだ。バイトと同じで掛かけ持てば掛け持つほど儲もうかる。腹もふくれる。

　ついでに社長さんたちから勉強もさせてもらおうというのだから欲張りだ。

　また同じホテルで、建設会社の社長さんたちとの懇親会が開かれることになった。

「へえ～、『けいんず経済学』っていうの」

「経済学にもいろいろありますが、不ふ況きようの克こく服ふくならケインズです」と、サル社長。

「そうなの？」

「70年前に起こった世界大だい恐きよう慌こうをいちはやく克服したアメリカとドイツが用いたのがケインズですから」

「へえ」

「景気をよくするには、みんながお金を使えるようにならないといけませんよね」

「うん」

「そのためにはどうすればいいと思います？」

「みんなが働けるようになればいいのよ。失業率を下げることね」

「どうやって下げます？　企き業ぎようにリストラや倒とう産さんを禁止しますか？」

「それは本末転てん倒とうでしょ。ガン患かん者じやに手術を禁止するようなものだわ。そうじゃなくて政府が企業から買い物をすればいいのよ」

「そうです。それが公共事業なのです」

「あ、そうか！」

　ぱん、とのえるは手を打った。

「仕事を作ればいいのね。何十万人もの仕事を作れば失業率が下がるから」

「そうですな。そういうことです」

「アメリカはどうしたの？」

「ダムを造りました。とにかく大きなダムを」

「なんでダムなの？」

「発電所にもなるという計算がありましたが、要はたくさんの労働者が必要な事業であればなんでもよかったのです。１番の目的は失業者を救うことにありましたから」

「政府にお金があったの？」

「とうぜん借金ですよ。ですが巨きよ大だいなダムを造って１人でも多くの失業者を救えば、結果として不景気が止まると考えて、壮そう大だいな公共事業プロジェクトを次々とスタートさせたのです。当時のアメリカはまだ大国の１つに過ぎませんでしたが、他の国が国家財政の赤字のために躊ちゆう躇ちよしている中、アメリカは断固として借金をして、そして大恐慌からいちはやく立ち直り、ご存じのような超ちよう大たい国こくにのし上がったのです」

「ドイツは？」

「道路ですね。それと軍備。ヒトラーは政権を取ってわずか６年で世界大戦を引き起こすところまでドイツを復活させたのです。悪あしき例ではありますが、ケインズ理論の見事な実証ではあります」

「なるほどねえ～。でも、今の日本はダムってムードじゃないし、武器もなぁ……」

　言いかけて、のえるは気づいた。

「あ、だから道路なんだ！」

「そうです！」社長はのえるの手を握にぎった。「雇こ用ようを作れば、景気はよくなるんです！」

「言われてみるともっともな話ね」

「そうでしょう！　そうでしょう！」

「そっか高速道路か……これまで潰つぶせばいいとばっかり思ってきたけど」

　のえるは唇くちびるに指をあてた。考えるときのクセだった。

「料金も取らないってことにすれば赤字だの黒字だのって話にもならないし……そうね。何を作ってもいいんだったら、それこそミサイルを作ってもいいんだったら、道路のほうがよっぽどプラスよね」

「さすが総理！」

　社長たちは一同に色めきたった。

「では今回のぶんを」

　サル社長が、のえるに封ふう筒とうを渡わたした。

「これは今日のぶんです」

　お車代、とかかれた封筒は、この前より重かった。

「あれ、増えてるけど……？」

「他意はございません。総理の今後の政治活動のたしになればと」

　言外に含ふくみのあるようなまなざしで、社長は言った。

　のえるは中身を見た、１万円札が２倍に増えている。

　シャイニィにでかい顔をさせずに済むだけの額だ。

　のえるは、にんまりと笑えみを浮うかべた。

「正しい政策をする分には、賄わい賂ろにはならないわよね？」

「そうですとも、総理、そうですとも！」社長は大きくうなずいた。

「問題は法律よね」

「大だい丈じよう夫ぶですよ総理」

　龍造寺が言った。

「ない法律は作ればいいのですよ」




　　　　♣




　次の日の首相官かん邸てい。

　大臣が一堂に会する閣議で、のえるはブチあげた。

「道路作るわよ！　断固道路!!」

　驚おどろいたのは武田竜太郎行革大臣だ。

「な、なにを言われるのですか総理！　高速道路の建設はすべて凍とう結けつすると、この前決めたばかりではないですか！」

　のえるは言った。

「ロボットじゃあるまいし。いつまでも考え方が同じなんて成長のない証しよう拠こよ。不ふ況きようを打開するためには断固財政出動！　断固公共事業！　これしかないわ！　龍造寺大臣。いま日本の高速道路は何キロあるの？」

「はい、総理」

　聞かれて、龍造寺は立ち上がった。

　その時の顔を見て、武田は驚いた。

　龍造寺が自信たっぷりの笑みをたたえて、総理に話しかけているからだ。

「約７０００キロです」

「未着工地区は？」

「約２０００キロ」

「全部作っていいわよ」

「はあっ!?」

　武田は驚いた。しかしのえるはご飯のおかわりでもするような口調で。

「それであと５０００キロほど追加ね」

「そ、総理！」

　武田は声を上げた。日本の高速道路を一気に倍にしようというのだ。

「それぐらいあれば失業率も１％以下に抑おさえられるでしょ」

「総理のおっしゃるとおりです」うなずく龍造寺。

「予算は？　予算はどうするんです？」食い下がるのは武田だ。

「いいのよ赤字で。これは必要な赤字だから」

　のえるはさらりと言った。

「赤字に必要も不必要もありませんよ！　７０００キロも道路を増やして、国の借金を余計に増やしてどうするんですか？　第一、そんなに道路……、いったいどこに敷しくんですか!?」

「山奥があるでしょ」

「利用者がいないでしょう！」

「いなくたっていいわよ。公共事業なんだから。コンクリートが自然破は壊かいになるんだったら、昔みたいに土をならしたり、石を敷き詰つめたっていいんじゃない？　そのほうが機械を使わないぶん、人をたくさん雇やとえるわよね」

「それにしても、あと５０００キロなんて無理です！　そんな土地ありません！」

「そんなの簡単よ」

　のえるは言った。




　ズガガドドドドド───────ン！




　翌日、高速道路の建設現場に呼び出された武田大臣は、完成したばかりの道路が爆ばく薬やくによって吹ふき飛ぶ光景を目まの当たりにした。

「そ、総理、これは……」

「言ったでしょ？　道路は造れるって」

　のえるは言った。




「造って、ぶっこわして、また造ればいいのよ！」




　こうして、のえるの主導のもと、世界史にも例を見ない公共事業計画がブチあがった。




『ケモノ専用高速道路』犬猫馬牛鼠猪豚羊なんでもＯＫ、人間はダメ！

『人力発電所』石油だの原子力だのリスクのあるエネルギーは使わない！　ダムを破壊して出来た跡あと地ちに、巨きよ大だいな自転車発電所を作り、数万人の人間に漕こがせる！

『埋まい蔵ぞう金を探せ！』別段、穴あな掘ほって埋うめるだけでも仕事になるんだから、いっそのこと埋蔵金でも探そう！　徳川埋蔵金を!!




「はっはっはっは！」

　見慣れたホテルの一室で、男たちが高笑いを交かわしあった。

　１人は龍造寺。そしてもう１人は土方社長だ。

「笑いすぎですぞ、龍造寺大臣」

「まさかここまで思い通りに総理が動いてくれるとは！　これを笑わないで何を笑うというのだね！」

「大臣から計画を持ちかけられた時は、よもやこんなに簡単に総理がひっかかりはしないだろうと言ってしまいましたが」

「ワシとて驚おどろいておるよ」龍造寺は立派な腹をさすった。

「もしや、うまくいけば……ぐらいの気持ちだったのだが、こうも見事にハマってくれるとはのう」

「そのうち大臣にもそれなりの見返りを……」

「期待しておるよ。うわっはっはっは！」

　サルとイノシシの爆ばく笑しようは止まることを知らなかった。




　　　　♣




「総理っ！」

　官かん房ぼう長官は机の前に新聞各紙を広げた。そこにはこんな見出しが躍おどっていた。





『道路公団民営化撤てつ回かい！』『高速道路整備計画が完全再開！』『永久凍とう結けつされていた新規着工計画も復活！』『全長１万キロの高速道路網もうが日本に誕生！』『折原総理、さらなる新規ルートの建設計画を指示』『鹿か児ご島しま～沖おき縄なわ間に海底トンネルを！』






「これはどういうことなんですか……？」

「わかってないわね、官房長官」

　のえるは人差し指を立てると、チッチッと左右に振ふってみせた。

「この不ふ況きようの無限地じ獄ごくに陥おちいった日本を救うためには道路が必要なのよ！　無む理り矢や理りにでもみんなが働く場所がね!!」

「で、ですから、その建設費はどこから……」

「国こく債さいよ」

　税金の増収は期待できない。だから高い利息で国債を発行して、国内外の銀行や投資家たちからお金を集めようという算段だった。

　官房長官は怒おこった。

「これ以上、借金を増やしてどうするのです！　政府の債さい務む残高は７００兆円に達しているのですよ！　今でさえ毎年20兆円もの利息を払はらい続けなければいけない状況だというのに、これ以上借金を増やして、どうやって償しよう還かんするおつもりなんですか!!」

　ふっふーん、とのえるは鼻歌まじりの笑顔を浮うかべて、言った。

「償還期間を１２０年に延長することにしたわ」

「なっ」

「だいたい借金なんて、返さなくちゃいけないから気持ちが沈しずむのよ！　１２０年後ならみんな死んでるし、遠えん慮りよなく借金ができるってもんでしょ！」

「そ、そんな……」

「しかも！　今は60年後の償還期間を１２０年後にすることで、今年からまるまる60年は利息も含ふくめて支払いをゼロにできるってわけ！　どう？　どうよ！　この名案!!」

「バカじゃないですか！　子孫に借金をつけ回すような無責任な政策が許されると思ってるのですか！」

「……でも、今のオトナのほとんどは７００兆円分ですらほとんど返さずに死んじゃうつもりなのよね」

　立てた人差し指を唇くちびるにあてて、のえる。

「うっ」

「あたしのするコトと何が違ちがうの？　ねえ、ねえねえ！」

　のえるが詰つめ寄ると、官房長官はたじろいだ。

「どう？　みんなして幸せになっちゃおうよ」

「……その理り屈くつを持ち出されては、私たちの世代が言えることは何もありませんな」

「え？」官房長官ががっくりと肩かたを落としたので、のえるは驚いた。

「これは武田大臣からです」
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「辞表じゃないの、これ！」

「私の辞表は後で送らせていただきます……」

　最後にそう言って、官かん房ぼう長官は執しつ務む室を後にしていった。

「あらら……」

　のえるは肩をすくめた。

「官房長官ったら、頭が固いんだから……」

「なに言ってんだよ、のえる！　長官の言うとおりじゃないか！」

　隣となりで話を聞いていた健太がかみついた。

「なにが？」

「自分たちが楽するために、子孫に迷めい惑わくかけるなんてむちゃくちゃだよ！」

　するとのえるはありもしないマイクを握にぎるような手真似まねをし、

「モラル亡き今の世が、こんな子供を生んでしまった……」と、ナレーションする。

「開き直らないでよ!!」

「そだ。じゃ健ちゃんが代わりに官房長官やってよ。いろいろ準備しなきゃいけないから手伝って欲しいんだ」

「僕の話聞いてるの!?」




　　　　♣




　のえるが命じて造らせた、第１号の道路が完成した。

　意味もなく金メッキ仕上げの『ゴールド・ゴージャス・ハイウェイ』だ。

　誰だれもいない──本当に誰もいない山間部をブチ抜ぬいて造っただけに、その景観は違い和わ感かんを飛び越こえて芸術的ですらある。

　夏には緑、秋には紅葉。見事に連なる山並みと、さらさらと流れる川のせせらぎ。

　それと金ピカ高速道路の組み合わせは、不快すらも価値とする前衛芸術に匹ひつ敵てきするような不協和音を奏かなでていた。

　その近くに、高級ホテルが建っている。

　こんなに人のいない──山奥に何のためにホテルを建てたというのだろうか。あたりには民家らしきものもなく、命いのち綱づなのような一本の細い道路がのびているだけで何もない。本当に何もない。森の中にひっそりとたたずむ謎なぞの洋館とでもいうような薄うす気き味みの悪さがあった。

　その一室、最上階にあるスイートルームで「わはは」「がはは」と品のない笑い声があがっていた。

　イノシシのような大臣や、サルみたいな社長を相手に、のえるが歓かん談だんしていたのだ。

「いやー。道路の建設計画が白紙になったときはどうなるかと思いましたよ」

　扇せん子すをぱたぱたといわせているのはサル社長だ。

　ちなみにこのホテルのオーナーでもある。

「そうなの？」と、のえる。

「高速道路が出来るというんで、観光客目当てにホテルを建てましたので」

「出来てから建てればよかったのに」

「道路が出来てから建てると土地代にしろ費用がかさみますからな。あらかじめ道路になりそうな土地とその周辺を買っておくわけですよ。道路になれば、二束三文の土地を何万何十万という値段で国が買い上げてくれますし、その周辺の地価も高こう騰とうします」

「ルートになる場所なんて事前にわかるもんなの？　外れたらどうするの？」

「外れはしませんよ」龍造寺は断言した。

「ルートになる土地を教えるのではないのです。社長たちが買った土地をルートにするのですよ、国会わた議員したちの力でね」

「なるほど～！」

　ぽん、とのえるは手を打った。

「そして、そこを観光地にすれば二重三重の儲もうけになるわけです」と、サル社長。

「うひゃー、勉強になるわ」

「いえいえ、それもこれも総理のご英断あってこそ」

「いやー、感謝してるわ。あなたたちのおかげでいろいろ勉強できたし」

「いやいや私どもも総理の恩おん恵けいに与あずかりたい」

　３人の話を聞いていた他の会社の社長たちが次々に言いつのった。

「まかせてよ」

　のえるはウィンクをすると、龍造寺に訊たずねた。

「今日のパーティ、集まり具合はどう？」

「総理の言われた通り、金を出してでも利権に与かりたい会社や議員には声をかけておきました。かなりの人数が集まっているはずです」

「それだけ？」

　意味深な目をして、のえるが聞いた。

「もちろん、コレのほうもご期待ください」と、龍造寺は指で円をつくってみせた。

　そして上じよう機き嫌げんなサル社長が言う。

「総理も大臣も、今日はご存分に楽しんでください。我がホテル従業員一同、心を尽つくして歓かん待たいいたしますぞ」

「失礼します」

　龍造寺の秘書がやってきて、今日のパーティの参加者からの献けん金きんの額を報告した。

「おお」

　龍造寺は感かん嘆たんの声をもらして、そのメモをのえるに見せた。

「わお」

　のえるも驚おどろいた。

　億を一ひと桁けた超こえていた。

　十億だ。

「こんなに金をかき集めて、どうやって処理するの？」

　のえるは龍造寺に訊たずねた。

　ふふん、と龍造寺はその質問を待ってましたとばかりに前歯を光らせた。

「要はこの金と総理がつながらないようにすればいいわけです。ケイマン諸島にでもダミー会社を作って、資金を１度そこに流しこんで出自をうやむやにします。また総理の足がつかないよう、パナマ人名義で口座も開いておきました。電話一本いただければその口座に金を振ふり込ませますので自由にお引きだしください」

「は～、そうやって裏金を回してるんだ」

「最近は金の流れも自由ですからね」

　またまた、前歯を光らせる龍造寺。

　そうこうしているうちに、案内係がパーティの開始時間が来たことを教えた。




　　　　♣




　のえるが訪おとずれた時には、ホテルの１番大きなホールはもう、たくさんの大人たちでひしめいていた。

　１００人、いや２００人は超こえるだろうか。

　大小の建設会社の社長や役員。建設にともなって仕事が発生するコンクリートや鉄骨などの素材会社。はたまた地元にさらなる公共事業を呼び込もうと考える国会議員やら地方議員まで、有象無象の欲のかたまり、いや肉のかたまり、どっちでもたいして変わらないようなものがうじゃうじゃとホールを埋うめ尽くしていた。

　ひな壇だんには先に龍造寺が立った。司会者となった彼は声も高らかに宣言した。

「それでは日本を救う偉い大だいなリーダー、折原総理の登場です！」

　会場から巻き起こる割れんばかりの拍はく手しゆ。

　のえるは壇上にあがり、マイクを手に取った。

「今日は集まってくれてありがとう。みんながどれだけあたしに期待してくれているかは龍造寺から聞いてるわ」

　はりのいいのえるの声はマイクを通さなくても、会場いっぱいに広がった。

「ここにいると、みんなの脂あぶらぎった顔がホントよく見えるわ！　みんなの欲深さがよおくわかる！　──そういうの大好きよ！」

「おおお！」会場がわいた。

「あたしも欲深だから、みんな財さい布ふの紐ひもをどんどんゆるめてちょうだい！　ここでケチると美味おいしい目が見れないわよ～！」

「これは頼たのもしいお言葉ですな」龍造寺が言葉をつなげた。

「総理への献金の窓口はひろーく開けているので、みなさんどんどん参加してください。ちなみに私への献金の窓口もひろーく開いてあるので、みなさんご遠えん慮りよなく」

　龍造寺が冗じよう談だんめかしていうと、会場がわいた。

「そうよ！　龍造寺にはこれからも集金係として働いてもらわなくちゃいけないんだから、彼にも美味しい目を見させてあげて！」

「いえいえ、私ごとき、草ぞう履り取りなど」

　のえるは龍造寺をもちあげようと、こんなことを言った。

「ここだけの話だけど公共事業は１４０００キロじゃ終わらないわよ」

「ほう」

「道路の次はリニアモーターカー！」

「おお！」

「そのあとは鹿児島沖縄間海底トンネル！」

「さすが折原総理だ！」

　ホールの外に誰だれかいたら、爆ばく発はつが起こったかと思うほどの歓かん声せいが巻き起こった。

　会場にいる社長や政治家、みんなが満面の笑えみを見せた。

　のえるはそれをひととおり見み渡わたしてから、ゆっくりとこう言ったのだ。




「なあーんてうまい話、あると思った？」




　会場が一いつ瞬しゆん、静まりかえった。

　のえるはパチンと指を鳴らした。

　するとホールの壁かべを飾かざっていた布が一いつ斉せいに落ちて、一同は目を疑った。

「な、なにィ!?」

　ひな壇側をのぞくホールの３面の壁がすべて鉄てつ格ごう子しで覆おおわれていたのだ。

「ど、どういうことなんです!?」

　歯どころか目も飛び出させて龍造寺が驚おどろいた。

「そうよ。あんたもそっちに──行きなさい！」

　のえるは龍造寺を蹴け飛とばした。

　龍造寺はひな壇の下に転がり、はいつくばり、床ゆかに大きな切れ目があることを見つけた。

　まるでひな壇とそれ以外の空間で会場を二分するような一本の切れ目。

「どかないと身体からだがちぎれるわよ」

「へ？」

　その瞬間、切れ目から巨きよ大だいな鉄格子がものすごいイキオイでせり上がった。

　ちょうどお腹のところに鉄骨が命中した龍造寺は慌あわてて転がり落ちた。檻おりの内側へ。

　ガシャアアアン!!

　甲かん高だかい音がして、レールの枠わくに完全に鉄格子がはまった。

「そ、総理、これはなんの余興で……？」

「まだわかってないの？　自分の──立場が？」

「は？」

「アンタたちは逮たい捕ほされたのよ、いま、ここでね！」

「なっ!!」

「これまでの話は？　日本国中に高速道路網もうを敷しくという」社長たちが口々に聞いた。

　のえるはにんまりと笑って、

「信じてたの？　バカねえ」

　おじさんたちはみるみる顔を真っ青にさせた！

「噓うそをついたのか！」「総理が！」「公約違い反はんを！」「ふざけるな！」

　たちまち怒ど号ごうが巻き起こった。しかし、のえるは笑ってうけながすと、

「ふざけてんのはどっちだ、タコスケ」

　にらみつけた。

「いいかげんな数字並べて、税金かすめとろうとしてるアンタたちの方がよっぽどふざけてるでしょうが！　第一、そんなうまい話があると思ってるの？　あんたたちみたいな連中に」

「ま、待て！」

　龍造寺が一同を制止した。

「総理も１度は納得したではないですか！　不ふ況きようを打破するには公共事業しかないと、有効需じゆ要ようを創出させれば乗数効果で景気は浮ふ揚ようし税収も増えるのだと！」

「あたし、バカだからわかりませーん」

「なっ！」

「そんな呪じゆ文もんが役に立つんなら、とっくに景気はよくなってるってーの！　あんたたちは自分に都合のいい言葉を並べ立ててるだけでしょーが！」

　だいたいね、とのえるは酒さか樽だるに足をのせた。

「あたしは前から不思議だったのよ。あと10年か20年で死んじゃうようなアンタたちが、なんで未来のことを決める立場にいるの？」

　ひときわ大きな声でのえるは叫さけんだ。

「ふざけるんじゃないわよ！」

　キーン、キーン、キーン……。あまりの大声にスピーカーが悲鳴をあげて一同は耳を塞ふさいだ。だが、静せい寂じやくは一瞬だった。みんながみんな鉄格子にしがみついて『自分は悪くない』『うっかりここに来た』『金を出すから見み逃のがしてくれ』などと言い訳をはじめたからだ。

　のえるは何も言わず、彼らのうろたえるさまを見た。

「龍造寺に騙だまされたんだ！」

　誰だれかが叫んだ。

「そうだ、ワシも龍造寺にひっかけられただけだ」「龍造寺が悪い、龍造寺が悪い！」

　溺おぼれる者が藁わらをもつかむように、たちまち大人たちは合唱を始めた。

「ふざけるな！　総理に取り次いでくれと頭を下げに来たのは貴様たちだろうが！」

　キレたのは龍造寺だ。

　怒いかりのあまり、ふりまわした腕うででそばにいた何人かを殴なぐり飛ばすと、のえるに背を向けて、ぎゃあぎゃあとわめく社長たちを怒ど鳴なりつけた。

「だいたい無罪というならワシが無罪だ！　ワシは仲立ちをしただけで、利益を得てはいないからな！」

「ふざけるな！」「後で、しっかりとせしめるつもりだったんだろうが！」

　男たちの怒号がたちまち津つ波なみのように襲おそい掛かかる。

　しかし龍造寺は、さざ波のように受け流した。

「なんとでもいうがいい！　現時点ではワシはまだ何の罪も犯おかしておらん！」

　すると、背後からのえるが。

「そんなことはないわよ」

「なにっ!?」

「国民財産横領罪、ってところかしら」

「そんな罪、聞いたことな──、ハッ！」

　龍造寺は顔面を蒼そう白はくにした。

「ない法律は作ればいい、よね。龍造寺？」にんまりと、のえる。

「そ、そんな……」

「自分たちが死んだあとに借金をつけまわしにするのが詐さ欺ぎじゃないとしたら、なんて言うのかしら？」

「あ……、あ……」

「ちなみに金ピカ高速道路の建設費はあんたらの財産から調達するからね」

　龍造寺はがっくりとうなだれ、崩くずれ落ちるように膝ひざをついた。

　それを見て社長たちも次し第だいに静かになっていったが、あきらめきれない者たちがなおも

「弁護士を呼べ」「拘こう置ち期間は何日だ？」などと食い下がった。

　のえるは答えた。

「安心しなさい。逮たい捕ほ勾こう留りゆうから刑けい務む所しよまで、このホテルの中に全部そろえてあげるから。だから一歩も外に出られなくても、なーんの心配もいらないわ」

「い、いつになったら出られるんだ！」聞いたのはサル社長だった。

「さあ、いつまでかかるかしら？」

　のえるは立てた指をアゴにあてて、とぼけた。

「日本の裁判って長いのよねえ。結けつ審しんまで10年、20年かかることなんてザラだし……」

「ひっ！」

　老いた社長たちには目を回す者も現れた。

「そうそう。この拘置所＆刑務所は１泊ぱく10万かかるからお忘れなく」

「ふざけるな！　どれぐらいかかると思ってんだ？」

「年に４０００万程度でしょ？」

「でしょ、って、気安く言うな！」

「あんたらが裏金使って、無む駄だな税金使わせた額に比べれば安いもんでしょ」

　まあ、それじゃあんまりにもかわいそうだから……、とのえるは続けた。

「保ほ釈しやくは認めてあげることにしましょう」

「ほんとか！」社長たちは色めきたった。

「全財産と引き替かえにね」

　社長たちは天国から地じ獄ごくへと突つき落とされた。

　ただ静寂──。

　声もなく、お通夜のように沈しずんだ空気につつまれた会場を後にしようとして、のえるは最後に言い残した。

「札束抱かかえて死ぬまで獄中にいるか、丸まる裸はだかで余生を過ごすか、好きな方を選ぶのね」




　ホールを出ると、官かん房ぼう長官が待っていた。

　身の不明に恥はじ入っているようだった。

　官房長官が謝ろうとするのを見て、のえるは先に話題をふっかけた。

「丸裸ったって年金は出るんだから幸せなものよねえ。いいのかしらね、こんなに甘やかして」

「総理……」

「わざと騙されてくれていたんでしょ？　そのほうが連中も信じ込むから、ね」

　そう言って、ウィンクをした。

　官房長官はなおも何かを言おうとしたが、のえるは何も言わなくてもいいとばかりに彼の前を通りすぎた。背を向けて、すたすたと歩き出す。

「あ、そうそう。これまで連中から貰もらってた金は全部、この口座に入れてあるから」

　と、キャッシュカードを親指で弾はじいて官房長官へ。

「……ったく、獄中の人間養うのもお金かかるんだから。悪いことした奴やつがのうのうとして、こっちはただ働きっていうんだからやってられないわ……」

　ため息をついて、また歩きだそうとすると。

「総理」

　のえるの前に、茶ちや封ぶう筒とうが差し出された。

　見るだけでうんざりする。

「また請せい求きゆう書ぉ～？」

　のえるはうんざりとした。

　いつの時代から、正義の報ほう酬しゆうは請求書になってしまったのか。

　はぁ、とため息をもうひとつ。

「もー、好きにしなさいよ。１０００円の下は０円？　いいわよいいわよ。年とし端はのいかない女の子の夢と希望とプライドをまるごと搾さく取しゆしていけばいいのよ」

　中身を確かめるのも鬱うつ陶とうしくて、封筒ごとぽいっと投げ捨てようとする。

　と。

　封筒の端はしから、お札が見えた。

「えっ!?」

　のえるは驚おどろいて、指の先から半ば離はなれかけていた封筒を慌あわてて取り戻もどした。

　すぐに中身を確かめる。

　なんと１万円が入っているではないか！

「えええええええええええええ～～～～～～～～っ!?」

　のえるは目をまんまるにした。それぐらい驚いた。

　信じられない顔をして、官房長官を見る。

　すると官房長官はひとつ咳せき払ばらいをすると、気むずかしい顔を崩くずさないで言うのだった。

「まあ、それぐらいは数字が合わなくても問題にならないでしょう」

「話せる～っ！」

　のえるは飛び上がって抱だきついた。

「やめてください、総理！」

「官房長官、大好きっ！」

「こ、これ！」

　官房長官は、ぎゅーっと抱きついて離さないのえるを叱しかろうとする。

　でも表情はまんざらでもなさそうだった。

　始終引き締しまってるはずの口元がゆるんでいた。

　抜ぬけ目なくのえるは言った。

「これからもどんどんあたしを甘やかしてね！」




　ちなみにその福ふく沢ざわ諭ゆ吉きちは長官の小こ遣づかいから出たものだ。
















　西日さす校舎。誰だれもいない廊ろう下かで２人は遭そう遇ぐうした。

「どうしたの？　長谷川くん。そんなに浮うかない顔して」

「先生、僕、最近悩なやんでることがあって……」

　目の前で健太が大きくため息をついたので、さくら先生は思い切り動どう揺ようした。

「せ、先生が何かしました？　長谷川くんに何かしました？　ねえ、長谷川くん!!」

　気の小さいさくらは目のふちに涙なみだを浮かべた。

　先生は自分が何か悪いことをしたのかと早合点したのだ。

　健太は慌あわてた。慌てて両手を横に振ふった。

「あ、違ちがうんです。先生は関係ないんです！」

「よかったあ……じゃないです！　それなら一体なにを悩んでいるんですか？」

「いえ……。先生に話しても無理だし……」

「先生って、そんなに頼たよりないですか？」

　ぶわぁ、と大きな瞳ひとみに大きな涙が浮かぶ。

「ああ、違うんです違うんです！　のえるのことなんです」

「のえるさん？」

「そうなんです。のえるったら、いつもいつも無茶のしっぱなしで……」

「私もなんです！　長谷川くん！」

「さくら先生も？」

「はい。注意しても、のえるさん、次の日にはころっと忘れられてしまって」

「そうですよね！　僕も……」

「のえるさんが国会でなにか言ったりするたびに、職員室では担任が悪いって話になって、わたしが答えなくてはいけなくて、わたしがのえるさんをフォローするようなことを言うと、のえるさんに社会科を教えてる先生が悪いって話になって、教え方が悪いとか、態度がよくないとかいう話になって、確かにわたしも教師として未熟だし、頼りもないのはわかっていますけれど、かばいきれない自分がとても情けなくなるんです……」

「あ……」

「なのにのえるさんったら授業の途と中ちゆうでとつぜん席を立って教室を出て行ったり、校庭に自衛隊のヘリを呼び寄せたり、緊きん急きゆう事態だっていうから、何って聞いたら、東京湾わんにクジラが迷いこんだから見に行くのとか言って、そんなの放課後になってからでも間に合うじゃないですかって言ったら、先生も見に行こうよって手をひっぱられて、授業中ですっていってもヘリに乗せられて、そのまま東京湾まで連れていかれて、クジラはとってもかわいくて、それはとってもよかったんですけど、家に戻もどってみたら、学校から呼び出しの電話がかかってきて、わたしが授業放ほう棄きしたことになっていて、確かにわたしものえるさんのヘリに乗ったんですけど、のえるさんったら強ごう引いんだし言うこと全然聞いてくれないし」

「あ、あの……」

　泣き虫さくら先生は話すたびに胸をつまらせて、涙をぼろぼろとこぼしはじめる。

「わたしみたいな先生が先生のままじゃ、のえるさんのためにもならないし、のえるさんの将来にもよくないんじゃないかって思ったり、悩んだり、落ち込んだりするんですけど、それはそれでのえるさんを見捨ててるような気もして、逃にげることはしたくないし、わたし、本当にいったいどうしたら……。あ、長谷川くん、先生に話があったんですよね？」

「なんでもありません」

　健太はティッシュを差し出した。

　ちーん。

「元気出してください、さくら先生」

「はい！　長谷川くんに話を聞いてもらえて、先生元気になりました！」

「ああ、よかった」

　別れたあと、健太は首を傾げた。

（あれ……？）
















　休きゆう憩けい時間の屋上、放課後の教室、お昼休みの部室、あるいは夕暮れの自宅前。

　どこでもいい。

「読んでください」

　と、ラブレターを手て渡わたされたら、どうする？

　返事は色々だろう。立場や事情はそれぞれ違ちがうわけだし。

　でも、それがまったく知らない子でも、好みとはちょっとズレてる子でも、自分を好きでいてくれる子がいたってことが、素す直なおに嬉うれしい。それが最初の感想じゃないかな？

　なのに、健太は屋上で化石になっていた。

　相手の子が去っても、硬こう直ちよくしたまま、校舎の上で一歩も動けなかったのだ。

　なぜなら。

　手紙をくれたのが、男、だったからだ。

（なんで……？）

　肌はだを刺さすような冬の風を浴びながら、長谷川健太はひたすら、ただひたすら学校の屋上に立ち尽つくし続けたのだった……。




「どーりで、再会してからの健ちゃんって、冷たいと思ったのよねえ……」

　折原のえるは、したり顔でつぶやいた。

　ずずずっ、と牛乳パックを吸い終わると、ニヤリとした目を健太に向ける。

「あたしの知らないうちに、健ちゃんって女子より男子が好きになっちゃったんだ」

　ぶはっ、と長谷川健太はむせた。

　食べていたパンを吐はき出しそうになる。

「なんでそーなっちゃうんだよっ!?」

　むせたせいなのか、あらぬことを想像したせいか、目じりに涙なみだをためた健太は、顔を真っ赤にして言い返す。

「だ・っ・て、健ちゃん、男子からラブレターもらってドキドキしてるんだも～ん」

「怯おびえてるんだよっ！」

「そーなの？」

「ラブレターもらったぐらいで、どうしてそこまで話を極きよく端たんにできるんだよキミは……」

　健太はため息をついた。

「そうかなー、フツウはそう考えると思うんだけどなー」

「のえるのフツウはフツウじゃない。絶対違う。願い事を何でも叶かなえてやるといわれて、総理になるキミはフツウじゃない。まったく、キミの基準はどこにあるんだよ……」

　えへん、とのえるは胸を張り、

「あたしの基準は日本の基準。ちょちょいっと法律作ってサインしちゃえば……」

「そこは威い張ばるところじゃないだろーっ！」




　時に21世紀。

　明るい未来はどこへやら、いつまでたっても光の見えない不ふ況きようという名の暗くら闇やみを迷走する日本に、歴史的な総理大臣が誕生した。

　折原のえる、14歳。

　日本史上、いや世界史上初の中学生総理だ。

　もちろん、まっとうな方法でなったわけではない。

　完全なるインチキだ。

　のえるは未来からやってきたネコ型ロボットが出してくれたひみつ道具の力で、ふとしたことで出会ったメフィストという悪あく魔まに願い事を一つだけ叶えてやる、と言われ、

　総理大臣になってしまったのだ。




　とほほ……。

　恐おそろしい時代になったなぁ、と健太は思う。

「ん？　どしたの？」

　のえるが顔をのぞきこんできた。

　まじまじと見つめられて、健太はドキっとなる。そこにたいした意味はないとわかっているのに。

「な、なんでもないよ」

　キレイだからだ。

　アイドルと言われても誰だれも疑わないほどの顔、ちょっと鼻にかかった甘い声だってとてもかわいらしい。

　そんな子と仲良くしているのだ。

　親同士が親友というところから始まった成り行きがあったにせよ、そんな美少女と仲良しであれば、思春期真まっ只ただ中なかの男子どもに妬ねたまれ嫉そねまれ羨うらやましがられた上に、囲まれからかわれ冷やかされまくるのが当然の成り行きである。

　ところが、ない。

　まったくない。

　健太は一度たりともクラスの男子から羨ましがられたことがなかった。

　むしろ、同情されたことがあるぐらいだ。

　それはなんでかというと、

「総理大臣のいいなずけが同性愛者っていうのも面おも白しろいわね……」

　なんてことを、平然と言う性格だからだ。

「面白くないよっ！」

　どん、と机を叩たたき、健太は立ち上がった。

「そうかな？　世界中のニュースになると思うんだけどなー」

　楽しそうな顔で、のえる。

「そりゃあなるよ！　っていうかホントのことが１つもないじゃないか！」

　男の子のほうが好き、というのは当然ウソだが、いいなずけというのもウソだ。

　総理就任記者会見のとき、のえるがウケ狙ねらいで口走ったデタラメだったりする。

「いいじゃない、面白ければ」

　のえるはケロリと言う。

「またそれだ。のえるは面白いか面白くないかだけで全部片づけようとする」

　やれやれ、と健太は肩かたをすくめた。

　のえるという女の子は、面白いというだけで核かくミサイルを個人所有するような子だ（個人所有なので非ひ核かく三原則には違い反はんしてないらしい）。

「でねでね、記者会見であたしは白いハンカチで涙なみだをぬぐいながら言うのよ『健太くんがどんな男の人を好きになろうと、あたしは彼を信じます』って。くーっ、健気ねえ～。泣けるわ」

「ぜんぜん僕のこと信じてないじゃないか！」

　あはははは、と笑うのえる。

「もー、反省しなよ！」

　叫さけんで、健太は大きなため息をついた。

　そんなやりとりをクラスメイトたちは横目で見ながらしみじみ思うのだ。

「長谷川ってホントに折原のいいオモチャだよな……」




　興味津しん々しんな目をして、のえるが訊たずねた。

「で、ラブレターには、どんなこと書いてあったの？」

「あ、まだ読んでないんだ」

　え……、とのえるが固まった。

「なに健ちゃん。家に帰ってじっくり読むつもりなの？　やっぱり……本気？」

「違ちがうよっ！　怖こわいからだろ！」

「そうかなぁ？　『好きです』とか書いてあるかもしれないじゃない」

「そのほうが余計怖いじゃないか！　そんな中身だったら、どうすればいいんだよ!?」

「どうすればいいのって……。やっぱり健ちゃんの中にはＯＫするって選せん択たく肢しがあるんだ……」

　口元に手をあて、たじろいでみせるのえる。

「だから違うって～っ！」

　と、健太が真っ赤になって否定するほど、のえるはニヤニヤするばかり。

　けれど、健太の顔を見て、さすがにやりすぎかと思ったらしく、

「冗じよう談だん、冗談よ。そんなに怖いんなら、あたしが断ってきてあげるし」

　と、舌をぺろりと出した。

「とりあえず手紙見てみたほうがいいんじゃない？　彼はただのメッセンジャーで、中身はかわいい女の子からの告白だった、な～んてオチかもしれないわよ」

「それはないと思うけど……」

　健太は手紙の封ふうを切った。指を震ふるわせながら、おそるおそる中身を取り出す。

　中には１枚の写真が入っていた。

　家で撮とったもののようだった。

　大きくはないが手入れの行き届いた庭で、大きなセントバーナード犬を中心に家族が写っている。彼と母と弟と妹だ。撮っているのはおそらくお父さんなのだろう。

「微笑ほほえましい写真ねえ」

　ファインダーに向けられた笑え顔がおを見るだけで家族の仲の良さ、幸せぶりが伝わってくる。のえるの顔も思わずほころぶ。

「そ、そうだね……」

　健太の顔はぴくぴくと引きつっていたが。

　微笑ましい１枚だと、健太も思っていた。

　幸せそうな１枚だと、健太も思っていたのだ。

　写真の裏に、ピンク色のペンで『好きです♡』と、書いてさえいなければ……。

　メッセージの下にはご丁てい寧ねいにも『矢や追おいイブキ』と署名までしてあった。

　のえるは彼の名をつぶやいた。

「矢追くんか……」

　優やさしそうな顔立ちでいながら、まつげは長く濃こく、かわいらしい瞳ひとみにも不思議な雰ふん囲い気きを漂ただよわせており、小こ悪あく魔ま的な印象がある。

　はかなげな眼まな差ざしがなにげにミステリアスで、写真から神秘的な匂においを漂わせていた。

「なかなかイイオトコじゃない。ま、健ちゃんほどじゃないけど、ねえ、健ちゃん」

　健太はがっくりと机に突つっ伏ぷしていた。

「は、初めてもらったラブレターが……」

「初めて？」

　のえるが訊ねた。

　その聞き方が、いかにも意外だという感じだったので、健太はバカにされたような気がして、口をとがらせた。

「そーだよ、中２にもなって初めてだよ。悪い？」

　のえるは目を丸く見開いて、もう１度繰くり返す。

「いや、えーと、……健ちゃんって、ラブレターもらうの、ホントに初めてなの？」

「何度も言わないでよ！　そーだよ、悪かったねはじめてで！」

「ふう～ん」

　のえるはヘンな表情になっていた。バカにしてるとか、からかっている顔ではない。なんだかわからないが、むくれている。

「なんでのえるが怒おこるんだよ～っ！」

　怒るのは僕の方じゃないか？　と、健太は心の中でつぶやいた。

　しかし、健太のそんな態度がますますカンに障さわったらしく、のえるはいきなり遠い目をしてつぶやきはじめた。

「健ちゃんもついに憲法違い反はんか……」

「ええっ、な、なんでさ!?」

「知らないの？　結けつ婚こんって男と女の間でしかできないって憲法に書いてあるのよ」

「け、ケッコン!?」

　のえるはポケット六法を出した。




日本国憲法　第二十四条

婚こん姻いんは、両性の合意のみに基いて成立し、夫婦が同等の権利を有することを基本として、相そう互ごの協力により、維い持じされなければならない。




「なんで結婚するところまで話が飛ぶんだよ！」

「健ちゃん、初めてラブレターをくれた相手の気持ちは大事にしなくちゃダメよ。結婚ぐらいはまぁ、当然ね」

「絶対違ちがう！　絶対そんなのおかしいよ！」

　健太の答えに、なぜだかのえるはムッとする。だが、すぐにその顔は笑顔に変わり、優しさすら漂わせる表情で、

「このままでは憲法がふたりの愛を隔へだてる壁かべになるわ……。そうだ。この総理大臣のえるさんが一ひと肌はだ脱ぬいで差し上げましょう！」

「いいよ、隔てたまんまで！」

　しかし、のえるの瞳はらんらんに輝かがやいている。健太にとって見覚えのある表情だ。そりゃもうイヤになるほどに。

（うわ、ろくでもないこと思いついた目だ）

　健太の背筋に悪お寒かんが走った。

　物心ついた時からの付き合いは伊達だてじゃない。

　あの無む邪じや気きな目は、のえるが『いいこと』を思いついた目だ。

　そして彼女にとっての『いいこと』は、かなりの確率で……、

「な、なにするの……？」

　本能的に危険を察知し、健太はびくびくしながら聞き返した。

「憲法改正よ」

「ええええええええっ!?」

「男同士でも結婚できるようにしてあげるわ、健ちゃんのために！」

「憲法だよ!?　のえる、そんな思いつきで憲法を変えていいと思ってるの!?」

「人間は法律の奴ど隷れいじゃないもの。法律で愛を縛しばるなんて言語道断よ」

「別に男と女で結婚するのは法律で決まってるからじゃないと思うんだけど……」

「性差別は認めませーん！」

　もっともらしいことを言って、笑う。

「なんで最後に笑うんだよ！　またいつもの面おも白しろ半分ってことじゃないか」

「なに言ってるの健ちゃん、あたしは面白半分で政治はしないわよ」

「えっ……」

　健太は驚おどろいた。のえるの口からそんな言葉が飛び出すとは思わなかったからだ。

（しかし……）

　これまでさんざん繰り広げてきたバカまるだしの政治も、僕が理解できないだけで（そしておそらくほとんどの国民に理解できないだけで）、もしかしたら、のえるなりに深い考えがあってのことかもしれない。のえるなりに本気で真面目まじめにやってのことなのかもしれない。

　ぐるぐると考えをめぐらせる健太の前で、のえるは胸を張って宣言した。

「面白全部よ」

「余計ダメだろ～っ！」

　健太、絶ぜつ叫きよう。

　すると、その大声を遮さえぎるかのようにヘリコプターの羽音が轟とどろいた。

　窓の外を見る。

　なんでか、自衛隊のヘリが校庭に着陸しようとしていたのだ。

（いや……まあ、誰だれが呼んだのかは考えるまでもないんだけど……）

　そーゆー目でのえるを見た。

　彼女はひょうひょうと、

「あ、もう閣議の時間？　ちょうどいいわ」

「え、国会に行くためにヘリを呼んだの？」

「そーよっ」

「お出で迎むかえはリムジンじゃなかったっけ？」

「こっちの方がカッコイイでしょ？」

「カッコイイって……それだけ？　それだけでヘリなんか呼びつけたの？」

「普ふ段だんから使っておかないと、いざって時にキチンと使えないじゃない？」

　そういうものなのかなあ？　と首を傾かしげる健太。

「じゃ健ちゃん。ちゃちゃっと憲法変えてくるね～」

「わ！　やめて！」

　するとのえるは、怯おびえる健太の手をぎゅっと握にぎりしめ、ひときわ真しん剣けんな顔で言った。

「夕方のニュース、楽しみにしててね♡」

「やめて～っ！」

　悲鳴のような健太の声を後にして、のえるはランランとスキップで教室を出ていった。

　飛び立つヘリコプター。

　無情な羽音だけが場に残り。

「あぁ……」

　健太はがっくりと崩くずれ落ちた。言葉もない。あるのは落らく胆たんと絶望の盛り合わせだ。

「大だい丈じよう夫ぶよ、長谷川くん。いつもの冗じよう談だんよ、きっと」

　優やさしげな面おも差ざしをした女の子が声をかけてきた。

　クラスメイトの弥生ほのかだ。

「そ、そうかなぁ？」

　首をひねりながら、弥生ほのかの穏おだやかな笑顔に、健太は心が落ち着いてきた。

　彼女といると、ひやひやしたり、おろおろしたり、びくびくしたりすることがない。

　ほのぼのとした気持ちになっていく。

　のえるといると、なかなかこんな気持ちにはなれない。

「憲法って、法律より変えるのが難しいって、お父さんが言ってたの聞いたことあるの」

「そうなの？　はは、助かった……」

　胸をなでおろす健太を見て、ほのかも顔をほころばせた。

　まわりの人が幸せだと、自分も幸せな気持ちになれる。ほのかはそういう子だ。

　もちろん誰に対してもそうなのだが、健太に関してはそれ以外の理由も、ちょっとあったりする。

　それは、彼女だけの秘密だったが。

　いっぽう健太の心には、すでに新たな不安が芽め吹ぶきはじめていた。

「でものえるのことだ。なんか別の方法でやるかもしれない……」

「折原さんはそんなことしないと思う」

「いや、のえるはする！」

　健太は力一いつ杯ぱい断言した。

　わなわなと震ふるえる両手を見つめる。

「他人が冗談で済ますところを、絶対に済まさないのがのえるという人間の恐おそろしいところなんだ」

「そんなことないと思うけど……」

　他人の意見に食い下がるというのは、ほのかにしては珍めずらしいことだった。

「弥生ちゃんはのえるとのつきあいが短いから、そんなこと言えるんだよ」

「だって、折原さんは長谷川くんと……結けつ婚こんの約束、したんでしょ？」

　結婚のところで、ほのかは言い淀よどむ。

「だから、それは冗談なんだって！　弥生ちゃんも知ってるだろ？　のえるは自分が面おも白しろかったら、僕のことはどんなにでもオモチャにできちゃうんだよ～！」

「昔そうでも、今そうだとは限らないよ」

「えっ」

　ほのかの最後の台詞せりふに、なぜか胸がどきりとする健太なのだった。




　　　　♣




（どういう意味だ……？）

　帰り道、健太は考えた。

　冬は夜の訪おとずれが早い。放課後の空はもう薄うす暗ぐらく、西の空は紫むらさき色いろに溶とけている。

（昔そうでも、今は違ちがう？　昔は冗談で、今が本気？）

（それって、本気で僕を男と結婚させようとしているってこと？）

（なんだそりゃ）

（のえるが僕をおもちゃ以上に考えてるはずがないじゃないか）

「弥生ちゃんもたまに変なことを言うんだよな……」

　ニブイ男がここに１人。

　健太が首を傾かしげていると、背後から猛もうスピードで走ってきた黒くろ塗ぬりのリムジンが、急ブレーキをかけて止まった。

　ぎょっとしていると、背広姿の男が現れて、一言。

「長谷川秘書官、総理がお呼びです」

「え？　どゆこと？」

「ただ呼べと言われました」

「塾じゆくがあるんだけど……」

　男は有無をいわさず、健太を拉ら致ちした。

「もーっ、僕の都合も考えてよーっ！」




　着いたのは成なり田た空港だった。

「はろー、健ちゃん。飛行機出るわよ」

　のえるがひらひらと手を振ふっていた。

「ひ、飛行機って？」

「外国に行くのよ。海外視察」

「それはキミの仕事だろ？」

「健ちゃんは、首相秘書官でしょ？」

　と、人差し指で健太の胸をつんと突つく。

「キミが勝手に任命したんじゃないか！」

「そう、だから勝手につれていくのよ♡」

　両側に控ひかえた男が健太の腕うでをがしっとつかみこんだ。

「やっぱりのえるは僕をおもちゃだとしか思ってないんだろーっ!?」

　そんな叫さけびと共に、政府専用機は太平洋へと飛び立っていった。




　折原総理の訪問地はタイだった。

　ただし、お忍しのびで。

「なんで？」

　首を傾げる健太に、のえるはふふふ、と不敵な笑えみを浮うかべ、答えた。

「性せい転てん換かん手術といえば、タイ」

「どういう意味だよッ!?」

「言ったでしょ、海外視察って」

「なんのさ！」

「男だとか女だとか、そんな小さな枠わくを越こえた自由な愛の国を作るための」

「……もしかして、僕を」

　ぶるっと震ふるえた健太は、思わず自分を抱だきすくめる。そんな彼を安心させようと、のえるは肩かたをぽんと叩たたき、

「安心して、ちゃんと衛生に気をつけた病院を選んでおいたから」

「いや、そういう問題じゃなくて……」

「なに？　モロッコがいいの？　本場じゃなくちゃダメ？　健ちゃんったら、まったくしょうがないわね～」

「しょうがないのはキミだ～っ！」

　飛行機は飛び立った。




「ホントにモロッコ着いちゃうし……」

　飛行機から降りた途と端たん、熱く乾かわいた風を感じて、健太はげんなりとした。

　緯い度ど的には日本とそう変わらないはずなのに、アフリカの空は季節を飛び越こえたように熱い。

「っていうか、本気なのかよ……」

　タラップのすぐ先に、救急車っぽい車が待ちかまえていた。

「健ちゃん、男と男はダメなんでしょ？」

「身体からだだけ女にすれば解決するって問題じゃないだろっ！」

「なに？　健ちゃんは矢追くんに女になって欲しいわけ？　困ったわ、それはちょっと矢追くんの人権に関かかわる問題だし……」

　のえるは眉まゆをひそめた。

「僕だったら、改造してもいいわけ!?」

「だって矢追くんは初めてラブレターを」

「男から貰もらったラブレターなんて、ノーカウントだよ！」

　するとのえるは、またわからないことを言い出した。

「ん～、まあそのへんで納なつ得とくしてあげるか」

「はぁ？」

　前後のつながりのないセリフに健太が首をひねっていると、のえるはタラップを戻もどりだした。

「のえる、降りないの？」

「まだユーロ・ディズニーランドに行ったことないのよねえ……」

「海外視察じゃなかったの!?」

「ついでにロスにもフロリダにも寄って帰ろうよ」

「だから、なんで！」

　そんなわけで折原総理とその随ずい行こう団は、世界一周ディズニーランドツアーをやって帰国した。




（わからん……）

　１週間後に健太は帰国した。

　壁かべに掛かけた時計は夜の11時を回っていた。パジャマに着き替がえ、部屋の明かりを消し、ベッドに入った健太はそんなことを思った。

（面おも白しろけりゃなんでもいいんだよな……）

（憲法改正の話も、なくなってるし）

（ったく、僕をからかうエネルギーを真面目まじめな方向に向ければいいのに……）

　とか考えているうちに、自然と睡すい魔まが訪おとずれて、いつしか健太は寝ね息いきを立てていた。

　そんな夜だった。

　時計が０時を回った頃ころだろうか。

　ガタ、と窓が震えて健太は目を覚ました。

「…………っ！」

　度ど肝ぎもを抜ぬかれた。

　窓の外に人が立っていたのだ。

　ここは２階だ。健太の部屋にはベランダなどという気の利きいたものはついてない。その人物は屋や根ね瓦がわらをよじ登って、部屋の中をうかがっているのだ。

　東京の空は夜でもぼんやりと明るい。その光に照らされて、シルエットがくっきりと浮かび上がった。すらりと高い男の姿が。

（あっ……あぅ……ああ）

　健太は悲鳴をあげようとして、あげられずにいる自分に気づいた。

　恐きよう怖ふで喉のどが硬こう直ちよくしたということもある。うかつに相手を刺し激げきしてナイフでグサッ、とか、ピストルでズドン、みたいな光景を想像してしまったこともある。

　全身が金かな縛しばりになって、足の指ひとつも動かせなくなってしまったのだ。

（ど、どうしよう……！）

　男はガタガタと窓を揺ゆらし、鍵かぎがしまっていることを知ると、ポケットから手のひらぐらいの大きさをした何かを取り出した。パシャパシャとフラッシュを焚たくと、男はあきらめて去ろうとする。

　その刹せつ那な、月明かりが男の横顔を照らし出した。

「……！」

　健太は絶句した。

　彼が矢追イブキだったからだ……。




　　　　♣




「ええっ、夜ばい!?」

　場所は翌日の教室である。

　さすがののえるさんも驚おどろいた。

「むう、彼もなかなか積極的ね」

「どっちの味方なんだよ！」

　のえるは真しん剣けんな顔をしていた。

　腕うでを組み、顎あごに手をあて、中ちゆう途と半はん端ぱな名探たん偵ていがするようなポーズを決めて、しばし考え込むと、きっぱりと言い切った。

「健ちゃん！　これは貞てい操そうの危機よ！」

「は？　貞操？？？」

　健太はさっぱりわからない。

「間ま違ちがいないわ……、犯人は今度こそ健ちゃんを……」

「を？」

「やる！」

「や……やるって……」

　健太はごくりと息を吞のんだ。『やる』という言葉にあてる最悪な漢字といえば『殺る』だが、今回の場合、それは違う気がする。

　なんだか身体からだから温度が奪うばわれていくような感覚。ぞくぞくと寒い。

　そんな、想像するのも怖こわくて考えないようにした漢字を、あっさり口にする女がいた。

「矢追くんは健ちゃんを押し倒たおすつもりなのよ！」

「いやだ～～っ！」

「否いやも応もないわ。矢追くんは健ちゃんを蹂じゆう躙りんするつもりなんだから」

「な、な、なんでそうなるんだよ！　決まったわけじゃないだろ!!」

「日本の刑けい法ほうでそうなっているのよ！」

「はぁ？」

　健太は目を丸くした。

「また、キミはわけのわからないことを……」

　のえるは自信満々だ。

「あたしが健ちゃんをレイプするとする……」

「れ、レイ……」

　言葉の響ひびきだけで、健太は真っ赤。

「するとあたしは強ごう姦かん罪になるわ。でも彼が君を押し倒しても、ただの傷害罪。男同士だから強姦にはならないの」

「そんなバカな！」

「これだから素人しろうとは困るわ」

　得意げに鼻を鳴らしたのえるは、人差し指をずびしっと立てて、断言した。

「つまり、日本の刑法は同性愛を奨しよう励れいしてるのよ！」

「それは愛じゃないだろ！」

　あはははははは、と一人でウケるのえる。

「どんな時でもつっこんでくれる健ちゃん、だ～い好き」

「頼たのむから同情ぐらいしてよ……」

　健太は涙なみだぐんでいる。

「わかってるわよ。こうなったらこっちも対策を立てなきゃね」

「対策？」

「次の授業サボるから先生によろしく言っといてね」

　ぽん、と健太の背中を叩たたくと、のえるはさっさと教室を飛び出していった。

「のえる……」

　消えていった彼女の後ろ姿を見送りながら、健太は思った。

「イヤな予感がする……」

「……そんなことないわよ、折原さんを信じてあげなくちゃ」

　ほのかが声をかけてくれた。

「ホントにのえるがまともなアイデア持ってくると思う？」

　彼女からの返事はなかった。




　のえるが戻もどってきたのは、昼休みだった。

「勉強してきたわ！」

　戻ってきたのえるは、興奮気味な眼まな差ざしで健太に一冊の文庫本を見せた。近くにいた数人が振ふり向いたが、タイトルが見えるほどに近づくものはいない。ただやけにビビッドなピンクの装丁が見えるだけだ。

　背表紙には『角川ルビー文庫』とある。

「そ、それって……」

　健太の声が裏返った。

　それは男の子にとって禁断のレーベルだった。

　本の体裁はスニーカー文庫とそっくりだ。

　開くとまず著者プロフィールがあり、カラーイラストがあり、本文があり、あとがきがあり、奥付があって、裏表紙にあらすじが書いてある。そこまではスニーカー文庫と同じなのだが……。

　中身が超ちよう絶ぜつ的に違っていた。

　男と男の恋れん愛あい！

　すなわちボーイズ・ラブをテーマにしたレーベルなのだ。

　ちなみにのえるが読んだ『ブラザー・プリンセス』のあらすじはこんなんだった。

『幼くして両親を亡くしたオミは、バイカル湖に浮うかぶ島にある男子校に転入した。なりゆきで一つ屋根の下に住むことになったアヤは兄だとわかる。感激したオミは、アヤと仲良くしようとするのだが、勘かん違ちがいしたアヤに逆に手込めにされてしまって……！』

（て、手込めって……）

　裏表紙を読むだけで健太は頭がクラクラしてきた。

　男友達の前ではみっともないから内ない緒しよにしているが、いわゆるエロマンガ、えっち小説、アダルトゲームの類がまったくダメだった。

　女の子に興味がないわけでは全然ない。むしろ想像しすぎてしまうのである。

　ごく普ふ通つうに男と女が好き同士になって結ばれるという話でも、肝かん心じんのページになると、恥はずかしくなって読み飛ばしてしまう。

　ましてや、男と男の手込めなど……。

　そんな感じで健太はすっかり血の気がうせ、青白い顔で冷や汗あせを流す彼の背後で、

「『兄さん、なにするんだよ！』『レイプだよ』天気の話でもするかのような鷹おう揚ようさで、アヤは告げた……」

　あろうことか、朗読を始めるのえるという女。

「……おい」

「『俺たちに血のつながりはない』アヤは言った。『だから身体からだをつなげる』まるで神聖な儀ぎ式しきをするかのような口くち振ぶりでアヤはオミの中に自分を沈しずめていった。オミはアヤの大きさを思い知った……」

「い、痛たたたた……」

　健太は思わず、お尻しりを押さえてしまう。

　想像してしまう性格なのである。

「すぐに気持ちよくなるみたいよ」

　と、のえるは能天気なことを言い、

「逃にげたい、やめたい、と思いながらオミの身体は正反対の動きをした。波のように寄せては返す快楽の律動が、オミからプライドやためらい、あらゆる理性をはぎとっていった……」

「そんなの小説の中だけの話だろ～っ！」

「だから矢追くんとの実体験で確かめてみるのよ～っ」

「なんでさっ!?」

「だって矢追くんは初めてラブレターをくれた相手なんでしょ？」

「遊んでるだろ！　僕をびびらせてのえる面おも白しろがってるだろ!?」

　のえるはにこやかに、

「そんなことないよう。初めてラブレターをくれた相手は大事にしてあげないと」

「もーっ、初めて、初めてって、のえる、なんで初めてにこだわるんだよ」

「わかんない？」

「わかんないよ」

「じゃ、朗読再開」

「なんでっ？　なんでそんな意地悪するのさ！」

「イジワル？　たしかにイジワルかも？」

　のえるはぷいっと背を向けると、唇くちびるに指をあてて健太に向き直る。

「どうせやられちゃうんだから、前向きに考えようよ、前向きに」

「考えられるかっ！」

　健太は耳をふさいで逃げ出した。

　のえるに追いかけられるだけだった。

「それは甘い痛みだった。どうしてアヤの指が触ふれるだけで、電流のような疼うずきが走るのだろう。アヤの息、アヤの肌はだ、かすかな体たい臭しゆうさえも、オミには快楽の泉だった。彼のことを思うだけで、彼の一部を感じるだけで、オミは獣けもののようにアヤを求めてしまうのだ。

　たった一度の行こう為いで。

『ボクの体…おかしいよ…！』」

「おかしいのはキミだ～っ！」

　言って、つまずく。

　廊ろう下かに飛び出したところだった。

　するとのえるは健太の背中にちょこんと乗っかり、耳元に顔を近づけて、なおもささやき続ける。やけに楽しそうに。

「オミは震ふるえていた。『みんなに知られたらどうしよう……』『お前を抱だくと決めたときから、白い十じゆう字じ架かを背負うと決めた』『アヤ……！』二人は身も心も一つになった。出会ってしまった瞬しゆん間かんに、神が定めた禁きん忌きは破られてしまったんだ。オミはそう思った。かまうものか。どんな罰ばつが下ろうと離はなれない。その誓ちかいをアヤに示すかのようにオミは身体を差し出した。それが血のつながりのない兄弟が絆きずなを確かめ合う唯ゆい一いつの方法なのだから……」

「やめて──っ！」

　耳をふさいでじたばたと足をばたつかせる健太。クスクス笑いながら、耳元でささやき続けるのえる。

　そんなやりとりをクラスメイトたちは横目で見ながらしみじみ思うのだ。

「長谷川って、ホントに折原のいいオモチャだよな……」




　　　　♣




「オミは知らなかった。自分の躰からだが、こんなにも淫みだらだったことを……」

「もういいよ！　っていうか、なんで僕の部屋にいるんだよ！」

　部屋に来てまで朗読を続けるのえるに、健太は声を荒あらげた。

「やーねー、ちゃんと対策立てるって約束したでしょ。ボディーガードしてあげようと思ってさ。あたしの腕うで前まえは健ちゃん、知ってるでしょ？」

「知ってるもなにも……」

　目の前で、のえるがナイフを指で止める瞬間を見たことがある。だが、そういう行為は素す直なおに誉ほめてよいものなのだろうか。迷う。

　複雑な顔をする健太を横目に、

「だから、ストーカーが入りやすいように窓は開けとこーよ」

「ええーっ！」

「何日も攻こう防ぼうを続けるより、一晩で捕つかまえたほうが楽でしょ？」

「そりゃそうだけど……」

「ま、どんな武器持ってきたって、のえるさんには通用しないから、健ちゃんは大船に乗ったつもりでいればいいのよ」

「大船ねえ……」

「なによ」

「いや、なんでも」

　健太は右手を振ふって、別の話を切りだした。

「だったら朗読会はなんだったのさ……」

「ほらー、怖こわい話を聞いた夜は、トイレに行くだけでも怖くて怖くてしょうがなくなるでしょ？」

「だから、ぼくを事前にびびらせとこうとしたのか～っ！」

「そのほうが今夜、盛り上がるでしょ？」

「今夜？」

「同じ部屋にいないと警護にならないじゃない」

「同じ部屋って？」

「健ちゃんの部屋にお泊とまりするのよ。おばさんの許可は取ってあるし」

「は、はぁっ？」

　ベッドに腰こし掛かけていた健太は、立ち上がって両手を広げた。

「お泊まりって、この狭せまい部屋のどこにもう１枚布団ふとん敷しくっていうのさ」

　６畳じようは子供部屋としては狭いほうではない。しかし勉強机や本ほん棚だなやベッドを詰つめ込めば、後は座るほどのスペースが残っていればいいほうだ。

　しかし、のえるはケロリと、

「一いつ緒しよに寝ねればいいじゃない」

「ええ～っ！」

「それに、健ちゃんがあたしを襲おそっちゃうって展開もあるかもしんないし」

「ないよっ！」

　あははははは、と大いに笑うのえる。

　健太はしおしおになった。

　こうやって反応するから、のえるはますます面おも白しろがって、僕をオモチャにするんだよなあ……、と思いながら。




　んで、夜となり──。

（ボディーガードがなんで寝るんだよ……）

　部屋を暗くして１時間はたっただろうか。

　健太は心の中でつぶやいた。

　隣となりからは、すうすうと気持ちのいい寝息が聞こえてくる。

　のえるはすっかり熟じゆく睡すいモードだ。

「ヤツが来たら、ぎったんぎったんにのしてあげるからね！」と言って電気を消して、もう30秒後には彼女の寝息が……。

（まあ、のえるのすることにいちいち真面目まじめに反応していたらキリがないんだけれど）

（それにしても……）

　健太は振り向いて、のえるを見た。

　すぐそばで吞のん気きに寝息をたてている。

（せ、狭い……）

　それもそのはず、健太は壁かべにほとんど張り付くように横になっていた。はじめの取り分は半分半分だったのだが、寝入ったのえるがちょっと動くたびに健太は引き、身体からだに触ふれないよう触れないよう後退していくうちに、国境線はもはやベッドの端はしぎりぎりなところにまで達していた。

　そんな時、のえるの声がした。

「健ちゃん～」

「は、はいっ！」

「死し刑けいだ～」

（寝言かよ……）

　健太は力が抜ぬけた。

　のえるは、むにゃむにゃ言いながら寝入っている。

（どんな夢を見てんだか……）

　呆あきれながら、健太はなんとなくおかしくなった。子供みたいな寝言を言う彼女に異性を感じていた自分が滑こつ稽けいに思えてきたからだ。

（意識しすぎだよな）

（大きくなったって、のえるはのえるなんだしさ）

（何も起こるわけがないのに）

　というか、自分にはのえるとエッチなことがしたいという願望がない。

　だってそんなの、怖いし。

　いろんな意味で。

　のえるだってないはずだ。

　でなかったら、僕のすぐそばで無防備に熟睡なんてできるわけがない。

　健太は横になった。

　何も起こるわけがない。

　そう思いながら……、

　眠ねむれないのはなぜだろう。

「うう～ん」

　のえるが寝返りを打った。
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　布団ふとんを根こそぎ持っていかれてしまう。

　相変わらずの寝相の悪さだな……、と健太は思った。

（元がコレだもんな。いくら中学生になったからって、変に意識する必要なんてないや）

　なんだか気が楽になる。

　落ち着いた健太は、身体を起こした。

　巻き取られた布団は、半分ほどベッドからずりおちた格好となっていた。

　やれやれと思いながら、布団を戻もどそうと、健太は手を伸のばした。

　どきり、とする。

　仰あお向むけになって眠るのえるに覆おおい被かぶさっている格好になってしまった。

（こ、これって……）

　すごくアブない気がする。

　焦あせる健太は、布団をつかもうとして、ずるっと手をすべらせてしまった。

　崩くずれる体勢。

　のえるの上に倒たおれこむ。

（わわっ!!）

　慌あわてて踏ふん張った。

　ぎりぎりで、止まる。

　ほんのわずかの隙すき間ま、本が１冊挟はさめるかのところで、健太は腕うで立たてに成功した。

（た、助かった……）

　命が縮む思いがした。

　こんなときにのえるが起きて、自分が襲おそいかかろうとしただなんて思われたら最後、明日にはみんなに喋しやべりまくられて、たちまち学校の変へん態たい魔まだ。

　学校だけならいい。

　のえるのことだ。報道記者にも面おも白しろおかしく話してニュースにするに決まっている。

　そしたら世界の変態魔だ。

（首の皮がつながった……）と、身を起こそうとしたその時。

　ふう。

　彼女の息が肌はだに触ふれた。

　健太は硬こう直ちよくした。

　横にしていた顔を、ゆっくりと前に向けてみる。

　目の前に、のえるの顔。

（っ!!）

　体中の血液が脳にのぼりつめて、弾はじけた。

　死んだかと思った。それほど頭が爆ばく発はつした。

（と！　と！　と！　と！　と、と、と！）

　止まれ！

　健太は目をつぶろうとした。

　無理だった。

　頰ほおをなでる暖かな吐と息いきが、魔法のように心と体を分けてしまったようだった。

　目をそらそうとしても、他人のもののように言うことをきかない。離はなれなくちゃと思うほどに、身体からだはわずかずつ接近している気がした。

　ポニーテールを解いた髪かみの毛が柔やわらかそうだった。ふわふわのまくらのように彼女の小さな顔を包んでいて、まるでお姫ひめ様さまのようだ。

　長いまつげがキレイだった。すっきりと通った鼻や無防備な唇くちびる。これまで何とも思ってこなかった彼女を形作る１つ１つのものが、たとえようもなく美しく見えてくる。

　おかしい、と思った。

　のえるがのえるでないようだ。

　健太は首を振ふった。

　暇ひまさえあればイタズラを考え、人をオモチャにしては悦えつにいる幼な子のような14歳なのに……。

（僕に襲われるという危険性は考えなかったのかな……）

　ふと、視線が下にのびた。

　サイズの大きなパジャマのあわいから、胸の盛り上がりが見える。

　視線が動かせない……。

　とどめは匂においだった。

　うっすらとした体たい臭しゆうを鼻に感じた瞬しゆん間かん、健太は頭が真っ白になった。自分ではない何かが身体を乗っ取るのがわかった。

（ダメだよっ！）

　健太は慌てて飛び退のいた。

　頭を打った。本ほん棚だなにぶつけていた。

　そして立ち上がろうとしたら、落ちてきた箱がさらに頭に命中した。

「テテテテテ……」

　健太はあえいだ。けれど痛みのおかげで我に返ることができた。

（アブないところだった……）

　額に手をやり、汗あせをぬぐった。

　あの姿勢でいたら、自分はとんでもないことをするところだった。

（やばいやばい）

　男の子って怖こわいな、と思った。

（今夜は１晩、壁かべに張り付いていよ）

　そんな決意を固め、落ちた箱を棚に戻もどそうとした時、散らばった中身から、見覚えのある手紙を見つけた。

　クレヨンで描えがかれた、あまりよく似ていないドラえもんの絵のそばに『らぶれたー』という字が踊おどっている。

　文字通り踊るように崩くずれている文字は、いかにも覚えたてのひらがなだった。でも、一生懸けん命めいなひらがな。

（これって……）

　健太は息を吞のんだ。

　霧きりの向こうに霞かすんだ記き憶おくが、おぼろげに手を振っている。貰もらった覚えのある手紙だ。記憶に間ま違ちがいがなければくれた相手は……。

　健太はどきどきしながら手紙を裏返そうとした。

　ゴト……、

　瓦かわらが鳴った。

（え……？）

　ガタガタ、と音がして、窓が開く。

　カーテンの間から頭が見えた。

　彼だった。

（き、来た……！）

「のえ……」

　と、彼女を見ると、

　無む邪じや気きなまでにすやすやと寝ね入いっているではないか。

（窓を開けといても安心だって言ったのはどこの誰だれだよ～っ！）

　ゆすって起こそうとして、やめる。

　これは自分の問題だ。

　自分の力で立ち向かわなくちゃ格好悪い。

（僕は、男なんだし！）

　そう覚かく悟ごし、飛びかかろうとした矢先、健太のそばから飛び出した影かげがあった。

　のえるだ。

　彼女は暗くら闇やみに見える目を持っているかのようだった。

　狙ねらいをあやまたず、男の腕うでをつかんだ。

　たちまち己おのれの懐ふところに引き寄せ、崩れた上体めがけて回し蹴げりを食らわせる。

　首を刎はねる彼女の右足が鎌かまのように襲おそいかかる。

　これぞのえる必殺の──首くび狩がりだ!!

　大人のそれを上回る圧あつ倒とう的な脚きやく力りよくに、男の身体からだは吹ふき飛んだ。

　窓ガラスを割って外へと落ちてゆく。

　のえるも飛び出した。

「って、ここ２階だよ！」

　健太は叫さけんだ。

　──すとん。

　華か麗れいなものだった。彼女は音も立てずに着地した。

　そういう子だった。

「ううっ……」

　矢追はしびれる身体を引きずりながら逃にげようとする。

「逃げたって無む駄だよ！」

　のえるが合図を送った。

　するとだ。街路の四方、向かいの家、あるいは両りよう隣どなりの塀へいを越こえて、紺こん色いろの制服を着た警官たちが現れた。数人、数十人、すぐに両手で数えられなくなる。存在も気付かれず、これほどの人間がいったいどうやって隠かくれていたのかといえるほどの数が、たちまち矢追を取り押さえた。

　勝利の笑みを浮うかべたのえるは不敵につぶやいた。

「警官隊を伏ふせておいたことに気付かなかったようね」

「なんで伏せておく必要があったのさ！　さっさと捕つかまえてしまえば怖い目に遭あわせずに済んだんだよ？」

　そりゃーもちろん、とのえるは胸を張った。

「そのほうが面おも白しろいからよ！」

　健太は死にたくなった。

　がっくりとうなだれる健太の肩かたをぽんぽんとのえるは叩たたき、

「まあまあ、あたしもちゃんと起きてたんだから許してよ」

「起きてたのっ!?」

　真っ赤な顔をした健太を見て、のえるは目を丸くした。

「ど、どしたの？　そんな顔して」

　首を傾かしげるのえる。

「い、いや、なんでもないなんでもない」

「あ、なんか隠し事してるーっ」

「してないよっ」

「してるしてる。話しなさいよ～」

　死んでも、それだけは口にできない健太だった。




　それはさておき矢追イブキくんのことだ。

　デジカメを取り上げたのえるは、中の写真を確かく認にんした。サッカーボールを追いかけている体操着姿。更こう衣い室での着き替がえ、図書室でもの思いにふける横顔、さまざまな時間と場面を切り取ったフォトグラフには、健太ばかりが写っていた。

　その中には、昨日のベッドで寝入っている姿も残されていた。

「ちょっとやりすぎなんじゃない？」

　のえるは彼の行こう為いに呆あきれた。

　マトモっぽい反応が健太には意外だった。

　というか、自分のことをちゃんと心配してくれていたことに感動してしまう。

（それに引き替かえ僕と来たら……）

　さんざん文句を言っておきながら、イヤらしい衝しよう動どうにとりつかれたりもしたのだ。

　どっちが不誠実なのか。

（のえる、ごめん……）

　反省した。

　いっぽう、のえるはぷんぷんと怒おこりながら、彼に一本指をつきつけていた。

「健ちゃんを撮とりたいんだったら、ちゃんとあたしにお金を払はらってもらわなくちゃ！　１枚１０５円！」

　健太は前言を撤てつ回かいした。

「なんだよそれ!?」

「税込みよ！」

　なんで税込み!?　と言い返そうとすると、矢追がポケットから財さい布ふを取りだした。

「ごめんね、知らなくって……」

「キミも払うな！」

　矢追はしゅんとうなだれた。

「ごめんなさい。ボク、どうしても長谷川くんの写真が欲しくて……」

　彼は本当に申し訳なさそうな顔をして、頭を下げた。

　するとだ。

「悪いのはわたくしですっ！」

　少女が飛びこんできた。

　小学生だろうか。ちょっとおしゃまな顔つきをした彼女は彼をかばうように身体をすべりこませると、両手を広げて訴うつたえた。

「わたくしが兄に頼たのんだのです！」

　いきなりな展開に健太は目を点にした。

　知らない子だった。

　でも、どこかで見たことがある。

「あーっ！」

　のえるは分かった。

「妹さんね！」

「さすがお姉さまっ！」

　少女は黄色い声をあげた。

「？　？　？」

　健太はまだ首を傾げている。たちまち事態を飲み込んだのえるは、確認するように矢追と少女を見比べた。

「健ちゃんのことを知りたがってたのは、彼じゃなくて妹さんだったのね」

　えーっ！　と健太が驚おどろくと、のえるはがっくりと肩を落として、口をへの字に曲げた。

「な～んだ、つまんない」

「ホッとしてよ！」

　怒る健太の手を矢追が握にぎった。

「妹を責めないでくれ。ボクが約束したんだ。長谷川くんの写真を撮ってくるって……」

「だったら、こんな紛まぎらわしいことしなくても……」

　健太は脱だつ力りよくした。

　疲つかれた。

　いろんな意味で疲れた１件だった。

　いっぽうのえるは彼女の前にかがみこむと、同じ高さに目線を合わせて向かいあった。「誰だれかと仲良くなりたいんだったら、もっと正々堂々としなくちゃね」

「ごめんなさい、わたくし……」

　彼女は言葉を失うと、倒たおれ込むようにのえるに抱だきついた。

　よしよし、とのえるは彼女の頭をなでてあげた。

「ま、その若さにして健ちゃんに目をつけたセンスのよさはなかなかのものよ……んっ!?!?!?!?!?」

　のえるの顔がひきつる。

「これが、夢にまでみたお姉さまのお胸」

　もみもみ、と彼女はのえるの胸をなでさすっていた。

　目が、うっとりと陶とう酔すいしている。

「ひゃっ!?　な、なにぃ!?」

「古代中国の格言にありますわ。『将を射んと欲すればまず馬を射よ』と。のえるお姉さまに近づくためには、まず健太さんのデータを手に入れようと……」

「あ、あなたが好きなのは健ちゃんでしょ」

「わたくしがお慕したいしているのは、お姉さまただ１人ですわ」

　と、胸に顔をうずめて、もだえる。

「だってイブキちゃん。写真に好きだって」

　あ。

　健太もやっと彼女のことを思い出した。

「犬の写真の……」

　もっとも健太など眼中にない彼女は、のえるを見つめ続けるだけだ。

「まぁ、お姉さま、もうわたくしの名前を覚えてくださったんですね！　嬉うれしい……」

　甘えながら、犬の話をはじめる彼女。

　兄が困った顔で答えた。

「どうしてもマドレーヌと一いつ緒しよに写ってる写真が送りたいというから……」

「まぎらわしいことするな～っ!!」

　のえると健太はダブルで叫さけんだ。

「ああ……夢に見た抱ほう擁よう……お姉さまの腕うでの中にいるわたくし……作戦は大成功ですわ。夜よ這ばい作戦はちょっと強引でしたが、みなさんわたくしの読み通りに動いてくださって、わたくしはお姉さまの……お胸を……」

「ひゃっ！」

　敏びん感かんなところをさすられて、のえるはとっさに飛び退のいた。

「あんっ、お姉さまぁ～」

「あ、あたしはそういうのはちょっと……」

　焦あせるのえるの顔は紙のように白い。

　それどころか、冷や汗あせをだらだらとたらしながら怯おびえていたりする。

「お姉さま、愛していますわ……」

　のえるは言葉を発することもできず、ぶるぶると首を左右に振ふった。

「健ちゃん、助けて……」

　と、見るも情けない顔で背中に隠かくれようとする。

　健太は思わず、身をかわしてしまった。

　のえるにも弱点があったことが面おも白しろく、続きが見たいという好こう奇き心が勝ってしまったからだ。

「健ちゃんっ！」

　情けない声をあげるのえるに、健太は答えてやった。

「愛の性差別は認めません、だろ？」
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「いーじーわーるーっ」

　そんなのえるの手を火ほ照てる手が握にぎりしめた。

　びくっとのえるは震ふるえ、おそるおそる視線を上げる。

　相手の瞳ひとみに、自分が映っていた。

　熱く潤うるんでいる瞳に、自分が映っていた。

「い、いや、同性の結けつ婚こんは憲法で認められていないから……」

　乙女おとめは燃える想おもいを口にした。

「なら、お姉さまとわたくしで憲法の壁かべを越こえましょう！」

「や、やっ、やめて～っ！」

　その夜はめずらしくも、のえるの絶ぜつ叫きようがこだましたのだった。
















のえる　「健ちゃん！　デフレって何!?」

健太　「知らずに総理大臣やってたの……？」

のえる　「すごいでしょ。えへん」

健太　「すごいよ、すごすぎだよ……、すごすぎてめまいがしそうだよ……。日本の景気がいつまでたっても良くならない理由がなんとなくわかった気がするよ……」

のえる　「で、デフレって何なの？」

健太　「モノの値段が下がっていくことだよ。マクドナルドのハンバーガーなんか、昔は２１０円とかしたんだから（１９８６年頃）」

のえる　「ふえー」

健太　「びっくりするよね」

のえる　「でもさ、健ちゃん。それってとっても『いいこと』じゃないの？　いいじゃない、どんどん物価下がれば。価格破壊バンザイ」

健太　「つまりこういうことだよ」




物価が下がる　→　儲もうからない会社が増える　→　会社が潰つぶれたり、給料が下がる人が増える　→　景気が悪くなる　→　さらに物価が下がる　→　さらに（以下、無限ループ）




のえる　「ああ、『デフレスパイラル』ってやつね。聴きいたことある」

健太　「そうそう。ニワトリとタマゴみたいにどっちが親なのかわかんなくなって、際限なく物価が下がっていくんだよ。物価が下がり続けるってのは、上がり続けるのと同じぐらい経済的には危険な状態なんだね。わかった？」

のえる　「うん、わかった」

健太　「よかった」

のえる　「つまりデフレを止める必要はないってことね」

健太　「は？」

のえる　「このままデフレはがんがん加速させましょう！」

健太　「なんでそうなるんだよ!?」

のえる　「だって物価が１００分の１になれば、１０００円で１０００００円分の買い物が出来るってことでしょ～？　あたし、労せずお金持ち!!　やった！」

健太　「え？　え？　え？　はぁ!?」

のえる　「デフレ万ばん歳ざい！　物価はもっともっと下がってヨシ!!」

健太　「わかってない～っ！」
















　バン！

　怒おこる時にグーではなくてパーで机を叩たたくのは木佐先生のくせだった。

　机の上には採点を済ました答案の束がある。

　ここは職員室。２年生を受け持つ教師陣じんが陣取る島である。さくら先生もいる。

　木佐はその中の一枚を取り出して、彼女につきつけた。

　氏名の欄らんには『折原のえる』、赤インクのフトペンで二重線の上に記された数字は、

　５。

「この点数はなんだ！　この点数わ!!」

「うわ、点が取れてるよ」

「喜ぶな！」

「だって、数学で点が取れてるの久しぶりだし」

　のえるはむしろ喜んでたり。

　叱しかる前から怒っていた木佐だが、彼女の反応は予想外だったらしく、苦虫をかみつぶしたような顔が、かみつぶした苦虫を舌で味わって、のみこんだような顔になった。

　けれども、のえるはぜんぜん平気な顔で、

「わかった、先生、褒ほめてくれようとわざわざ呼んでくれたんでしょ？」

「誰だれが褒めるか、誰が！」

「褒めてくれないの？」

「どうして貴様はたったひとりでクラスの平均点を２点も下げることができるんだ!?」

「みんなの頭が良すぎるのよ」

「おまえの頭が悪すぎるんだ」

「成績を相対評価するのはよくないって、文部科学省の答申で出てなかったっけ？」





「教育課程審しん議ぎ会」は現行の相対評価中心から、個々の子供が学習目標にどの程度到とう達たつしたかをみる絶対評価に改めることを柱とするまとめを発表した。これに伴ともない指導要録も５段階などの評定を、学級内のテストの成績順などで比べる相対評価から、個々の到達度を測る絶対評価に変える。現在の相対評価評定では、「５」がクラスの何％などと、テスト成績を基本に割り振ふられている。いつも点数の低い子が努力して80点を取ったとしても、全体が平均80点なら、「４」や「５」はつかない。絶対評価にかわれば、授業を理解できたと判断して「４」「５」にすることも可能だ。






「おまえの成績は絶対的に悪いだろうが。たしかにいつもの０点に比べればはるかにマシだがな！　たった５点じゃないか！　たったの！」

「しかもその５点って＋と－を書き間ま違ちがえたおかげでとれたんだよね。あっはっはー」

「笑うな～っ！」

　バン！　バン！　バン！

　３倍の怒りで３倍叩いた。

　木佐は深々とため息をついた。

「あのなぁ、勉強しないで後で困るのはお前なんだぞ」

「困ってから勉強するからいいよ」

「困ったときにはもう手て遅おくれなんだ！　おまえには高校受験があるだろ！」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。あたしの高校合格ぐらい」

「どういう意味だ？」

「文部大臣に命令すれば、ちょちょいの……」

「あほかーっ！」

　バン！　バン！　バン！　バン！　バン！

「先生、手のひらが熱くなってるよ」

「余計なお世話だ！　折原！　お前は四の五の言わずに勉強しろ！　私の言う通りに！　私の言うがままに！　そして点数を上げろ！　平均点を下げるな！　お前が転入してから、私の受け持ちクラスの平均点が隣となりのクラスの成なり行ゆきに負けておるのだ!!」
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「ついに本音が出たか……」

　のえるは呆あきれた。かまわず木佐は吠ほえた。

「あったり前だろう！　出来の悪い生徒を放置しておくことは、教師としてのモチベーションにも関かかわる大問題なのだ！　私の！　私の！」

（木佐センセってホント、噓うそは吐つかない先生だよね……）

　そこのところは感心してしまうのえるだ。

　だから、木佐との会話はそんなに嫌きらいではない。

　木佐がバンバンと机を叩くたびに、はうっ、はうっと身をすくめるさくら先生が背中越ごしに見えて、かわいそうではあったけれど。

「学校で覚えたことなんてほとんど忘れちゃうって、大人はみんな言うよ」

「言うかもしれんが、覚えとけ！」

「うわ、むちゃくちゃ」

　ホントに正直な先生だった。

「お前、私が嫌いなのか!?」

「先生が嫌いなんじゃないよ。数学が嫌いなだけ」

「好きになれよ！」

「そもそもさあ……、２次方程式なんて大人になってから、使うの？」

「なんだと？」

「閣議ん時に、みんなに聞いたけど、誰も使ってないって言ってたよ」

「う」

　木佐は言葉につまった。

「先生だって授業以外で使ったことあるの？」

「うう」

「なんで使いもしないもの先生は、教えるの？　ねえ、ねえねえねえ！」

「へ、屁へ理り屈くつを言うな！」

「今の質問への回答は明日までの宿題としておきます。ちゃんと考えてきてください」

「わかった。……じゃない！　宿題やるのはお前のほうだ!!　こら、逃にげるな！」

　言われたところで戻もどってくるのえるではなかった。

「まったく、あいつめが……」

　歯をギリギリと言わせながら、木佐。

　全身からイライラのオーラを噴ふき出しているようだ。

　そんな木佐をなだめようと、さくら先生が声をかけた。

「木佐先生、折原さんにはあとでよく言っておきますから……」

「失礼ですが、あなたにそれだけの力があるとは思いませんがね、桃園先生」

　ただでさえ切れ長の目を、刃は物もののように鋭するどくして、さくらをにらむ。

（ひえ～）

　それだけでさくら先生は逃げ腰ごしになった。

（そこまで威い圧あつ的にならなくてもぉ～）

　そう思いはするが、現実は耳を伏ふせた猫ねこみたいに身を縮こまらせて、

「す、すみません……」

　謝った。

「まったく、今年中に中学数学の基き礎そだけでもマスターさせておかないと、受験に間に合わなくなるというのに……」

　言って、むなしくため息をつく木佐に、向かい側の席に座っていた教師が声をかけた。

「木佐先生は頑がん張ばりすぎなんですよ」

　見た目、学生にも間違うほどの童顔。

　それが木佐と同じ２年の数学を受け持つ中学教師、成なり行ゆき進すすむだった。本当の年ねん齢れいは26だ。昼休みとはいえ、シャツのボタンは上２つほど外れている。首にはさっきまで耳にかけていたヘッドホン、その先はシリコンオーディオプレイヤー、成行はまるで自分の部屋であるかのようにくつろいでいた。

　読んでいた『Ｔｏｋｙｏ　Ｗａｌｋｅｒ』を置いて、成行は立ち上がった。

「もっとのんびりやったらどうですか、木佐先生」

「そ、そうですよ、木佐先生」さくらもうなずく。

「ここは中学ですよ。なにムキになってるんですか」

「そうそう、もっとおだやかに……」

「生徒の成績で給料が決まるわけじゃないんですから」

「えっ」

　成行の台詞せりふに、さくらはぎょっとした。

　ぎょっとするさくらに、むしろ成行は意外な顔をして、

「だってそうでしょ。生徒の成績がよくなろうと悪くなろうと、僕たちの成績には関係なし。あそこでふんぞり返ってる教頭だって、そんな努力であの席についたわけじゃないでしょう」

　と、親指で背中の後ろを指した。

　教頭が見えた。

「管理職試験に合格しないといけないんですよね」と、さくら。

「桃園先生もおめでたいな。試験に合格したぐらいで出世できるわけないでしょ。教員の世界で」

「……そ、そうなんですか？」

　きょとんとした顔をするさくら。成行の言わんとするところがまるでわかっていないようだ。

　いっぽう木佐はわかっているのか、話題そのものをずらした。

「私には関係ない。私は出世には興味がないからな」

「教師なんて適当にやればいいんですよ」

「私は違ちがう」

「？？？」

　どっちに味方していいのかわからなくなったさくらは、頭上を飛び交かう木佐と成行の会話に合わせて顔を右左としている。

　だが、

「出来の悪い生徒を送り出したせいで首になった教師がいますか？」

「そんな問題ではない」と、木佐が言った途端、

「そ、そうですよ、木佐先生の言う通りです！」

　さくらも立ち上がった。

「おや、桃園先生。さっきは僕の意見に同調してくれたじゃないですか」

「成行先生の言うことは極きよく端たんです」

「ここは中学なんですよ。義務教育なんですから手を抜ぬいたっていいんですよ」

「逆だと思います！」

「日本の義務教育には落第がない。これがどういうことだかわかりますか、桃園先生？」

「は、はい？」

「どんな生徒だって３年経たてばお払はらい箱にできるって意味ですよ」

「…………！」

　これには、さすがのさくらも腹が立った。

　めったなことでは怒おこらない──というか、怒れないさくらが、息をのんで、腰こしのところにあった両手をぎゅっと握にぎりしめた。

　それで止まった。

　絶句したところで止まって、わなわなとするだけだった。

　普ふ段だんから怒ったことがないので、そこからどうすればよいかわからないのだ。

「確かに成行先生の言うとおり日本の進学制度は間違ってるな」

　こういう時、木佐は怒らない。

　彼は、真しん剣けんになれない相手の時には感情が冷めるのだ。

　木佐は怒るよりもむしろ、成行に対して呆あきれた。

　だから激することもなく、言った。

「間違っている。──キミのような人間に免めん状じようを取らせるなどとは」

「まいったな。僕は木佐先生のためを思ってアドバイスしてるのに」

　成行は頭をかいた。

　あはは、とおどけるような笑みをこぼして、

「確かに、僕の考えは真しん摯しさに欠けているかもしれません。でも、現実はお二人だってわかってるでしょう？　今の教師は、生徒の学力なんかより、イジメがないかとか、不登校が起こらないかとか、そういうことに目を配るのが仕事なんですよ」

　もっともらしいことを言う。

　しかし木佐は、あっさりと切り捨て、

「そんなのは当然のことだろう」

「そ、そうですよ！」さくらも同調する。

　すると成行は肩かたをすくめ。

「特に折原なんて、いつ教育委員会に圧力をかけるかわかりませんよ。クビになった教師が現場に戻もどるのがどれだけ難しいか。先生ならおわかりでしょう」

「折原はそんなことはしない」「そうです！」

「賭かけますか？」

「何をだ？」

「来週の授業でテストをしてください。そこで折原のえるが平均点を超えていれば、木佐先生の勝ちです。僕も素直に謝りましょう」

「いいだろう」

「木佐先生！　ちょっと、それは……」

　無理だと思います、という顔をさくらはしている。

　しかし木佐は、成行への対たい抗こう心からか、それとも別の思いがあるからか、表情にはそよとも恐おそれたところはなかった。

　厳しい顔もそのままに、ハードルの高い試練に立ち向かおうとしている。

「アイツの成績は向上させねばならなかったところだ。私の尻しりにムチを打つ意味でもちょうどいい」

「木佐先生……。折原さんの成績は、もうちょっと時間をかけないと……」

（上がらないと思います～）

　さくらはおろおろした。

「遊んでる時間はない、と私は折原に言っている」

「ですけど……」

　木佐はきっぱりと言った。

「生徒の責任を負うのが、教師というものだ」




　　　　♣




　んで、放課後。

　西日の差す教室には、たった２人の人間しかいない。

　たった１人の教師と、たった１人の生徒だ。

　東京のど真ん中で、山奥の過か疎そ地ちにある分校みたいに向かい合う先生と女生徒。女生徒は14歳。教師は28歳。14歳差と言ってしまえばそれまでだが、20歳と34歳と考えればどうだろう。40歳と54歳なら。いずれにせよ気の利きいた作家の手にかかればロマンスの１つや２つは生まれそうな、２人きりの教室であったが、

　いかんせんここにいるのは、木佐とのえるだった。

　席に座っているのえるは腕うで組ぐみをしている。

　まるで先生のような立派な態度で、木佐に言ってのけた。

「宿題はちゃんと考えてきましたか？」

　バン！

　木佐は机を叩たたき、もう片方の手で彼女のノートを突き出した。

「おまえこそ、真っ白じゃないか！　真っ白!!　昼休みに私が出した課題はどうした!?」

「授業中は忙いそがしくて……」

　説明する。

「だれが内職しろと言った！　休きゆう憩けい時間に出来る量だろ！　これは!!」

「休憩時間に眠ねむるのってもったいないでしょ」

　提案する。

「寝ねるな！　数学の設問は睡すい眠みん薬やくじゃない!!」

「だったら眠くならない問題出してよ～！」

　懇こん願がんする。

「おまえなあ……。小６の問題で眠くなってどーするんだ？」

「しょーがないでしょ！　あたし、バカなんだから！」

　開き直る。

「自分のことをバカだと言うな!!」

　バン！　バン！

　木佐は思い切り机を叩いた。

「もう一度言う。自分のことをバカだと言うな」

「おお、木佐センセ、いいこと言う」

　のえるは感心した。

「学校の授業ごときがクリアできないのは努力が足りないだけだ。それ以上でもそれ以下でもない」

「うわ、厳しい言葉」

「その通りだろうが、折原」

「無理だよ、あたしの成績伸のばすなんて」

「頑がん張ばる前から無理とか言うな」

「だってあたしの１番苦手な言葉は１に『努力』、２に『頑張る』なんだよ」

「お前の人生だろうが!!」

　バン！　バン！　バン！

　発はつ砲ぽう音でも、もう少しおとなしいだろう、それぐらいの音で木佐は机を叩いた。

　しかし、なんと言われようとのえるにだって譲ゆずれないことはある。

　勉強だけは。特に机にかじりついての勉強だけは死ぬほど苦手なのだ。

　教科書を開いただけで眠ってしまうのだから、理論的にはのえるの前に教科書があるかぎり、彼女は眠りっぱなしということになる。

　死の１歩手前だ。

　そんなことはないと思うのだが、のえるはそう考えた。

　死ぬわけにはいかないのだ。

「ほっといて！　頼たのむから！　お願いだから！」

「そういうわけにはいかん。お前は私の受け持ちなのだからな。それが嫌いやなら転校しろと言っておる」

「あたしが悪い点取ったって、先生の給料下がるわけじゃないでしょーっ！」

　その瞬しゆん間かん、

　木佐はカチンときた。

　それを見て、何も知らないのえるは、

（うわ、もしかしてあたしのせいで給料下がってるの……？）

　ぐらいにしか思わなかったが、とにかく木佐は怒いかりに目を剝むいた。

　闘とう志しみなぎる眼まな差ざしで、のえるをにらみつけた。

　ダン！

　握にぎり拳こぶしで机を叩き、言う！

「受け持った生徒にひとりの落ちこぼれも出さない！　そして必ず数学を理解させる！　それが私の仕事なんだ!!」

「うえ～～～～っ！」

　のえるはうめき声をあげた。

「うるさい！　貴様が宿題をやってくるまで、放課後は閉門時間まで居残りだ！　それまで放課後はないと思え！」

「うわ、うわ、木佐先生、横暴！」

「横暴結構！」

　言い切って、木佐は居直った。

　む～、とのえるは眉まゆを寄せた。

「こうなったら仕方がない」

　腕うで時ど計けいについている、あるボタンを押す。

「また警察かっ!?」

　木佐はびびった。

　過去にのえると居残り授業をしたところ、警察に拉ら致ちされたと通報され、逮たい捕ほされたことがあったからだ。

「違ちがうわよ」

　ホッとする木佐に、のえるは言った。

「自衛隊」

　バラバラバラバラ……。

　けたたましい羽音と共にやってきた陸上自衛隊のヘリが、和泉中学２年５組の教室から内閣総理大臣を救出したのは間もなくのことだった。




　　　　♣




「ご苦労様、明日もよろしくね」

　のえるは通学鞄かばんをひっつかみ、送そう迎げいのリムジンから降りた。

　健太の家──両親が日本にいない彼女は居候をしているのだ──から、まだ灯が消えてないことにホッとしたのえるは、腕時計を見た。

　もう11時だ。

（うわ、全然遅おそいじゃない。晩ご飯食べて、お風呂ふろに入ったらもう終わり!?）

　のえるはうんざりとした。

　今日は帰りが遅くなってしまった。

　居残り授業で手間どった分、閣議をしたり、会談をしたり、総理としての予定が玉たま突つき衝しよう突とつを起こして、帰宅時間がここまでズレこんでしまったのだ。

　おかげで今日は遊ぶ時間がまったく取れなかった。

（とほほ……）

　身体からだが疲つかれるなんてこととはまったく無む縁えんののえるだが、精神的な疲れが心にずしんとのしかかる。足取りは鉛なまりの鎧よろいを着ているみたいに重い。心なしかくたびれた様子で、ドアノブに手をかける。

「ただいま～」

　よれよれの声で帰宅を告げたのえるの前に現れたのは、

「遅いぞ、折原」

「き、木佐センセ！」

　だった。

「ど、どうして……」

「どうしてもこうしてもないだろう。この格好を見ろ」

　木佐は学校でのスタイルそのままに、白いシャツに灰色のスラックス姿をしている。

　いや違う。

　その上にエプロンをしている。

「……へ、変態さんごっこ？」

「違うわっ！」

　バン！　と木佐は壁かべを叩たたいた。

「今日から貴様の家庭教師になることにした」

「勝手に決めないでよ」

「親おや御ごさんの許可は取ってある」

　のえるが厄やつ介かいになっている健太の両親のことだ。

「貴様の自由時間は消しよう滅めつした。人並みの成績が取れるまで常に私がそばにいると思え。夜食はすでに準備してある。食べたらすぐに勉強だ」

　のえるの言い分など聞かず一方的にまくしたてる。

「ちょっと待ってよ！　健ちゃん、健ちゃ～ん！」

　呼ぶと、２階から健太が現れた。

「どういうこと？　これ!?」

「先生のいうことはもっともだと思うよ」

　のえるをたしなめるような顔をしている。言葉は静かだが意志ははっきりとしていた。

「だって健ちゃん。次の日曜日、デートの約束したじゃない」

「なしにしようよ」

「よく言った。長谷川」と、木佐。

「健ちゃん！　あたしより先生を取るの!?」

「２次方程式もできない人が国家予算なんか決めちゃいけないと思うんだ……」

　健太は言った。のえるに遠えん慮りよして、ぼそぼそと言ったが、もっともな言葉だった。

　木佐はうんうんとうなずいた。

[image: ]

　のえるも「うっ」と言葉を詰つまらせて、いつもの屁へ理り屈くつを飛ばすことができなかった。

　だからのえるは、八つ当たりするしかなかった。

「健ちゃんの裏切り者～っ！」




　　　　♣




　数学者らしく、木佐は使う言葉も適切、的確、正確を旨むねとしていた。

　できないことは言わない、やらないことは言わない、する気のあることを自分に可能なレベルで表現する。それよりも大きくも小さくもなく表現する。それが美しいことだと彼は思っている。

　思いついたことは何でも言う。簡単に意見が変わる。言ってることとやってることが矛む盾じゆんしてても気にしない。そんな支し離り滅めつ裂れつ大将軍であるのえるとは正反対の人格者だった。

　だから、彼はいつでも本気だ。

　言ったことは、その言葉の通りに実行された。

　朝は６時に起き床しよう（朝食までの90分勉強）。

　一いつ緒しよに登校（つきっきりで数学の話）。

　休きゆう憩けい時間のたびに現れる（課題のチェックをされる）。

　放課後も２人きり（居残り勉強）。

　リムジンでも２人（なんと木佐先生は官かん邸ていにも同行）。

　そこからは、ＴＶ画面からでも追うことができた。

　首相官邸に入るのえるの後ろに木佐孝美。

　国会へ向かう総理の隣となりに木佐孝美。

　総理を守るＳＰの１人みたいに見える木佐孝美（ただし片手に数学の教科書を）。

　予算委員会に木佐孝美。

　衆議院議場に木佐孝美。

　議場といえば、演説も聴きかず居い眠ねむりをする国会議員の姿が定番であったが、議場の左奥のひな壇だんにある大臣席に座っているのえるもまた、演説者の話など聴いてはいなかった。

「うひ～」

　とため息をつきながら、数学をさせられていたのである。

　その背後には、木佐孝美。




　　　　♣




　男の人の一人暮らしというと、生活感がなかったり、服が脱ぬぎっぱなしで放り出されていたり、掃そう除じを全然していなかったり、とかくすんごいものを想像していたのだが、

「ふえ～」

　木佐の部屋は、引っ越こしたてそのものだった。

　床ゆかにはチリひとつ落ちてはなく、本も１冊残らず棚たなに大きさごとに揃そろえてある。読み終わった新聞は回収用の袋ふくろにキチンとたたまれており、台所のシンクにすら洗い残された食器はない。

　すべてがきっちり、すべてがピカピカ、なのだ。

「つまんなーい」

「何を期待してたのかは知らんが、無む駄だにはしゃぐな。チリが飛ぶ、埃ほこりが舞まう」

「そんなに清潔でないと耐たえられないなら、南極にでも住めばいいのに」

「何か言ったか？」

「んーん」

「さ、勉強始めるぞ」

「もう？　お菓か子しでも食べながらゲームでもしようよ」

「ない。そんなものは」

「えー、じゃ、何があるの？」

「教科書とノート、そして筆記用具の一式だ」

「なにそれ、勉強するところみたいじゃない」

「みたい、じゃない。そのものだ。お前は今から勉強するんだ」

「健ちゃんもいないのに？」

「長谷川が勉強と何の関係があるんだ!?」

「答え写させてくれる人が必要でしょ、勉強には」

「アホか、お前は！」

　木佐は呆あきれた。

　右の手のひらで両目を覆おおうと、魂たましいの抜ぬけ出るようなため息をつく。

「折原、お前は学問の必要性を感じたことはないのか？」

「必要性？」

「総理大臣をするにも、お前にはあらゆる学力が足らんだろう」

「大だい丈じよう夫ぶよ。わかんないことは教えてもらえばいいし」

「いつまでもそういうわけにはいかんだろう」

「勉強しなくちゃいけないぐらいだったら、辞やめるかも？」




「すぐ辞めろ！　今すぐだ!!」




　木佐の言うことはもっともだった。

「だって、もっとやりたいことが見つかるかもしれないじゃない。そしたらあたし、総理辞めちゃうと思う」

「……まったく、お前らしい考えだ」

　木佐はまた呆れた。

　呆れはしたが、表情には笑えみがある。

　のえるの考えを、完全否定してはいないようだった。

「地位に恋れん々れんとしないという意味では、評価してやってもいいだろう」

「でしょ」

「だとしてもだ」

　調子にのろうとするのえるを、木佐はたしなめた。

「お前がやりたいことを見つけたとき、学力はあって困るものじゃない。それが資格を得なくてはいけないものだったり、大学進学を必要とするものだったりした時にだ、むしろ夢の近道になりもするだろう。学校の勉強とはそういうものだ」

「先生は、総理のうちにそのへんの面めん倒どうな制度は全部廃はい止ししておけ、と言いたいのね」




「その逆だ!!」




　木佐は立ち上がって、電話の受話器を取り上げた。

「もしもし、長谷川さんのお宅ですか？　木佐と申します、はい、折原くんをしばらくウチに泊とめて勉強を教えたいと考えているのですが……」

「なに考えてんのよ～っ！」

「はい、ありがとうございます」

　ガチャ。

「許可は出た。今日からテストの日まで学校とこの家を往復だ！」

「勝手に決めないでよ！」

「今日は小学校からの復習をするぞ」

「だから勝手に決めないでって！」




　　　　♣




「不安だ……」

　窓の外から見える、夜の町並みを見つめながら、健太はため息をついた。

　自分の部屋の窓から、のえるたちのいる部屋が見えるわけではなかったが、健太は同じ星の下にいる彼らのことを心配した。

「木佐先生が頭を抱かかえるような目に遭あってなければいいけど……」

　なぜか、のえるよりも木佐のほうを気き遣づかった。

「大丈夫よ」

「なんでさ」

「抜け出してきたもん、センセの部屋」

「そなんだ。──って、何でのえるがここにいるんだよ！」

　振ふり向くと、のえるが隣となりに立っているではないか。

　びっくりして、健太はすっとんきょうな声をあげた。

「テストの日まで木佐先生の家に泊まり込みするんじゃなかったの!?」

「じょーだん！　あんな勉強アリ地じ獄ごくにいたら息が詰つまって死んじゃうよ」

「よく出てこられたね」

「簡単よ」のえるは胸をはった。

「そなんだ」

「飲み物に睡すい眠みん薬やく入れて眠ねむらせてきたから」

「のーえーる─────っ！」

「やあねえ健ちゃん、なに怒ってるのよう」

「な、な、なにやってんだよ！　先生に睡眠薬なんて!!」

「じゃあ健ちゃんにだったらいいの？　睡眠薬」

「誰だれでもダメだよ！」

「そんなことどうだっていいじゃない。愛するふたりが再会したことだし、今夜はゆっくりと過ごしましょ」

　のえるは健太にしなだれかかると、むぎゅー、と抱だきしめた。

「ちょ、ちょっとのえる！」

　恥はずかしくて慌あわてる健太。

「健ちゃんだーい好き！」

　そこへ。

「おーりーはーらーぁぁぁ」

「ゾ、ゾンビ！」

　現れた木佐に、のえるは驚おどろいた。

「誰がゾンビだ！」

　言って、木佐はのえるの首根っこをつかんだ。

「た、助けて健ちゃん！」

「知らないよ」

「さあ、勉強勉強」

「いやあああああああああああああああああ」

　ズルズルと引きずられていくのえるとその悲鳴が、夜のしじまに響ひびいて消えた。




　　　　♣




「罰ばつとして勉強時間は倍だ」

「うええええ」

　ここは木佐の家だ。

　まるで取調室の刑けい事じと容疑者のように、木佐とのえるは机を挟はさんで対たい峙じしている。

「次のテストまで時間は限られているが、お前さえその気になれば、まだ間に合う」

「本当？」

「睡眠時間を削けずればな」

　木佐の目が輝かがやいた。

「寝ねるのは１日２時間もあれば充じゆう分ぶんか」

「ええええええええええええええええええええええええええええええええっ!?」

「無む駄だにした時間を補うには睡眠時間を削るしかないだろう。これぐらいの引き算もできんのか、お前は」

　バカにしたような目でのえるを見る、木佐。

　挑ちよう発はつされたと思いこみ、のえるは脊せき髄ずい反射でモノを言った。

「で、できるわよ！　その程度の引き算ぐらい!!」

「なら始めるぞ、今すぐだ」

　木佐はいつものようにニヤリと笑い、

「あんたこそついてきなさいよ！」

　のえるはいつものようにイキオイでモノを言う。

　だが、木佐は今度こそ、彼女の言いっぱなしに責任を取らせるつもりでいた。

「いやあぁあぁあ─────っ」

　のえるが悲鳴をあげるまで１時間とかからなかった。

　そしてありとあらゆるものが数字に見えるようになり、＋だの×だの÷だのの記号を空中に幻げん覚かくとして見るようになるまで、２日もかからなかった。

　そんな状態で、のえるはテストを迎むかえたのだった。




　　　　♣




　テストは終わり、翌日の数学の授業である。

　木佐は厳しい顔をしていた。

　もっともそれはいつものことで、表情に乏とぼしい顔や肌はだの白さもあって、普ふ段だんから不ふ機き嫌げんそうにしか見えないのが木佐孝美という人物だ。

　そんなわけで答案の返へん却きやくにあっても、無愛想な声で名を呼ばれたところで、のえるは自分の勝利を信じて疑わなかった。

「折原」

「はーい♪」

　満点すら取れているかもしれないと思っていたのえるは、答案用紙を渡わたされる瞬しゆん間かん、木佐が苦々しい表情をしていたことに、気づきもしない。

　気づきもしないで、にこにこと、得点を見た。

　そして叫さけんだ。

「噓うそよおおおおおおお～～～～っ!?」

　噓ではなかった。

　のえるが手にしている答案用紙には、噓でも間ま違ちがいでもなく、はっきりと、赤いペンで二重線の上にこう記されていたのである。




　25点。




「努力が裏切っちゃったよおおおおお！」

　のえるは泣き顔で木佐にすがりついた。

「ええい、なんで私があれだけ熱心に教えたというのに、いい点がとれんのだ!!」

「だって睡すい眠みん３時間じゃ頭に入るものも入らないわよ!!」

「ええい、こうなったら１時間だ！」

「無茶苦茶言わないでよ～～～～ッ!!」

　うきゃ～～～～ッ！

　怒おこったのえるが教きよう卓たくをひっくり返した。

「な、なにをする！」

「なにをする、じゃないわよ！」

　のえるはブチ切れた。

　こめかみに青筋を立て、体中の血液を頭の中に集めて、お湯が沸わくほどヒートして、木佐に向かってブチ切れたのだった。

「だいたいねえ！　なんであたしが裁かれないといけないわけ!?」

「おまえがバカだからだろうが！　折原！」

「うわ、バカって言った。センセ、バカって言った」

「自分のことをバカと言うなとは言ったが、他人に言うなとは言ってない！」

「やっぱりあたしの頭じゃ無理なのよ！　人間、向き不向きがあるのよ！」

「それでも低すぎだろう、この点は!!」

「健ちゃんにも逢あえないでやる気がでるわけないでしょ！　あたしはモチベーションで勝負するの!!」

「聞いたふうな英語を使うな！」

　ハァハァゼイゼイ。

　ひとしきり怒ど鳴なりあった２人は、殴なぐり合うわけでもないのにお互たがい距きよ離りを取り、肩かたで息をしながら、相手をにらみ据すえた。

　言葉はない。

　だが、どちらも納なつ得とくしているわけではない。

　噴ふん火か寸前の火山がはちきれんばかりのマグマをためこんでいるように、２人はぐつぐつと煮に立たつ怒りと苛いら立だちと憎にくしみを瞳ひとみに燃やし、次の爆ばく発はつへのカウントダウンをしているだけなのだ。

　そして、切れた。

　のえるが口火を切った。

　堂々と、きっぱりと、それでいて理り不ふ尽じんな言いがかりを木佐につきつけるのだった。

「あたしがいい点取れないのは、先生が悪いのよ！」

「どういう意味だ!?」

「見てなさい！」

　のえるは腕うで時ど計けいのスイッチを押した。時を置かず陸上自衛隊のヘリが飛んできた。

「わははははははは！」

　ヘリに飛び乗ったのえるは、高笑いを放ちながら去っていった。

「のえる……」

　呆あきれながら健太はつぶやいた。

「それじゃ悪役だよ……」




　そして、翌日──。





教育改革に向けて、折原首相発言『生徒の成績不良の原因は教師の不勉強にある』

教師の給料は『生徒の成績』比例方式に!?

落第生徒ならぬ落第教師には罰ばつゲームを!!

校庭マラソン、反省の作文、トイレ掃そう除じなどなど……。





「折原、なんだこれは──っ！」

　木佐は学校に到とう着ちやくするや、新聞を握にぎりしめて、２年５組の教室に飛びこんだ。

「おはよ、センセ」

　笑顔で挨あい拶さつするのえる。

「お、お、お前……！」

　木佐は絶句した。

　新聞をつまんでいる手がぶるぶると震ふるえている。

「わからない？　木佐センセ」にやにやと、のえる。

「どういう意味だ、折原！」

「知りたい～？」さらに、にやにやとした目で木佐を見上げる。

「言え！　折原のえる！　私はもったいぶられるのがなにより苛立つのだ!!」

　ずびしっ、と人差し指をつきつけ、のえるは言った。

「罰ゲームは先生が受けるのよ!!」

「なに～っ!!」




　新法成立。




「そんなバカな～～～～っ！」

「さあ、木佐先生。校庭１００周行ってらっしゃい！」

「それはどうですかな」

「うわっ、官かん房ぼう長官、なんで学校に!?」

　北条官房長官が現れた。

「総理にお伝え忘れていたことがありまして」

「なによ」

「総理が出された新法ですが、独断で書き加えておいたものがありまして」

「え」

　ニコ、と長官は笑って、法律の書かれた１枚の紙を見せた。

　そして──。




　　　　♣




「どおいうことよ～っ！」

　校庭を走る２つの影かげがある。

　ひとつはのえるだ。

「学力が向上しないのは、生徒と教師の連帯責任かと思いまして」

　トラックの脇わきで見守っている長官が告げた。

「なんであたしが罰ゲームを受けなくちゃいけないのよ～っ！」

「それは私の台詞せりふだっ！」

　もうひとつの影は木佐だった。

　几き帳ちよう面めんにもランニング姿に着き替がえて走っている。

　かたやのえるはスカート姿のまんま、こんなところにも性格は出る。

「そもそもセンセが変な情熱燃やすからこんなことになったんじゃない！」

「私が悪いのか？　私が悪いのかぁ!?」

「あたしは悪くないもん！」

「私もだ！」

　ふたりは互たがいの顔をにらみつけ、ぎゃあぎゃあぎゃあぎゃあと文句をぶつけあいながら、どこまでも一いつ緒しよに、横に並んでトラックをぐるぐると走り続けた。

「仲がいいんだか、悪いんだか」

　罰ゲームが終わるのを待ちながら、健太は肩かたをすくめた。
















　西日さす校舎。誰だれもいない廊ろう下かで２人は遭そう遇ぐうした。

「どうしたの？　弥生さん。そんなに浮うかない顔して」

「先生、わたし、最近悩なやんでることがあって……」

　目の前でほのかが大きくため息をついたので、さくら先生は思い切り動どう揺ようした。

「せ、先生が何かしました？　弥生さんに何かしました？　ねえ、弥生さん!!」

　気の小さいさくらは目のふちに涙なみだを浮かべた。

　先生は自分が何か悪いことをしたのかと早合点したのだ。

　ほのかは慌あわてた。慌てて両手を横に振ふった。

「あ、違ちがいます！　先生は関係ないです！」

「よかったあ……じゃないです！　それなら一体なにを悩んでいるんですか？」

「いえ……。先生に話しても……」

「先生って、そんなに頼たよりないですか？」

　ぶわぁ、と大きな瞳ひとみに大きな涙が浮かぶ。

「ああ、違うんです違うんです！　わたしの……じゃ、なくて！　わたしの友達のことなんです」

「弥生さんのお友達？」

「はい。好きな人がいるんですけど、その……どうやって気持ちを伝えたらいいか」

「それは恋こいの悩みってヤツね！」

　のえるが突とつ然ぜん現れた。

「なんで!?　のえるさん!!」

　思わずほのかは動揺した。なぜなら……。

　その理由にも気付かず、のえるは自信満々に腕うでを組むと、言った。

「まずキスね！」

「キスっ!?」ほのかは驚おどろいた。さくらも驚いた。

「ぶちゅー、っと熱ねつ烈れつな口づけをするべきね！」

「いきなり!?」と、ほのか。「そんな早すぎです」と、さくら。

「いきなりよ。出会い頭にいきなり、ぶちゅー！」

「えええーっ！」２人のユニゾン。

「なにためらってるの！　最初はインパクトが大事なのよ！」

「はうっ」「あ、あの、のえるさん？」

　さくらが手を上げたのを無視して、のえるはまくしたてた。

「その後に告白！　告白の言葉は『付き合ってください！　でないと３００回死にます！』これでたいていの男はノックアウトね!!」

「し、死ぬの？」

「愛は命いのち懸がけなのよ！」

「あわわわわ」

　ほのかは顔を真っ赤にしてたじろいだ。

「そ、そんな……。中学生なのに、キスなんて……」

「な～に言ってんのよ。現代はドッグイヤーなのよ、１年が７年なの！　中学生にもなってキスもしてないなんて、お子ちゃまもお子ちゃま。今時セガマーク２のゲームで遊ぶようなものね。ね、センセ。さくらセンセもそう思うでしょ」

「そ、そうかも？　ははは、はは」

　さくらは笑ったが、心で泣いていた。

（22になってもまだのわたしって──）

「わたしも頑がん張ばらなくちゃ……」

　ぎゅっと拳こぶしを握にぎって決意を固めるほのか。

　それを見て、さくらは心で叫さけんだ。

（置いてかないで～っ！）
















バチカン市国で世界を征せい服ふくしよう！




アメリカで世界を征服するだなんてもう古い！　これからはモルディブだ！　マダガスカルだ！　ルクセンブルク大公国だ！　全歴史、全宇宙全戦争対応！　『大きな国も小さな国も１国は１国』の大胆ルールで世界の常識をブチ破れ！




【用意するもの】

世界地図（国境など、区切り線があるものならばなんでもいい）

付ふ箋せん（何度も付けたりはがしたりできるもの。なるべく小さいものがいい）

トランプ数組（２～Ｋまではそれぞれの数字。Ａは15点。ジョーカーは30点とします）




【遊べる人数】

２人以上、２００人ぐらいまで。




【薦すすめたい人々】

大国が憎にくくて憎くて仕方のない人。あなたの身の回りに独裁者やテロリストがいたら、このゲームを薦めてみよう。このゲームでは大きな国も小さな国も１国は１国としてカウントするので、アメリカもロシアもあっという間に滅ほろびます。ゲームでストレスを解消してもらって、現実の蛮ばん行こうを思いとどまってもらいましょう。

同様に「地球温暖化なんて許せねえ！」という人はモルディブをプレイして、先進国を滅ぼすのもアリでしょう。スイスで世界征服を狙ねらってみるのもわけがわかんなくてよいかもしれません。




【遊び方】

１）トランプをよく切って、地図の空いてるところに置いてください（山札とします）。使う地図にもよりますが、ムー大陸が載のっていたり、静かの海が載っているような地図でもないかぎり太平洋あたりがいいと思います。

２）まずは席順を決めます。トランプを１枚ずつ引いて、数の大きかった人から時計回りに１、２、３、となってください。同じ数が出たらその人たちだけ引き直してください。面めん倒どうだったらジャンケンでも、あいうえお順でもＯＫです。桃もも太た郎ろう電鉄で決めてもいいでしょう。ちゃんとこっちのゲームに戻もどってきてください。

３）１番目の人から「本国」を決めて、山札から札を３枚引いてください。

４）全員が３枚の札を持ったら（手札と言います）、いよいよゲームの始まりです！




【遊び方】

１）まず１番目の人が山札から１枚引いて、自分の札にします。

２）「進出」する場所を決めます。進出できるのはすべての「国」と「海」です。国は地図の色分けに従ってください（つまり山川出版社とかの歴史地図帳を使えば、有史以来すべての戦場で戦うことができます・笑）。海についてはおおまかに「太平洋」「インド洋」「大西洋」「地中海」の４つに分けます。進出する場所はどこでもかまいません。日本のプレイヤーがいきなりカリオストロ公国を手に入れてもよいのです。また「進出」したい場所がない、手札を増やしたいなどの考えがあるときは、どこにも「進出」しなくてもかまいません。

３）「進出」する場所が誰のものでもなければ、無条件で付箋を貼はってください。

４）誰かの国を手に入れたい場合は「戦争」になります。「戦争」をするためには国境を接していなければなりません。海に面している国であれば、面している海に自国／自同盟の付箋が貼られている必要があります。

５）「進出」する先が「海」だった場合は、すでに付箋を貼っている国すべての許可があれば新たに付箋を貼ることができます。１国でも許可が得られない場合、「戦争」をするしかその海に「進出」することはできません。

６）「戦争」を解決してください（【戦争の解決】に進んでください）。

７）「進出」や「戦争」によって国境のすべてを「敵国／敵同盟」に囲まれた国は放棄しなければなりません。その国から付箋をはがして撤てつ退たいしてください。はがした領地は独立を取り戻します。

８）最後に手札の枚数を確かく認にんしてください。持てる手札は５枚までです。それ以上持っていればここで捨ててください。

９）この時、手札が０枚になった国は国力がゼロということでゲームオーバーです（国をひとつ放棄して、山札から１枚引くことができます）。

10）以上で１番目の人のフェイズは終わりです。今度は２番目の人が同じことをして、３番目の人に回してください。全員が順番を終えたらターンの終しゆう了りようです。また１番目の人からフェイズを始めてください。




【戦争の解決】

１）「戦争」は攻せめ込んだ国と攻め込まれた国が参加します（海を巡めぐる戦争の場合は、進出を許可しなかった国々との戦争になります。複数の国々が進出を許可しなかった場合は、攻め込んだ国が代表国を選んでください）。

２）同時にお互い手札を出し合ってください。数の大きいほうが勝ちです（手札は後からプラスできます。プラスしたい場合は、そう宣言してください。お互いプラスできる時は同時に出して下さい。そのあとでさらにプラスすることもできます）。１度に出せる札は１枚ですが、同じ数字（７と７とか、ＱとＱ）であれば何枚でも出すことができます。その数字は足すことができます。札は後から追加してもかまいません。同盟国プレイヤーが追加してもかまいません。

３）攻め込まれた国が負けた場合、付ふ箋せんをはがし、その国から撤退してください（「海」の場合も同様です）。攻め込んだ国が負けた場合は手札を１枚捨ててください。どれを捨てるかは勝った国が決めてください。その場合、札の表側を見せる必要はありません。ババ抜ぬきの要領で引いてもらってください。手札が０枚の場合は、国を１つ手放すことで山札から１枚引いて、それを捨ててください（どうしても手元に残しておきたい札がある場合は、いくつかの国を放棄することで手札の枚数を増やして、残しておきたい札が生き残る確率を増やすことができます）。

４）戦争を終了して、フェイズに戻ってください。




【同盟国ルール】

１）それぞれの国は自由に同盟を組むことができます。同盟国同士は領地／領海や手札を自由にプレゼント、交こう換かんすることができます。

２）同盟は好きなときに結んで、好きなときに破は棄きしてかまいません（戦争中に同盟を結んだり、破棄してもかまいません。手札を出し合う時にいきなり同盟国宣言をして、敵側の味方をしてもかまいません）。

３）複数の国と同盟を結んでいる場合、同盟相手国同士が敵対することがあります。その時はどちらかとの同盟を破棄してください。




【ゲームの終了】

１）生き残っているプレイヤーが「ここで終わろう」と同意すれば終了です。その段階で１番「国」を持っているプレイヤーが優勝です（「海」はカウントしません）。生き残りが１人になれば、そこで自動的に終了です。

２）２位以下の順位はこう決めます。１位のプレイヤーの「同盟国」の中で１番「国」を持っているプレイヤーが２位となります。３位以降も「同盟国」の中から決まり、「同盟国」プレイヤーがいなくなってから、１位のプレイヤーと同盟を結んでいなかった国の中で１番「国」を持っていたプレイヤーから順位を決めていきます（つまり、Ａ：10国、Ｂ：９国、Ｃ：１国で終了した場合、Ｃはそのままでは３位ですが、終了までにＡと同盟を結んでいれば２位になるわけです）。




【特別ルール】

１）プレイヤーが最初に選んだ国は「本国」です。「本国」が攻せめ込まれた時は本土決戦ということで、本国プレイヤーは札を何枚でも出すことができます（数は違っていてもかまいません）。２枚の札の数字を足して勝負ができます（「本国」を失ってもプレイは続行できます。新しい「本国」を決めてください）。

２）「山札」がなくなった時は、使ったカードをまとめて、よくシャッフルして、新しい「山札」を作ってください。




【基本的な戦略】

１）１位プレイヤーは、下位プレイヤーをうまく味方につけて、２位プレイヤーとの差を開くとよいでしょう。

２）２位プレイヤーは、反１位同盟を作って、１位プレイヤーを脱だつ落らくさせましょう。

３）下位プレイヤーは、１位と２位を敵対させて、消しよう耗もうしあうように仕向けましょう。

４）友人関係はくれぐれも大事にしましょう。




【プレイする上での注意】

○最近は国が２００ぐらいあるので、大きな世界地図を使うと戦争が始まるまでに日が暮れてしまいかねません。その場合は特定の大陸を封ふう印いんしたり、付箋より小さな国は無視する、あるいは１フェイズに進出できる国を増やす、といったローカルルールを自由に作ってください。

○地図は現代の世界地図でなくてもよいです。日本地図で戦国大名の戦いを再現してもよいですし、太陽系地図を使ってもよいです。地図は紙製のものでなくても、黒板に自分で描かいてもよいですし、おねしょ布団ふとんを使うのも可です。

○付箋がない時は、地図をコピーして、鉛えん筆ぴつでマーキングしていくというのもアリかと思います。

○トランプですので、自由に「役」を作ってかまいません。同じ点数なら札を追加できるルールを改造して、同じマーク（♠♣♦♥）なら追加できるとしてもかまわないし、隣となりの数字（最初に「５」を出したら、「４」か「６」）を追加できるみたいなルールにしてみても面おも白しろいでしょう。他のトランプゲームのルールを取り入れて「２」を４枚出したら、無条件で10カ国を敵から奪うばえるとか、敵の手札を奪えるとかするのもアリです。戦争の時はたくさんカードを使えたほうが面白いな、と思えば、フェイズの最初に引ける札を２枚とか３枚にしてもよいですし、戦争を開始する時にそれぞれもう１枚引けるようにしてもかまいません。

○カードはトランプでなくてもかまいません。要は点数の決められるカードがあればいいのですから、遊ゆう戯ぎ王カードやポケモンカードの余りを使うのもＯＫです。ただ、これらのカードを使うと、同じ点数（ＨＰ）なら札を追加できるというルールが使いにくいので、同じ属性（炎ほのおとか）のカードなら追加できる、とかルールを改造してください。




【デザイナーズ・ノート】

　作った自分が言うのもナンですがむちゃくちゃなゲームです。大きい国も小さな国も１国は１国でカウントするので、アメリカのような超ちよう大国だろうと一いつ瞬しゆんで滅ほろびます。どひゃー、と思ったのですが面白かったのでそのままにしました。リアリティを重要視したい人は「大国は２国、３国分としてカウントする」ルールを入れてみてください。そうするとアメリカやイギリスばかりが戦場になって、他の国は平和に過ごせるかもしれません。

　アナログゲームの醍だい醐ご味みは、ルールを自在に改造すること！　てっとりばやく遊びたい人は決着が早くつくように地図をいじったり、シミュレーション性を上げたい人はルールを複雑にしてみたり、自由に作り替かえてみてくださいね。面白いと思うものができたら僕にも教えてください！　ゲーム大好き！
















　放課後、屋上、２人きり。見えるのは空と雲と互たがいの瞳ひとみだけ。

　誰だれもいない、２人だけの世界。

　彼女はただひたむきなまなざしを彼に向けていた。

　迷いのない──何の迷いもない一いち途ずな気持ちを瞳にのせて、彼のことを見ていた。

　唇くちびるが揺ゆれる。

　何かを言おうとして、ためらい、あきらめて、つぐんでしまうかに見えた唇がゆっくりと開く。

　息を吸い込んで、胸の奥に秘めていた言葉を吐はき出すように──つぶやく。

「キス、したい」

「ふえっ!?」

　一いつ瞬しゆん、健太は何を言われたのかわからなかった。

「ケンタとキスがしたい」

　彼女ははっきりと言った。

「シャ、シャイニィ……」

　健太はイエスと言うよりもノーと言うよりもまず顔を赤くした。これ以上ないほど目を丸くして、言葉を失って、何か言わなくちゃと焦あせって、こう言った。

「な、なんで……？」

　ひどく間の抜ぬけた声だった。

　聞きようによってはとてつもなく失礼な台詞せりふでもある。

　でも、いっぱいいっぱいの健太にはそんな台詞が精せい一いつ杯ぱいだったのだ。

　控ひかえめに言ってもシャイニィは目を奪うばわれるような美少女だ。アルカンタラ王室数百年の歴史は伊達だてではない。代々のアルカンタラ国王、あるいは女王が美男美女と結ばれて紡つむいできた血統の集大成が彼女なのだといってもいいだろう。宝石のような碧へき眼がん。あどけなくもかわいらしい顔だち。可か憐れんという言葉がぴったりの彼女である。

　しかし、その唇がころりと転がりこんでくるとなっても、健太はその場の流れで「へへ、ラッキー」と思うような男の子ではなかったのだ。

「どうして……、僕と……？」

　健太はたじろいでいた。

　キスに興味がないわけじゃない。14歳の男の子だ。ないわけがない。

　したことがないものはなんでもしてみたい年とし頃ごろだ。

　それがキスともなれば、踏ふみにじられ星雲からやってきた情けな星人であるところの健太であっても、してみたくないわけがなかった（ちなみに彼のファーストキスはとっくにのえるが奪っているのだが、そのことを健太は知らない。←そういう意味でも彼の人生は踏みにじられロードまっしぐらだと言えよう）。

　健太の顔はもう、熟れたトマトのように真っ赤っかだ。

「キスをすると、愛が生まれるそうです」

「そ、それって……」

　答えを聞いて、健太はますますドキドキした。

（シャイニィが、僕のことを……？？？）

（まさか）

（冗じよう談だんでキスしたいなんて言うはずがないよ！）

（どうしよう……!!!!!!）

　頭の中が真っ白になる。

　体中の血液が脳のてっぺんに集まって、爆ばく発はつしてしまうんじゃないかってほどに、健太はドキドキしてドキドキして頭クラクラ、胸がいっぱいいっぱいになっていた。

　んで、シャイニィが言った。

「私、ケンタのこと、好きになりたい」

「逆じゃん！」

　がっくりした（そして、ホッとした）。

「シャイニィは、好きでもないのに僕とキスしようとしたのっ!?」

「ケンタはイヤなのですか」

　別の意味で健太は驚おどろいた。

　ますますわけがわからなくなった。

　のえるが言ったのなら、１００％のおちょくりと確信しただろう。

　けれど、シャイニィはずっとマジメなまなざしをしている。

　むしろ、さっきよりもひたむきな顔をして訊たずねている。

　健太はどう答えていいものだかわからなくなった。

　すると、

「キスをすれば愛が生まれる、とこの本に書いてありました」

　と、１冊の本を差し出した。

　まんがだった。

「お話じゃないか！」

「さあ、キスを」

「順序が違ちがうよ！　キスして無む理り矢や理り愛を育はぐくんでどーするのさ!?」

「私はかまいません」

「僕はかまうよ！」

「私のことが嫌きらいなのですか？」

「いや、そういう意味じゃなくて……」

「私はもっとケンタを好きになりたい」

　一いち途ずな目をするシャイニィ。

「いや、だからぁ」

　健太は困り果てた。

　いつものことながら、彼女のズレっぷりにはまいってしまう。

「そんなのむちゃくちゃだよ～っ！」

「そうよ、むちゃくちゃよ！」

「のえるっ!?」

　健太は驚いて振ふり向いた。

　腕うでを組んで仁に王おう立だちをしたのえるが、入り口のところに立っていた。

「一いつ緒しよに帰ろうと思って、捜さがしてたらまさかこんなとこで……」

（いつから見てたの!?）

[image: ]

　またまた顔を真っ赤にする健太。そしてすぐに真っ青。

　のえるの顔が「怒」。

　ところがのえるは健太の目の前を何事もなく通り過ぎてしまうと、シャイニィの前に立ったのだった。

（あれ？）

「あのね、シャイニィ……」

　のえるは言った。

「いくら健ちゃんが底そこ抜ぬけのお人ひと好よしだからって、今のはひどいでしょ。好きでもないのにキスしたいとか、そんなこと言われて健ちゃんが傷つかないとでも思ってるの？」

「えっ」

　シャイニィは驚いた。

　考えもしてなかったのだろう。

　不安な顔をして（そうなんですか？）という表情を健太に向ける。

　健太はすぐに（大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫）と笑顔を見せた。

　シャイニィはホッとした様子を見せた。そして、

「ごめんなさい」

　のえるは両手を腰こしにあてると、お姉さんぶりはじめた。

「気をつけてよ。健ちゃんをおもちゃにしちゃダメなんだから。ここで言っとくけれど、

　健ちゃんにしたい放題していいのはあたしだけなんだから！」

「それは違うよ！」

　健太は言った。

「え、健ちゃん。イヤイヤ言いながら、ホントは楽しんでたんじゃなかったの？」

　今度はのえるが驚いた。

「我が慢まんしてたんだよ！」

「健ちゃんが許してくれるのは、あたしのこと愛してくれてるからじゃなかったの!?」

「今までそんな風に考えてたのか……」

「えええええーっ!?」

　信じられない！　と言わんばかりの顔でのえるはおののいた。両手を頰ほおにあて、髪かみの毛が逆立つぐらいの驚き方をする。

「信じられないのは僕のほうだよ……」

　健太はどっと疲つかれた。今すぐ布団をかぶって寝ね込こみたかった。

　だが、のえるは無む邪じや気きな顔して聞いてくる。

「愛してもないのに、どうしてあたしのむちゃくちゃな仕打ちに耐たえられるの？」

「そんなの僕のほうが聞きたいよ!!」

「あ、わかった」

　人差し指をぴん、とのえるは立てた。

「……いや、わかんなくていいから。わけのわかんないわかり方をされるぐらいならむしろ謎なぞは謎のままで」

「ズバリ！　健ちゃんってイジメられて喜ぶタイプなんでしょ！」

「違う！　絶対に違うよ～っ！」

「もー、このー、ヘンタイさんめーっ」

「違うったらあ～！」

「あははははははははははははは」

　結局、健太はおもちゃにされるだけだった。

　だから。

　のえるは健太を、健太はのえるのことだけを見ていたから、気づかなかった。

「…………」

　寂さびしげな表情をしたシャイニィが、何も言わず姿を消したことなど。




　　　　♣




（わかりません……）

　シャイニィは本屋に立ち寄っていた。

　参考になる本はないかと棚たなに並んだ本を目で追いながら、思う。

（何が間ま違ちがっていたのでしょう？）

　先ほどの出来事を振ふり返ってみる。

　計画は完かん璧ぺきだったはず……と、シャイニィは疑わなかった。

　なにしろ、成功例は間近にあったのだから。

（ノエルと同じことをすればよいと思ったのですが……）

　そう。

　シャイニィは、のえるの真似まねをしたのだ。

　唐とう突とつで。

　一方的で。

　支し離り滅めつ裂れつな行動を取れば。

（私を好きになってくれるに違ちがいありません）

　こう思ったのだ。

　……。

　……………………。

　まあ、人間だれしも多かれ少なかれ、思い違いをしながら生きていくものではある。

　が、結果として健太はのえるの相手をするばかりで、自分はいつの間にかひとりぼっちになってしまったことを、シャイニィは疑問に思った。

（何が足りないのでしょう？）

　それは愛だ、とシャイニィは考えた。

（私とノエルとでは、積み重ねてきた思い出が違います。同じことをしても、私が負けてしまうのは仕方のないこと）

　ならば。

　なにげなく手に取った本に気になる１節をみつけたシャイニィは、ふむふむ、とうなずくようにそれを読んだ。

　ぱたん、と本を閉じて一言。

「なるほど」




　　　　♣




　結局、その日ののえるは、駅前でちょっとだけ健太と遊んで、首相官かん邸ていで仕事をこなし、夜の10時ごろに健太の家に帰宅をした。

「んん？」

　車から降りて、のえるは眉まゆをひそめた。

　見慣れぬ男──格かく闘とう系の男が２人、玄げん関かんの前で門のように立ちふさがっていたのだ。

（守衛を頼たのんだ覚えはないんだけどなあ）

　とはいえ、警察庁長官あたりが気をつかってそうしたのかもしれないとも思い、こんな時間に確かく認にんを取るのも面めん倒どうだったので「ご苦労さまー」といって家に入ることにした。

　すると、

「お待ちください」

　ひょい、と両りよう脇わきをかかえられて、のえるは門の外に放り出された。

「無断で大使館に入らないでください」

「タイシカン？」

　のえるは顔をしかめた。

　目の前にあるのは健太の家だ。居候中の自分の部屋もある健太の家だ。『長谷川』とあるそばに『折原』と手書きの表札もある。

「先ほど、この家はアルカンタラ王国の大使館となりました」

「へ？」

「よって、我が国が認めない人間の入国は許可されません」

「ここ日本でしょ？」

「大使館内は治外法権です」

「な、なに言ってるのよ！　ここ健ちゃん家でしょ！　誰だれが決めたのよそんなこと！」

「私です」

　玄関が開き、シャイニィが現れた。

「ちょっとシャイニィ、どういうことよ」

「この家はアルカンタラ王国の大使館となりました」

「なに言ってんのよ！　健ちゃん出してよ！」

「ケンタはお寝やすみになりました。それに国際法によって、主権国家同士は互たがいの国に大使館ないし領事館を設置する権利、および敷しき地ち内における治外法権を認められています」

「そうじゃなくて！　なんで健ちゃん家を大使館にしたのよ」

「どこを大使館にしようと自由でしょう」

「じゃ、ビザ発行してよ！　ビザ！」

「お断りします」

「なんで!?」

「ノエルがいると、いつまでも話が進まないからです」

「はぁ？」

「首相は首相らしく首相公こう邸ていに住んだらどうですか？　黒くろ瀬せがいなくなったのだからむしろそこに住むのが正しいのではありません？」

　バタン。

　けんもほろろに、シャイニィは扉とびらを閉じた。

　だが。

　めらめらめら……。

　こんなことで挫ざ折せつするのえるではなかった。

　瞳ひとみが燃えていた。

　受けてたとうじゃないかと、ふつふつとわき上がる炎ほのおがあった。

「そっちがその気なら……」

　のえるは携けい帯たいを取り出した。

「今すぐ国家安全保障会議を招集して。うん、そうよ、国権の発動よ」




　──東京都に戒かい厳げん令れいが敷しかれるのは、実に二・二六事件以来70年ぶりとのことだった。




　　　　♣




　ガタガタガタ……。

　アスファルトが軋きしむ音がする。

（何の音……？）

　違い和わ感かんで健太は目覚めた。ベッドの上にある時計はまだ７時になっていない。とろんとした意識の中で、チュンチュンの間ま違ちがいじゃないの？　とつっこんでみたりする。

　もちろん朝に鳴いてる鳥はスズメに限ったことではないのだけれど、ガタガタ、と鳴く鳥なんていない。ましてや地じ響ひびきをさせる鳥など。

（地響き!?）

　健太は、がばっとベッドから飛び起きた。

　カーテンを開ける。外を見る。




　家が、戦車に囲まれていた。




「のえる～っ!!」

　いきなり決めつけて、健太は部屋を飛び出した。

　のえるの部屋をノックして、返事も聞かずにドアを開く。

　いない。

「のえる！」

　階段を下りて、居間に入る。

　いない。

「母さん、のえるは!?」

　台所に向かう。

　いた。

「ケンタさん、おはようございます」

　シャイニィが。

「なんでっ!?」

　しかも彼女は、昔のドラマに出てくるおっかさんがするような白いかっぽう着で、鍋なべの火加減を見ていたりしたのだ。

　彼女は自然な笑えみを浮うかべて言う。

「ケンタさん、もうすぐご飯ですよ」

「そうじゃなくて！」

「あ」

　シャイニィは間違いに気付いたようだった。

「ご飯になさいますか、それともお風呂ふろ？」

「余計ズレてるし!!」

　叫さけんで、健太はさらに叫んだ。

「なんでウチにシャイニィがいるのさ!?　のえるは!?　父さんや母さんは!?　光は!?」

「ここはもうすぐ戦場になります」

「えええ～っ!!」

　健太、驚おどろきっぱなし。

　それに対して、シャイニィときたら冷静なものだ。

「ご家族には安全のため旅行に行っていただきました」

「いつの間に!?」

「睡すい眠みん薬やくでケンタが眠ねむっている間に」

「なんだそりゃ～っ!!」

　ひときわ大きな悲鳴をあげる健太。頭をかきむしり、腕うでをふるわせ、地じ団だん駄だを踏ふんだ。

　けれどシャイニィは大真面目な顔をして。

「安心してください。ケンタの命は私が守ります」

「守ってないよ!!」

　健太は家を飛び出した。

「うわっ」

　いきなり鉄てつ条じよう網もう。

　門だった場所は、幾いく重えにも重ねられた鉄条によって封ふう鎖さされていたのだ。

「残念ながら、長谷川邸ていは難なん攻こう不ふ落らくの要よう塞さいになってしまいました……」

「しまいました？　したんでしょ！　シャイニィが！」

「見てください」

　彼女の指さす方向を健太は見た。

　ベランダには２つの機き銃じゆう台が、そして──。

　屋根はいつのまにか３つの砲ほう門もんを備えた砲台と化していたのだった。

「な、な、なんで……」

「日本の有名な故事を参考にしました。その昔、豊とよ臣とみ秀ひで吉よしは一晩で城を築くために……」

「設営方法を聞いてるんじゃないよ！　なんでこんなことしたのさ!!」

「長谷川邸の安全を守るためです」

「むしろ危険になってるよ！」

　健太は戦車部隊を指さした。

　長谷川邸から１００メートルほどの距きよ離りをとって、部隊が家を囲んでいる。

　それを見て、シャイニィは力強く、健太を励はげまさんと言った。

「大だい丈じよう夫ぶ、負けませんから」

「そんな心配してるんじゃないよ～っ！」

　健太は頭を抱かかえた。身をよじらせて苦く悶もんした。

　あいかわらず会話がいき違っている２人だったが、シャイニィは健太を信じていた。

（ケンタなら私を助けてくれる……）

　そう信じていたのだ。

　そこへ。

「なに考えてるのよシャイニィ！」

「うわあ、やっぱりのえるだあ～っ！」

　戦車部隊の中央、九〇式戦車の上に立って、拡声器をもったのえるがいた。

「健ちゃんを人質にとって、なにを企たくらんでるの!?」

「企むとは人聞きの悪い」

　シャイニィもハンドマイクをもって答えた。

　両者の間は１００メートル。近きん隣りん住民はすべて避ひ難なんしており、２人を阻はばむものはなにもない。強いて言えば、あるかどうかわからない自制心ぐらいなものか。

　それにしても見事な要塞化であった。

　健太の家だった建物の塀へいには鉄条網が張り巡めぐらされ、ところどころ開けられた穴からはマシンガンの銃じゆう口こうが顔を出している。そして見え隠かくれする様々な兵器。

　双そう眼がん鏡きようで確かめて、のえるは思った。

（わかってはいたけれど──）

　シャイニィのことだから、何をしでかすかわからないとは思っていたけれど……。

「いつの間に運びこんだのよ!!」

「大使館はいざというときに自国民の避難場所とならなければなりません。だから最小限の重火器を隠し持っておくのはむしろ身だしなみですわ」

「最小限……？」

　のえるは鼻白んだ。

　いつから、戦せん艦かんクラスの砲台が最小限の身だしなみになったのだろう……。

「あいかわらずこの国のレーダー能力はゼロに等しいですね」

「やっぱり空輸したのね！」

　シャイニィは答えなかった。

「長官！」

「はい！」

　戦車の後衛にある指揮車しや輛りようから防衛庁長官が飛び出してきた。

「全部隊に命令、攻こう撃げき開始よ！」

「無理ですーっ!!」

「なんでよ。言ったとおり実じつ弾だんの準備してなかったの？」

「こちらから先に仕し掛かければ、憲法問題になってしまいます！」

「拳けん法ぽう？」のえるはそれらしい構えをしてみせた。

「わざとボケないでください！」

「なにいってんのよ。ここは日本でしょ！　侵しん略りやく者を迎げい撃げきして何が憲法違い反はんになるっていうのよ」

「あそこは大使館なんです！」

「へ……？」

「法的には、あそこはアルカンタラの領地なんです！　アルカンタラの法律が適用される場所なんです！」

「だって、あんなに武装してるのよ！　見てよ、あんなに！」

「米軍が核かくを基地に持ち込んでも文句言えないのと同じことですよ……」

　情けなさそうに、長官は言った。

「じゃあ、何ならできるのよ!?」

「こうやって見張ることぐらいです……」

「はああ？」

「憲法上、日本は防衛しか許されていませんから……」

「だって、大砲見えないの？　大砲！　屋根から！　相手が打つまで攻撃禁止って、発射されたらそこでアウトじゃない！」

「憲法上、日本は防衛しか許されていませんから……」

「じゃあ何？　原発めがけて戦せん闘とう機が飛んできてても攻撃禁止なの？」

「はい」

「相手が至近距きよ離りまで発はつ砲ぽうしなかったらどうするのよ！　あと１キロぐらいのところでミサイル打ったら、やっと迎撃ＯＫなの？」

「はい」




「遅おそいわ～っ！」




　ちなみに原発うんぬんの譬たとえは本当のことなので、くれぐれも原子力発電所の近くにおすまいのみなさんは接近する戦闘機に気をつけてください。

「戦後60年、それで何事もなかったんだから奇き跡せきってあるものね……」

　のえるは感心するような、呆あきれるような声をもらし、戦車を降りた。

　そしてそばにいた自衛隊員から銃じゆうを奪うばう。

「総理、な、何をなさるおつもりで？」

　きょとんとする長官に、のえるは言った。

「あたし個人が外国人と戦うぶんには憲法的にも何の問題もないわよね？」

「まさか、その銃で……！」

　のえるは一番近くにあったトラックに乗り込んだ。

「まさか」のえるは笑った。「こんな銃ひとつで戦争できるわけないでしょ」

　ならば何のために奪ったのか？

「降りないと、撃うつわよ」

「はいいいっ！」

　トラックの運転席にいた若き自衛隊員は、最高司令官の命令に従った。

　さっそくのえるはキーを回し、エンジンを吹ふかした。

「シャイニィ！　日本の伝統教えてあげるわ」

　ハンドルを握にぎり、アクセルを踏ふみ込む！

　キイイイイッ！

　アスファルトにタイヤの跡あとが残るほどの急きゆう旋せん回かい。のえるはトラックを発進させた。

　フルアクセルで、たちまちトップスピードへ！

「日本にはねえヤクザって連中がいてねえ！　建物にトラックやダンプカーをぶつけて遊んだりするのよ！　たまたま！　ぐーぜんにね！」

　ベランダにある機き銃じゆうが、こちらを向いたのをのえるは確かく認にんした。

　のえるはトラックを飛び出した。

　耳元をピュンピュンとかろやかな音が通り過ぎる。そして──、




　ドウン！




　ガソリンタンクを撃うち抜ぬかれたトラックが爆ばく発はつ炎えん上じようした。

　間かん一いつ髪ぱつ逃のがれたのえるの頭上を、すさまじい炎ほのおが走り抜ける。

　だが、のえるはひやりともしていない。

　むしろニヤリと笑ってトラックの行方ゆくえを追った。

　そう、ただ暴走していただけのトラックは、今や燃えさかる火の玉と化して、彼らの立てこもる要よう塞さいへ突とつ撃げきしていたのだ。

「撃てとは命令してないぞ！」「シャイニィさま、こちらへ！」「うわあああああああ！」

　健太の家の真向かいにある電信柱には、こんな標語がかかっていた。

『気をつけよう、車は急に止まれない』




　ドゴオオオオオオオオン！




　元々、ただの塀へいである。

　鉄てつ条じよう網もうを張り巡らせたところで、火だるまとなった暴走トラックにかかっては粉ふん砕さいされるしかなかった。

　そして台所では、

「危ないところだった……」

　青ざめながら健太はつぶやいた。

　健太とシャイニィは軍ぐん曹そうに抱かかえられ、あわやのところを助け出されていた。

「ノエル！」

　シャイニィはマイクを握った。彼女の声は拡声器を通じて外に向けられた。

「ケンタのことが心配ではないのですか!?」

「健ちゃんの安全？　なに言ってるの？」

　ハハン、とのえるは鼻で笑いとばした。

「それを守るのはそっちのほうよ。言っとくけどね、健ちゃんの身にもしものことがあったら、生きてられないのはそっちのほうだからね！　覚かく悟ごしなさい!!」

「……だそうです」

　シャイニィは、健太に言った。

「のえるらしいよ……」

　健太はただただ涙なみだした。

　そして外では、

「長官！」のえるが叫さけんだ。

「はっ」

「敵は卑ひ怯きようにも、何の武装もしていない車しや輛りように機銃掃そう射しやをかけたわ。──専守防衛、問題ないわね？」

「問題なしであります！」

　のえるは号令した。

「攻こう撃げき開始！」

　肩かた掛かけ式の催さい涙るい弾だんを手にした自衛隊員たちが飛び出して、次々と長谷川邸に照準を定めた。

「ん？」

　自衛隊員たちが、照準の向こうに輝かがやきを放つモノを見た。

　それはミサイルだった。

　家の中で健太とシャイニィがこんな会話をしていた。

「ウチは狭せまい家なんだよ！　どこをどう防いでも守りきれるわけないよ！」

「私におまかせください」

　シャイニィが言った。

「あらかじめ、30分前に本国から大陸間弾だん道どう弾だんを発射しておきました」

「30分前って、それじゃ、初めっから話し合いで解決するつもりなんてなかったってこと？」

「ノエルが話し合ったぐらいでどうにかなるはずがないではありませんか」

　そういうわけで──。

　ミサイルが命中した。




　ズゴオオオオオオオオオオン！




　自衛隊側の陣じん地ちにひときわ大きな煙けむりが立ち上った。

「ゴホ、ゴホッ！　なによコレ!?」

　のえるたちは咳せき込んで、涙を流して、のたうちまわった。

　立ちこめる白はく煙えんの向こうから、シャイニィの声が聞こえてくる。

「催涙弾ですので、命に別状はありません」

「催涙弾だろうと、ミサイルが当たったら死ぬでしょ～っ！」

「…………」

　返事はなく、マイクはぷつりと切れた。

「こうなったらこっちも反撃よ！」

　ゴホゴホと咳き込みながら、のえるは叫んだ。

「ですが、ミサイルはアルカンタラ本土から飛んできているようです」

「こっちもアルカンタラに上陸するのよ。そうすればおあいこでしょ」

「自衛隊は上陸戦なんかできません！」

「そうなの？」

「外国に攻せめ込むなんてことを想定してないのですから、装備の準備もありませんよ」

「あらそー！　あらそーですか！」

　ちょっと感心して、のえるは携けい帯たいを取り出した。

「ハロー、大統領？　第７艦かん隊たい貸して欲しいんだけど……」

　ホワイトハウスへ電話したのだった。

「……え、ダメ？」

　ロバート大統領からの返事は冷たいものだったらしい。

「なんでよ！　あたしのお願いなら何でも聞いてくれるって言ってたじゃない～！」

〝残念ながら貸し出せる空母は一隻せきもないのだ〟

「えええ～っ！」

　アメリカは、中東のほうで大変忙いそがしい事情を抱かかえているらしい。

「……ったく、米軍基地に出してるお金も来年から廃はい止しね」

　のえるはそばにあった九〇式戦車に駆かけ上がると、指揮長を追い出して、自分がそこに乗り込んだ。

「そ、総理？」

「突とつ撃げきよ！」

「は、はいっ！」

　キャタピラが唸うなりをあげてアスファルトを踏ふみしめる。

　健太の家につながる道はどこも一方通行で、九〇式の両りよう肩かたが壁かべにぶつかった。

　かまわず突破する。

　ドカドカバキバキグギャギャギャ……！

　道の両側の塀へいやら生け垣がきやらをめちゃめちゃに粉ふん砕さいしながら、九〇式が突進した。

　それを見て、健太は。

「き、来たよ！　のえるが!!」

　シャイニィはいつもの調子で、

「ご安心ください。九〇式戦車の弱点は……」

「攻こう撃げきしてほしいんじゃないよ！」

　埒らちが明かない。

　そう思った健太は、戦いを止めるために飛びだそうとした。

　するとその手を──。

　ぎゅっ。

　シャイニィが握にぎりしめた。

　健太を行かすまいと握り止めたのだ。

「行かないで……」

　つぶやく。切ない目をして、つぶやく。

　どうしてそんな目をするのか、健太にはわからなかった。

「だって、シャイニィが戦いを止めてくれなきゃ──」

「ダメ……」

「だったら！」

「ケンタがいなくなったら、私……」

　言いかけて、口をつぐむ。

　そのシャイニィの表情を見て、健太は胸をつかれた。

（なんでそんな困った顔をするの？）

　彼女が何かを我が慢まんしているように、こらえているように見えたからだ。

「どうしたの？　僕がいなくなったらどうなるの？」

「…………」

　シャイニィは迷った。

「いいから！　教えて！」

　それでもシャイニィはためらって、考えて、そして言った。

「ケンタなら、わたしを助けてくれると思って……」

「僕が？」

　シャイニィは話した。

　王位継けい承しよう者しやになった自分のために（アルリオンの代わりに）、父王が縁えん談だんを考えていること。その人は名前を聞いたこともなければ、顔を見たこともない男の人だということ。

「ええっ!?」

　健太は驚いた。

「父さまの言いつけは絶対です。でも、見たこともない人と結ばれるのは……」

「そうだよ！　自分の気持ちに噓うそをつくことはしないって、約束したじゃないか」

「だからケンタさんが私と婚こん約やくしていたと父さまに言ってもらえれば……、この話を破談にできるのではないかと……」

　健太はすぐに答えを出せなかった。

「ウソでいいんです」

　シャイニィは言った。

「ウソでって……」

　健太はどう答えていいかわからなかった。

　どういう気持ちでシャイニィは『噓でもいい』なんて言えるんだろう。

　いつも噓ばかりついているから、人に対しても気楽に頼たのめるものなのだろうか。

　ウソでもかまわないから、自分のことを好きだと言って欲しいと。

「…………」

　シャイニィは何も言わず、ただ一いち途ずな目を向けるだけだ。

（……………………）

　何も言えずに、健太はいると──。

　ドドオオオン！

　建物が大きく揺ゆれた。

　九〇式戦車が激げき突とつしたのだ。

　軍ぐん曹そうはシャイニィに攻撃指示を申し出ている。

　シャイニィは何も言わない。

　ただ、健太の答えを待っている。

　健太の名を呼ぶ声が、外から聞こえる。

　のえるの声だろう。

「…………！」

　意を決して、健太はシャイニィの手を払はらった。

　彼女は一いつ瞬しゆん、傷付いたような表情を見せたがもう抵てい抗こうしなかった。

　健太は歩き出した。

　自由になった手で、ハンドマイクを拾い、スイッチを押した。

「あのさ、のえる」

　言って、続けた。

「僕、自分の意思でここにいるから」

「え──！」

　外にいたのえるは驚おどろいた。

「だから、のえるは帰ってくれないか。軍隊は解散させるからさ。お互たがいケンカしないってことで……」

「それじゃ、それじゃ健ちゃんは～っ!?」

「シャイニィのところにいるよ」

「えええええ～っ！」

「そういうことだから、ね……」

　プツッ、健太はマイクの電源を切った。

　のえるは飛び出して、九〇式戦車の上に立ち上がって、叫さけんだ。

「健ちゃんのバカ～っ！　パッパラパー！　裏切りモノ～っ!!」

　シュプレヒコールが止まないので、健太は窓から顔を出した。

「もー、あきらめて帰ってよ～」

「健ちゃん、シャイニィに何か弱味を握にぎられたりしてるんでしょ！」

　図星だった。

「そ、そんなことないよ！　いいから、僕のことはいいから放ほうっておいてよ！」

「ウソよ！　ずぅえーったいウソ！」

「ウソじゃないってばあ！」

（すっごいウソなんだけど……）健太は後ろめたかった。

「そっちがその気なら、こっちにも考えがあるわ！」

　のえるは、ポケットに手を伸のばした。

「な、なんだよ」

「これよ！」

「うあっ！　それは!!」

　人差し指と親指でつかめる大きさをしたそれは、のえるの、のえるによる、のえるのための──、

　核かくミサイルの発射ボタンだった！

　その先せん端たんにある赤いスイッチに親指をかける。

「健ちゃんが戻もどってこないなら、押す!!」

「やめろおおおおおおおお！」

「健ちゃんと一いつ緒しよにあたしも死ぬの。……あと10秒」

「ええーっ！」

　10、９、８……、

「ちょっと待ってよ。そんな、僕に、どうしろと」

　健太は困った。

　７、６……、

　どっちかを選ばなければいけない。どっちも選べない。

　５、４……、

　脳のう細さい胞ぼうの80％が優ゆう柔じゆう不断で出来ている健太である。

　３、２……、

[image: ]

　毎朝、学校に行く道すら右側を行くか、左側を行くか迷ってしまう健太である。

　１……、

　こんな重大な選せん択たくを、たったの10秒で決められるはずもなかった。

　あ、時間来た。

「さよならっ！」

「待ってええええええええええええええええええっ！」

　ぽちっ！

　のえるはスイッチを押した。

　でも、

　何も起こらなかった。

　のえるは怪け訝げんな顔をしている。

　そもそも、スイッチを押したら赤いボタンがぴかっと光るはずなのだ。

　おかしいと思ったのえるはスイッチを裏返した。

「あ」

　電池が切れてた。

「あちゃー。しばらく使ってなかったからな～」

　振ふり向いて、後方にいる長官に呼びかける。

「ねえ！　単４電池用意して！」

「できるわけないでしょ～っ！」

　長官は部隊に総理の捕ほ縛ばくを命じた。

　たちまちケモノを捕とらえるときに使う網あみが、二重三重にのえるをぐるぐる巻きにして、彼女を連れていった。

　核ボタンは取り上げられた。




　　　　♣




　そして、夜がやってきた──。

　自衛隊は遠巻きに封ふう鎖さを解いてないものの、あれから武力の衝しよう突とつはない。

　大陸間弾だん道どう弾やら、九〇式戦車の突とつ撃げきなどで、窓から見える町並みは廃はい墟きよだった。これで死者がひとりも出なかったのだから奇き跡せきというものはあるものだ。

　カーテンを閉めて、健太はベッドに倒たおれ込んだ。

「はぁ～」

　魂たましいが抜ぬけ出るようなため息をつく。

　このまま眠ねむって、起きた時にはすべてが夢だったらどんなにいいだろう。

　ありえないことすら願ってしまう。

「お茶入りましたよ」

　シャイニィは楽しそうだ。

　机で淹いれた紅茶を、差し出す。

「ん、ありがと」

　健太は起きあがって、飲んだ。

「おいしい……」

　本当に美味しかったので驚おどろく。味のことはよくわからないけれど、美味しい。

　普ふ段だんが普段だけに、シャイニィにこんな側面があったことに健太はびっくりした。

　健太が喜んでくれたのでシャイニィは嬉うれしそうな顔をした。

　その顔がとても愛らしかったので、健太はちょっとだけドキッとした。

　カーテンを１枚めくった外は戦場なのに、そんなことも忘れそうになった。

「ケンタ」うずうずとした顔でシャイニィが訊たずねた。

「なに？」

[image: ]

「私のこと、好きになりました？」

　きょとん、となる健太。

（またわけのわかんないことを言うし……）

　健太の表情がかんばしくないので、シャイニィはがっかりした。

「２人きりになれば、恋こい心ごころが生まれると書いてあったのですが」

「も、もしかして……もしかして……」

　みるみる青ざめていく健太の顔。

「それだけのためにこんなことをしでかしたの!?」

　こくり、とシャイニィはうなずいた。

「やっぱり──────っ！」

　嫌いやな予感、的中。

「なんでこんなことしようとしたのさ！」

　するとシャイニィは、悪意のまったくない顔で１冊の本を差し出した。

「また本……」

　どよーんと暗い顔をする健太。

「拉ら致ち監かん禁きん誘ゆう拐かいなどの極限状じよう況きようにおいては、人質が死にたくないという恐きよう怖ふを克こく服ふくするために、犯人に好意を抱いだくことがあるそうです」

「はぁ!?」

「ストックホルムシンドロームというそうですよ」

　さらりと言って、シャイニィは本のページを指で示した。

「ここです」

「いや、真面目まじめな顔で言われても……」

「私のこと、好きになりました？」

「なってどうする～～～～～～～～～!?!?!?!?!?!?!?!?!?」

　今度はシャイニィがきょとんとする番だった。

　なんで健太が驚くのかわかってない。

「私、なにかおかしいことをしました？」

「おかしいよ！　何もかもがおかしいよ！」

　健太は頭をかかえた。というか怒おこった。

（むちゃくちゃすぎる！）

　賛成とか反対の世界を超こえていた。

　理解できない。まったくさっぱりこれっぽっちも理解出来ない。

「シャイニィはホントに僕のこと好きなの!?」

「わかりません」

「またそのパターンかあああああああああああ！」

「でも……」

　シャイニィは言う。

「ケンタが私のことを好きになってくれたら、とても嬉しい」

「えっ」

「ケンタはどうですか？　私ではダメですか？」

「…………」

　健太は困った。

　答えられるわけがなかった。

　のえるのことが頭に浮うかんだ。

（なんでのえるのことが？）

　シャイニィが聞いているのはそういうことではないはずだ。

　のえるのことは好きだけど、恋れん愛あいとかの好きじゃない。そう思っていた。

「あの……、その……」

　しどろもどろになる。顔を赤くして、困って、やっとのことで名前を呼ぶ。

「シャ、シャイニィ？」妙に裏返った声。

「はい」

「お湯、なくなってるから足してくるよ」

　健太はティーポットをとって、部屋を飛び出そうとした。

　ガツン。

　健太は棚たなの角に額をぶつけた。

「痛ぇ～」

　慌あわてたせいだ。

「あははは、大だい丈じよう夫ぶ大丈夫」

　健太は照れ隠かくしに笑って、部屋を出て行った。

　シャイニィ、ひとりになる。

　ぶつかったせいで、棚のモノが床ゆかに落ちて散らばっていた。

　片づけようと思い、シャイニィは手をのばして、

「あら？」

　古びた紙を見つける。

　それはクレヨンで描えがかれた、あまりよく似ていないドラえもんの絵のそばに『らぶれたー』という字が踊おどっているものだった。

「……………………」

　健太が戻もどってきた。

「！」

　シャイニィはとっさに手紙を折ってポケットに入れた。

　見てしまったことを知られたくない、と思ったのだ。

「ど、どうしました？」

　何でもない様子を装よそおうとするのだけれど、声がうわずった。

「え、あ、お湯、入れてきたんだけど」

「あ、ああ、そうですね」

　ちょっと混乱気味になりながら、シャイニィが答える。

　すると、

「健ちゃん！　危ない!!」

　声と窓ガラスが割れるのが同時だった。

「きゃあ！」

　悲鳴をあげるシャイニィ、健太はとっさにかばう。

　飛びこんできたのはのえるだった。

　ごろごろごろ、と転がって、立ち上がる。

　市街戦用の灰色のアーミースーツを身にまとい、特とく殊しゆ部隊がするような防ぼう弾だんチョッキやらヘッドギアやらをつけている。

「どうしたの、のえる!?」

「どうしたのじゃないわよ！」

　ヘッドギアを脱ぬぎ捨てながら、のえるは怒おこった。

「シャイニィから助けてあげに……って、シャイニィいるじゃない！　なに２人で抱だきあってるのよっ！」

　健太はかばったはずみに彼女を抱きしめていたことに気付き、慌てて飛び退のいた。

「のえるが飛びこんだからだろ！」

「言わないこっちゃない。健ちゃん、行くわよ」

　ぐい、と有う無むを言わさず、のえるは手を引いた。

「どうせまたシャイニィになんか言われて遊ばれてるんでしょ、健ちゃん」

（その通りですぅ）

　だからこそ、逃にげ出せない。

「で、でも」

　のえるに抵抗しようとして健太はシャイニィを見た。

「行ってください、ケンタさん」

　なぜか、シャイニィは引き留めなかった。

「だって、婚こん約やく者の話が……」

「ウソです」

「ウソ？」

　シャイニィはぺこりと頭を下げた。

「ごめんなさい。そう言えばケンタさんは私を守ってくれるのか、知りたくて……」

「はあっ」

　健太は口をあんぐりと開けた。

「ひ、人ひと騒さわがせな……」

　のえるは呆あきれた。

「ごめんなさい、ケンタ」

「よかったよ」健太は怒るどころか笑え顔がおを向けた。

「え」シャイニィは驚いた。

「したくもない結けつ婚こんする必要がなくなったんだろ？　嬉うれしいことじゃないか」

　健太は心の底から喜んでいた。

「…………」

　ぽぉ、と頰ほおが火照るのを感じて、シャイニィはうつむいた。

（私……やっぱり……）

　いっぽうのえるはやれやれと肩かたをすくめて、

「ごちゃごちゃあったけど一件落着ね。健ちゃん、首相官かん邸ていに来る？　この家、元に戻もどすのに工事しなくちゃいけないでしょ」

「そうだね、そうしようかな」

「ちょっと待ってください」

　シャイニィが口を開いた。

「ウソのことはもういいって。もう謝らなくってもさ、ね、健ちゃん」

「うん」

「違ちがいます」

「え？」

「こんな危ない国にケンタを置いてはおけません」

　真顔で言った。

「ど、どういうこと？」

「アルカンタラに来て貰もらいます」

「ええっ？」

「そして、結婚していただきます」

「ええ────────────っ！」





（次巻につづく）


















この物語はジュニア小説に命を懸かける小説家と編集者の魂たましいの物語である──！




（この作品はフィクションであり、特定の作家および編集者とは関係がありません）




○月×日

　時は秋。

　紅葉の季節はじまる頃ころ、やっと書きあげた５巻の原げん稿こうを持ってきた小説家に編集者はこう言った。

「あのさあ、この巻、短たん篇ぺん集にしない？」

「はぁ？　なに言ってるんですか。次の巻はシャイニィの国の話だって予告しちゃってるじゃないですか」

「前の巻から半年も開いちゃったろ？　それに物語としても１つの区切りがついたし。セカンドシーズンを始めるって意味でも一度短篇集をやって、普ふ段だんできない話とか実験をやってみるのもいいと思うんだよね」

「……あの、発売日まで３カ月切ってるんですけど」




　実話である。

　これがどれぐらいやばいかというと、ウルトラマンのカラータイマー点てん滅めつぐらいにやばいのである。予定なら入稿作業に入っていなければならないぐらいの時期なのだ。




「前に『ザ・スニーカー』で出した短篇が１つあるだろ？　あれぐらいの長さの話があと３つあれば１冊の分量になるんだ。短篇３つ書き下ろせば１冊だよ」

「……人の話聞いてくださいよ」

「短篇３つなら３日もあれば充じゆう分ぶんだよな」

「無茶言わないでくださいよ！　そんなペースで書けるんだったら、毎週新刊出せるじゃないですか！」

「出そうよ、それで」

「死にます」

「じゃ、短篇集で決定、ということで」

「決定するような話し合いがあったようには思えないんですけど」

「独裁的に決定」

「あの、この原稿、もともとの話の第１稿なんですけど」

「あ、それボツ」

「見もしないでボツですか！」

「じゃ、６巻まわし」

「同じことですよ!!」

「お前なら書ける。俺は信じてる」

「うわ～、ウソくさ～」

「『大だい魔ま王おうアリス』（注１＊）のドラマＣＤも監かん修しゆうだけだし、スケジュールは大だい丈じよう夫ぶなんだろ？　締しめ切り２週間のばすから、ばちっと書いちゃおうよ」

「わっかりましたよ！　まあ、短篇集って色々遊べそうだし、やってはみたかったんですよね」

「そうそう、頑がん張ばって！」

「それに短篇ならパパッと書けそうな気がするし～」

　それは本当に気のせいだった。




×月□日

　２週間が過ぎた。

　たった３本書けばＯＫだったはずの短篇は、１本も上がっていない──。

「どおいうことだあああああああああああああああああああああ！」

　編集者は富士山が爆発するような絶叫を上げた。

「すいません。見事なまでに１本も出来てません」

「他人ひと事ごとみたいに言うなよ！　パパッと書けるんじゃなかったのか！　なに遊んでるんだよ!!」

「失礼な、ちゃんと仕事してましたよ」

「ほう」

「他社の」




「死ね！　１０００年死ね!!」




「いやー、ドラマＣＤの脚きやく本ほん書くことになっちゃって」

「スタッフに全部お任せするって言わなかったか？」

「ひさしぶりにラジオの仕事してみたいなー、なんて。たまにするのもいいでしょ」

「そーゆー仕事は時間ある時にやれよ!!　時間ある時に!!」

「まあ、テレビやアニメ雑誌の仕事してる時に、スタッフに無茶な要求をする困った原作者の話はよく聞かされたから、ホント、ただ脚本書いただけですよ。声優さん（注２＊）のキャスティングも全部お任せしましたし」

「ほう」

「主題歌の作詞を枯堂夏子さん（注３＊）にして欲しいとお願いしたぐらいで」




「おい」




「いやー、自分の作品が『音』になるなんて、そうそうあることじゃないっスからねえ、枯堂さんに歌を作ってもらえたら、もう最高だろうなあ、と」

「…………」

「そしたらホントにすんごいのができあがって、一生の記念になりましたね。ホント、枯堂さんに頼たのんでよかった～」

「そういうのが困った原作者つーんだよ！」




×月△日

　やっと１本目が完成した。

　最初の締め切りから１週間は経過している……。

「読んだぞ」

「どうですか？」

「おまえの小説はサウンドノベルか！　分ぶん岐きがあるじゃないか、分岐が！」

「ああ、『短たん篇ぺんじゃ普ふ段だんできないことをしよう』なんていうから、普通にない小説にしようと思いまして」

「いや……、俺が言ったのはそういう意味じゃなくて……」

「いやー、分岐は大変ですね。時間かかりましたよ。ゲームなら途と中ちゆうのテキストを共通化できたりするんだけど、小説じゃそうもいきませんからねえ。次はどんなのにします？　下から上に文章を読むような本にしてみましょうか、それとも……」

「いいから普通に書け」

×月○日

　さらに３日後。

「原げん稿こう出来ました！　しかも３本」

「おお、すごいじゃん。もう完成だよ！　ん？　……３本？」

「３本ですよ」

「残りあと２本じゃなかったか？　もう２本完成してるんだからさ」

「あ、約束した短篇は１つだけです」

「あとの２本は？」

「キャラクター紹しよう介かい編とＱ＆Ａ話です。オマケですね」

「オマケ書く前に本編書けよ！」

×月※日

　さらに２日後。

『締め切り日』をすぎた小説家に新たな目標が提示された。

『本当の締め切り日』である。

　その日が、過ぎた。

　小説家に新しい目標が提示された。

『今度こそ本当の締め切り日』だった。




×月◎日

　さらに２日後。

「原稿出来ました！」

「おう、これでやっと完成か～。ん、こんな話だったっけ？　打ち合わせと話違ちがうけど」

「ショートショートの新作です」

「またオマケかよ！」

「あ、ショートショートの他にもう１つ書きましたよ」

「お、そうか、こっちが最後の本編か」

「いえ、もう１つのショートショートです」

「うおおぅおおぅおおおおおぅ!!」

　編集者は人のものとも獣けもののものとも思えない咆ほう哮こうを発した。

「おめー！　今がどういう状じよう況きようかわかってんのか!?　今度こそ本当の締め切り日なんだぞ！　本が出るか出ないかの瀬せ戸と際ぎわなんだぞ！」

「どおせ今回の締め切りもホントの締め切りじゃないんでしょ～？」

「誰どうあれのせいで、締め切りいくつも用意してると思ってるんだ！　お前のために『最初の締め切り日』とか『２番目の締め切り日』とか『本当の締め切り日』とか『今度こそ本当の締め切り日』とか用意してるんだろ。それもこれも締め切り直前にならないとやる気を出さないお前のためじゃないか」

「それはちがいますよ。僕は締め切り直前に慌あわてるような男じゃありません」

「ほう」

「締め切りを過ぎないとやる気が出ないタイプなんです（きっぱり）」

「１億年死ね[image: !!!!!]」

×月△日

　東京を心臓のカタチに切り取るＪＲ山やまの手て線。その輪の中央にある飯いい田だ橋ばし駅、そこから５分ほど歩いたところに、日本の文化とエンターテインメントの発信源がある。

　そう、角川書店だ！

　日本の中心である東京の中心にある本社の偉い容ようは、エジプトの海に沈しずんだアレクサンドリア図書館を彷ほう彿ふつさせるようでもあり、そうでもないようでもあった（どっちなんだ）。

　まあ、とにかく。

　大事なのは本社ではない。

　本社から少し歩いたところにある、標札のないビルだった。

　外からは無人の建物のようにも見えるそれは、原稿を書かない作家を閉じこめるために作られた監かん獄ごく。つまり缶かん詰づめ部屋だった。

「携けい帯たいを出せ」

「へ？」

「携帯電話だよ、携帯電話」

「な、なんでですか。そんな拉ら致ち監禁じゃあるまいし」

「拉致監禁だよ。れっきとした」

「へえっ？」

「Ｈ先生知ってるか？」

「はあ、最近新刊出してない先生ですよね。ファンでしたよ」

「あの先生な、ここの７階にかれこれ５年も住んでるんだよ」

「うそーん！」

「日本で毎年行方ゆくえ不明になる人間は２０００人とか言うけど、その１００分の１はこのビルにいる計算になる」

「じょ、冗じよう談だんじゃない！　そんなのゴメンですよ！　帰らせていただきます！」

「そんなこともあろうかと、この建物には外側から鍵かぎがかけてある」

　編集者は胸ポケットから顔写真入りの社員証を取り出した。

「鍵のロックはこのカードでなければ開くことはできん。つまり、原げん稿こうを上げないかぎり、この建物からは出られないということだ！」

「そんなの本当に拉致監禁じゃないですか！」

「だから言っただろうが！　拉致監禁だと!!」

「どっかの独裁国家じゃあるまいし!!」

「いやー、日本政府はだらしがないねえ」

「鬼おにーっ！　悪あく魔まーっ！」

「誰のせいで鬼悪魔になったと思ってるんだ～っ！」




×月＊日

『今度こそ本当の締しめ切り日』は過ぎた。

『最後の締め切り日』は明日とのことだった。




×月＆日

『最後の締め切り日』が過ぎた。

『今度こそマジで最後の締め切り日』は明日とのことだった。




×月＄日

『今度こそマジで最後の締め切り日』が来た。

　とはいっても「次の日の朝までは今日」が出版界時間であるので、まだ一晩の時間は残されている。

「原稿出来ました！」

「はいはい、どうせ今日も番外編なんだろ～っ」

「安心してくださいよ、今度はショートショートじゃないですから」

「ほう」

「ゲームです」




「小説ですらないのかよ！」




「のえるらしいゲームを思いつきまして」

「お前の頭はどーなってるんだ！　これは小説の本だろ！　小説の本に、なんでゲームがつくんだああああああああ!?」

「普ふ段だんできないことをしてみようかと」

「頼たのむから小説の枠わくに収まってくれ～っ！」

「いやー、ゲームって作るのけっこう時間かかりますね。３日もかかっちゃいました」

「その時間があれば、50ページぐらいの短たん篇ぺんを書くのも楽勝だと思うんだが……」

「ああっ！」

「どうした」

「すごいことに気付きました！」

「どういうことだ」

「あと１本新しいネタを足したら、10本立てになりますよ！」




「ふざけんなあああああああああ！」




「わ、怒おこった」

「怒るわ！　今日中に原稿が揃そろわなかったらマジで落ちるんだよ！　全国にはな、のえるの新刊を待ってる読者が何万人もいるんだぞ！　間に合いませんでした、ごめんなさいで済む問題じゃないんだよ。俺たちが読者にウソついてどうするんだよ！　読者との約束破ってどうするんだよ！　大人は信用できないっていう実例になってどうするんだよ！　そりゃ物語は機械じゃないから、書けって言われてホイって書けるものじゃないってことぐらいわかるよ！　煮に詰つまってるところがあるなら相談にのるからさ！　あと50ページ、脱だつ線せんせずに書こうよ!!」

「煮詰まってるわけじゃないんですよ」

「じゃ、どうして書けないんだ？」

「書けないわけでもないんですよ」

「なにが問題なんだよ！　だったら！」

「実は９本目の原稿はもうとっくに出来ているんです」

「はあっ？」

　小説家はマウスをいじると、ノートパソコン上でファイルを開いた。

「……出来てる」

「ねっ。だから安心してくださいよ」

「…………なんで隠かくしてたんだ？」

「いやー、この原げん稿こう渡わたしちゃったら、印刷屋さんに入稿しちゃうでしょ？」

「そりゃそうだろう」

「そしたら10本立てにできなくなっちゃうじゃないですか」

　ぷちん……。

　この時２人は何かがキレる音を聞いた。

　それは怒りの化身となった男の内から出た、魂たましいの叫さけびのような断だん裂れつ音だった。

「……つまり、お前は出来てるものをわざと隠して、俺をやきもきさせたってわけだな」

「そっちだって噓うその締め切りいくつも用意してびびらせてるんだからおあいこでしょ！」

「ええい、よこせ！　その原稿があれば本は出せるんだ！」

「待ってくださいよ。明日の朝まで時間あるんでしょ？　あと１本考えますから、もうちょっと待ってくださいよ！」

　編集者は読者との約束を守るため、１日でも早く原稿を確保しようとし、

　小説家は読者からの信しん頼らいに応えようと、時間ぎりぎりまで原稿に手を加えようとする。

　すべての編集者がそうであり、すべての小説家がそうである。

　ひとりの例外もなく！




　そして──。




×月÷日

　あくる日の昼下がり。

　戦いは終わった。

　10本目は許されなかったが、９本の原稿は無事入稿された。勝ったのだ。小説家も編集者もそれぞれの戦いに勝利したのだ。

　１週間に５度の徹てつ夜やというハードワークを終えた小説家はまるまる１日眠ねむってもまだ足りなく惰だ眠みんをむさぼっていた。そんなけだるいベッドの中で、携けい帯たいがなった。

「あ、どしたんですか？　次の打ち合わせのブッキングですか？」

「いや、入稿に失敗してさ」

「へ？」

「最後にもらったファイルがあったろ。あれ、データが壊こわれちゃってて、開けないんだ」

「開けないって、どうするんですか？　マスターファイルを持っていかれたから、こっちにだってデータないんですよ！」

「わかってるよ」

「再生しようがないじゃないですか」

「そうなんだ」

「こうなったらイチから書き直すしか……」




「そうなんだ」




「そうなんだって、もう『マジで最後の締しめ切り日』過ぎちゃったんでしょ！　時間ないじゃないですか！」

「実はまだあるんだ」

「まさか…………！」

「『絶対最後の締め切り日』は明日なんだ……」

「やっぱり──っ！」

「だから今夜もう一晩頑がん張ばって！　書き直して！（注４＊）」

　編集者は受話器の向こうから、この世のものとも思えないほどの絶ぜつ叫きようを聞いた。




（＊注１）大だい魔ま王おうアリス……電でん撃げき文庫より発売中のコミカルファンタジー。これまで『大魔王アリス』『大天使フィオ』『大だい賢けん者じやソフィア』の３冊が出ている。このたびドラマＣＤが発売された。４冊目は新春に出るぞ！




（＊注２）声優さん……ちなみにアリスの出演声優は田村ゆかり、上田祐司、田中真弓、南央美、堀内賢雄、置鮎龍太郎、茶風林と豪ごう華かキャストだ。




（＊注３）枯堂夏子……格好をつけた詞を書ける人は多々あれど、下らない歌詞に魂を書きこめる人はそういない。「天地無用！」や「神秘の世界エルハザード」などのアニメ作品で多数の楽曲を提供している。




（＊注４）書き直して……実話である。
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　読者のみなさま、大変長らくお待たせいたしました！　いよいよのえるも３年目、５作目に突とつ入にゆう。今回は（シャイな）あすか先生に代わって、私が今だから言える楽しい（忌いまわしい？）思い出を振ふり返ってみたいと思います！




『彼女がもってる核ボタン』

　無事入にゆう稿こうも済み、いよいよタイトルを決定しようという時。

あすか「『彼女がもってる核ボタン』……みたいな飛んでるヤツにしたいっすよね」

担当「いい！　それいい！　それで決定！」

あすか「で、でも、本編に核かくなんて全然からんでないですよ!?」

担当「今から入れろ！」




『恋する国家権力』

　ある男の陰いん謀ぼうで機能停止に陥おちいった政府。のえるはテロリストとなって、自衛隊と戦う。

　ラスト、自じ爆ばくによって東京都庁が崩ほう壊かいする……。

　原題「彼女は総理でテロリスト」

　そんな話を書き終わろうとしていた２００１年９月11日。

　東京都庁によく似た建物が旅りよ客かく機きによる自爆テロで崩壊!!

　……原稿イチから書き直し、シャイニィの登場となったのでした。




『乙女の怒りは最終兵器』

　一いつ緒しよに書店に行ったら、サイン会しましょうって突とつ然ぜん依い頼らいされた。

　客ひとりだったけど。

　なんか公開処しよ刑けいみたいだった。はっはっは。




『撃破！　日本消滅計画』

　若葉が後頭部に大けがを負うシーン。原稿が遅おくれていたので、剣つるぎさんに内容を話してイラストを発注することにしたのです。で、原稿も届いた。のえるのセリフ、

「大だい丈じよう夫ぶ、若葉!?　ああよかった無事だったのね」

　イラスト、




顔面大流血。




　どっちを直すか？

「……本文書き直し!!」




　──とまあ、毎巻のように事件の尽つきないあすか先生ですが、そんな先生の相手を……

あすか「って、全部アンタがらみやん！　事件の中心にはアンタがいるんやん!!」

担当「違ちがうよ！　お前だよ！　他ほかの作家には、こんなこととてもできないもん！」

あすか「どーいう意味だよ!!」

担当「それだけ、お前を愛してるってことじゃないか～！」

あすか「噓うそだー！　噓だー!!　大人は噓つきだー!!」




　そんな仲良しこよしの私と先生ですが、厳しく接するのもいい作品を送り出したい！　いい作家になって欲しいがため！　これからも心を鬼おににして、ビシバシ行きますよ!!





スニーカー文庫編集部　難波江






　Ｐ．Ｓ．その１、読者のみなさまからアンケートを大募ぼ集しゆうしちゃいます！

　①１番好きなエピソード

　②１番好きなヒロイン

　この２つを文庫に入っているアンケートハガキの感想欄らんに記入して送ってね！

　見事１位の座を射止めたヒロインが６巻の表紙を飾かざります！

　アルカンタラ王国で大花はな婿むこ争そう奪だつ戦！　６巻『花はな嫁よめがいっぱい』は２００３年春発売予定です！




Ｐ．Ｓ．その２、月刊「コンプティーク」２月号にて、ぬわあんと「総理大臣のえる chu♡」の掲けい載さいが決定!!　こっちもよろしく！




Ｐ．Ｓ．その３、他社で仕事する暇ひまがあったら、のえる書け!!
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総そう理り大だい臣じんのえる！




サジはなげられた！








あすか正しよう太た
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